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プロローグ　これよりさき魔術領域





　どこかで見たようなシチュエーションだと思った。

　それはきっと、小説や漫画の中で幾度となく描かれてきた定番みたいなもの。

　いま俺おれは、そのどこかで見たようなシチュエーションに遭遇していた。

　紛まぎれもない、現実という舞台の中で。

「――ようこそ、魔術師の領域へ。歓迎するわ、綾あや瀬せ君きみ色いろくん」

　場所は近所の公園。時刻は夜、もうすぐ日付が変わろうかという頃ころ。

　初対面のはずのそいつは、澄み渡る声で俺の名を呼んだ。

「私は鍵かぎ宮みや玲れい樹じゆ。気軽に玲樹で構わないわ」

　凜り々りしくもかわいらしい、愛あい嬌きように満ちた顔つきの少女だった。粉雪のように白い肌や、暗くら闇やみでも映える黒のショートヘアが眩まぶしい。

　しかし、着ている服はどこか珍妙だ。ふとももが覗のぞくスリットはまるでチャイナドレスだが、施された刺し繍しゆうは花柄でも竜紋でもなく魔術的な幾何学模様。さらに上からジャケットを羽は織おっているのはどういうアレンジだろう。十一月だし、寒いのか。

　いや、容姿とか服装のことはこの際どうでもいい。

　重要なのは、彼女がその手に『剣』を持っていて。

　さらに、その背後に『敵』の姿があることだろう。

「俺おれに背中を見せるだけでなく、乱入してきた部外者とお喋しやべりとは。余裕だな鍵かぎ宮みや」

　鍵宮玲れい樹じゆなる少女に話しかけるのは、痩そう身しんの男だった。

　ベストの上から黒のトレンチコートを羽織り、両手をポケットに突っ込んでいる。髪は金髪のオールバックで、喋り方は流りゆう暢ちようだが目鼻立ちからしても日本人ではない。

「あら、この私が背中を見せただけで隙すきを作るとでも？　あまく見ないでもらいたいものね。それに、彼は部外者ではなく関係者予定のＶＩＰよ」

「フン。すでに脚本シナリオはできあがっているというわけか。気に食わんな」

　男が低く言い放つと、傍らにいた怪物が咆ほう哮こうを上げた。

　――そう。

　男の傍らには、最初からずっと、怪物が付き従っていたのだ。

　姿形は虎とらに似ている。が、その体たい躯くは象よりも大きい。

　全身は闇やみ色いろと称したくなるほどに深い黒色をしており、さらには翼まで備えている。

　動物ではありえない外見、故ゆえに怪物。

　もっと適した名を与えるなら、魔獣。

　その魔獣が、いきなり俺に飛びかかってきた。

　――なぜだ？

　なぜ俺は、こんな現実離れした一幕に遭遇しちまってるんだ？

　これまでの経緯を振り返ろう……まず、この時間に出回る割引商品を求めて深夜営業のスーパーまで足を運んだ。その帰り道、近道だからと公園を突っ切ろうとした。そしたらそこで、少女と魔獣使いの男が睨にらみ合っていた……なんだこの超展開は。

　俺は一般庶民らしく棒立ちを強しいられる。

　その間も、魔獣は俺の喉のど元もとに迫り――

「無ぶ粋すいね」

　割って入る影があった。

　玲樹だ。彼女は剣を縦に構え、魔獣が繰り出す爪つめに真まっ向こうからぶつけていった。

　ガキン、という金属的な衝突音が響き、魔獣の爪が弾はじかれる。

「彼は私のお客様よ。勝手な歓迎はご遠慮いただけるかし――らッ！」

　生じた隙をつき、大振りの一いつ閃せん。

　玲樹の斬撃が、魔獣を斜めに両断した。

　屍し骸がいは血を撒まき散らすことなく、周囲の闇に溶け込むようにして消えていく。

「さすがは“〝神装職人マイスター”〟の称号を掲げし才女だ。一筋縄ではいかないか」

「“〝闇陶芸師セラミスト”〟の称号を持つあなたは、ここでの早期決着を望むのかしら？」

「まさか。俺おれも鍵かぎ宮みやの守護を一手で攻め落とせるとは思っていない。そちらとて長期戦の備えがあるのだろう？　なら、ここはおとなしく退ひいておくさ」

「懸命な判断ね。なるべく早いうちに降参してくれるとありがたいわ」

「笑える冗談だ」

　不敵な笑みを残し、男もまた夜の闇やみへと消えていった。

　……戦いは終わった。

　終わった、のだが。

「さて、綾あや瀬せ君きみ色いろくん」

　玲れい樹じゆのほうは俺に話があるらしい。こちらに向き直って柔和な笑みを浮かべる。

「改めて自己紹介しましょうか。私は――」

「待て！　待ってくれ！」

　嫌な予感に駆られ、慌てて玲樹の言葉を遮った。

「おまえの言わんとすることはわかる。これからされる話も、この先の展開も、なんとなく読める。だけどダメなんだ……今日だけは、関かかわるわけにはいかない！」

「それはなぜ？」

「これだ！」

　手持ちのエコバッグを指し示す。我が家の愛用品で、隅っこに縫われた白猫さんのアップリケがチャームポイントだ。ちなみにこのアップリケは妹の自作品である。

　しかし俺の言わんとすることが伝わらないのか、玲樹は怪け訝げんな顔を浮かべていた。

「えっと。その中にはなにが入っているのかしら？」

「もやしだ！」

「も、もやし？」

　ますますもって意味不明、そう言いたげな玲樹に説明をする。

「俺には……妹がいる。真ま白しろっていって、たった一人の家族なんだ」

「そうなの」

「俺は真白と約束した。今日の晩飯は、俺がうまいもやし炒いためを作ってやるって」

「なんでもやし？」

「もやしは節約家の俺が最も得意とする調理食材なのさ。こうしている間も、真白は『お兄ちゃんまだかなー♪』なんて歌いながら茶ちや碗わんの用意とかしてくれてるに違いない」

「かわいらしい妹さんね」

「そう、かわいいんだよ！　だから……俺はここで足止めを食らうわけにはいかねえ！」

　非日常との遭遇。明確な物語の入り口。頭の中で何度も思い描いた憧あこがれ――

　理想の世界は現実にも確かにあって、その当事者になれるとあらば願ってもない。

　だが。

　俺おれにはいまの日常を捨てることなんてできない……守るべき家族がいるから！

「心配しなくても、そんなに時間は取らせないわよ？」

「異世界モノかもしれないだろ!?」

　しつこく食い下がる玲れい樹じゆに、俺は悔しさを込めた怒声を放つ。

「事情を聞いたが最後、俺の足元に次元ゲートが開き異世界の空に飛ばされるんだ。そして真っ逆さまに落ちていく。だがそこで落下死はしない。何者かの大いなる力に助けられ、そして告げられだろう――フッ、この世界を救えってな」

「あの、盛り上がってるところ悪いんだけど」

「嫌いじゃない！　ああむしろ大好きさ！　ぶっちゃけ憧あこがれだった！　だが……だがっ！　俺は真ま白しろに、うまいもやしを食わせてやらなきゃならないんだぁああああああああッ！」

　咆ほう哮こう。そして駆けた。

　後ろで「ちょ、ちょっと待ちなさいよ君ぃ――ッ！」と叫ぶ声が聞こえたが、振り返らない。名残惜しくはあるが、真白の笑顔には代えられないからな。

　日常なんて、そう簡単に変わるものではない。



    

  
    
      
第一話　容赦なき領域侵犯





　二階建ての賃貸アパート『雛ひな森もり荘そう』。

　その２０１号室、六畳二間の部屋が俺たち兄妹きようだいの住まいだ。

　今朝は冬らしかぬ暖かな陽気だったが、俺のテンションはすごくダウナーだった。

「やりなおしたい……」

　ちゃぶ台に突つっ伏ぷして時間跳躍の方法を考えてしまうくらいにはダウナーだった。

　原因はもちろん、昨夜のあの事件。

　買い物帰りの公園で見た、少女と魔獣使いによる闘争――あれは俺が憧れてやまない非日常の世界だった。そして俺は、その世界に飛び込める千載一遇の好機を逸したのだ。

「ああ、しくじったかなあ。せめて話くらい聞いておけば……」

「お兄ちゃん、朝ごはんできたよ」

　ふと顔を上げると――おお、最愛の妹が大皿を手に微笑ほほえみを浮かべているではないか。

　名前は綾あや瀬せ真白。

　現在中学二年生。俺おれが小学生の頃ころにプレゼントした緑のリボンをいまでも愛用しているかわいい奴やつだ。制服の上から白猫さんマークのエプロンをかけた姿が実に家庭的である。

「昨日の夜なにがあったの？　買い物から帰ってきてからずっとそんな感じだけど」

「それは……言えないんだ。迂う闊かつに話したら、真ま白しろにも危険が及ぶかもしれないからな」

「あははっ、心配しなくても大丈夫だよ」

「いや、楽観はしないほうがいい。俺の予想が正しければ、奴らは烙らく印いんを刻まれし者たちだ……俺たち一般庶民を犠牲にすることなんて、露とも厭いとわないだろう」

「そうじゃなくて、お兄ちゃんが守ってくれるでしょ？」

　食卓に朝食を並べながら、真白はさも当然という風ふうに言う。

「わたし、危ない目になんてあったことないよ？　お兄ちゃんがいつも守ってくれるもん。だからそのお返しに、お兄ちゃんが元気ないときはわたしの元気を分けてあげたいの」

「ま、真白……っ」

　ぶわっ、と涙が出た。比ひ喩ゆでも誇張でもなくマジで涙が出た。

　真白の健けな気げさに触れると、ああ、昨夜の選択は間違っていなかったんだと自信が持てる。

　バトル系な非日常もいいが、やっぱり俺は真白のいる日常がいい。

　さて、悔いはさっぱりと断ち切り朝飯だ。

　今日のメニューはなんだろうなあ。ごはんにみそ汁に、この緑っぽいのは――

「なっ……ま、真白！　ここここれって！　ロールキャベツじゃないか！」

　大皿に盛られた、朝の食卓ではあまり見ないこの料理……まさしくロールキャベツだ！

「うん。昨日はお兄ちゃんがおいしいもやし料理を作ってくれたから、朝はわたしが得意のキャベツ料理でお返しだよ。ちょうど一昨日買った挽ひき肉にくもあったし」

「た、確かに一昨日は挽肉が安く手に入ったが……朝から肉を食うなんて、贅ぜい沢たくなっ！」

「消費期限が昨日の夜までだから、いま食べないと手遅れになっちゃうよ」

「五日過ぎまでなら許容範囲内だぞ」

「ダメです。それでお兄ちゃんがおなか壊しちゃったら、わたしが悲しいもん。これだって、お兄ちゃんに元気になってほしくて作ったんだよ？　だから遠慮なく召し上がれ」

「ま、真白……おまえはそこまで考えて……っ」

　真白の極上スマイルにやられ、俺はまた泣いた。

　ガシっ！　と熱い抱擁を交わす綾あや瀬せ兄妹きようだい。

　ああ、うちの妹ってばなんて天使なんだろう。俺が恍こう惚こつに浸っていると、

「……ホント、いつ見ても微笑ほほえましい兄弟仲よね」

　玄関先から声。

　そこにいたのは、俺たち兄妹の従姉妹で幼なじみの塙はなわ棗なつめだった。

「あ、棗ちゃんだ。おはよー」

「おはよう、真ま白しろちゃん」

　勝気な瞳ひとみに、よく揺れるポニーテール。一片の気けだるさも感じられないしゃきっとした立ち姿は、見ているこっちまでしゃんとしなければと思わされる。身に着けているのは俺おれと同じ高校の女子制服で、実はクラスメイトだったりもするのだ。

　従姉妹で幼なじみでクラスメイト。友人連中からは「なに？　おまえら遠い昔に結婚を約束した仲なの？」とよく言われるが、あいにくそんな色っぽい関係ではない。

「なんだよ棗なつめ。勝手知ったる仲とはいえ、入ってくるんならノックくらいしろ」

「したわよ。かなりしたわよ。二人の世界に没頭して気づかなかったのは君きみ色いろでしょ？」

「ああ……悪いな。真白と二人でいるときは無意識に障壁を張っちまうんだ」

「どんな捏ねつ造ぞう設定よ、それ」

「わたしも気づかなかったからおあいこだね、お兄ちゃん！」

「お、そうだな。二人共気づかなかったからおあいこだな！」

「……バカップルの兄妹きようだい版ってなんて呼べばいいんだろう」

　棗はやれやれといった感じに肩を竦すくめる。

　そして、自然な流れで我が家の食卓についた。

「あ、今日はロールキャベツなんだ。この彩りの美しさは真白ちゃん担当ね」

「まるで俺の料理は彩りに欠けているような言い草だな」

「君色の料理は皿のどこかしらにもやしが盛ってあるからわかりやすいのよ」

「はい、棗ちゃんのお茶ちや碗わん」

「ありがと、真白ちゃん」

　丸いちゃぶ台に三人分の白米とみそ汁、中央にロールキャベツの大皿。

　俺と真白、それに棗を加えた三人で朝食を囲むのが、綾あや瀬せ家の朝の風景だ。

「いただきます」

　――俺と真白は、とある事情から節約生活を送っている。

　両親は蒸発しているので二人きり。従姉妹の棗をはじめとした塙はなわ一家がいろいろと面倒を見てくれているが、真白は俺の唯一の家族と言っても過言ではない、大切な存在なのだ。

「ちゃんとガスの元栓閉めたか？」

「抜かりなしだよ、お兄ちゃん」

「家電のコンセントは？」

「オールオッケー」

「よし、それじゃ出発だ」

　部屋の鍵かぎを閉め、真白や棗と一緒に家を出る。

　うむ。世界は今日も今日とて平穏なり。



「なあコウタ。おまえ、自分の過去生について考察したことはあるか？」

　登校して早々、俺おれは後ろの席に座る我が友人に脈絡のない会話を切り出した。

「仮に、俺の過去生が血塗られた戦いの運命を背負っていたとしたら……かつての仲間がそれを思い出させるために接触してきたとしても、不思議ではないと思うんだ」

　友人は初めきょとんとした顔を浮かべていたが、やがて悟りきった笑みを纏まとい、

「……悪いな君きみ色いろ。おれぁ中学二年生はとっくに卒業したのさ」

「俺だって二年前に卒業したわ」

「だったらそういう痛い発言は自重しとくんだ。大人になるってそういうことよ？」

　男子高校生なんざ、常に冗談を言って暮らしているような生き物だ。

　だからまあ、こんな話をしたって冗談としか受け取られないだろう。

　だが――昨夜のことを考えると、悩まざるをえない。

「もし過去生によって戦いを宿命付けられているのだとしたら、俺はこの町にいるべきではないのかもしれない。これが避けられない運命だというんなら、コウタ。俺の代わりに真ま白しろを――」

「ほれ、おまえの今日の昼飯とおやつと今晩の夜食だ。これ食って冷静になれ」

「ん？　おお、サンキュ！　やっぱ持つべきものはパン屋の友だな！」

「そこは心の友とか言っておこうぜ、君色」

　悩まざるをえない――のだが、机の上にどさりと置かれたビニール袋（中身は大量のパンの耳だ）を目にしては、その悩みも地平線の彼方に吹き飛んじまうってなもんだろう。

　後ろの席に座るこいつは、広橋コウタ。パン屋の息子らしからぬボサボサの長髪がトレードマークで、毎朝パンの耳を持ってきては格安で売ってくれる良き友だ。弁当代がもったいないので、俺はこのパンの耳を毎日の昼飯にしている。

「そういや君色。今日、うちのクラスに転校生が来るってよ」

　代金として二○円を支払うと、コウタがそんな情報をサービスしてくれた。

「転校生？　なんだそりゃ、都市伝説か」

「いやいや、これがマジなんだって」

　へえ。もうすぐ十二月になろうというこの時期に転校生とはね。

　なんとも漫画みたいな話だ――いや、待て。もしかして、昨日の……？

「俺が収集した情報によると、なんでもとびきりの美少女らしいぜ」

「……ますます怪しいな」

「はい？　なんで美少女が『怪しい』に繋つながるんだよ」

「うちのクラスに転校してきそうな美少女に心当たりがある」

　あの場は真白との日常を優先し、逃げるように去ったが……あれで件くだんの少女が諦あきらめたとも思いがたい。魔獣使いとの会話を鑑みるに、意図的に俺を招き入れた風ふうだったしな。

　だとすれば『転入』は一番ありえる再接触の方法ではないだろうか。

　皆の前では素知らぬ顔で挨あい拶さつをし、俺おれと視線が合うと「あなたは私が守るわ」とか「戦いの運命からは逃れられない」とか、はたまた変化球で「あなたは――私が殺す」とか思わせぶりなことを言ってくるのだ。

「鍵かぎ宮みや玲れい樹じゆ。おそらく、それが転校生の名だ。俺の予言は当たる」

「そっかー。ところで君きみ色いろ、ガム食うか？」

「お、サンキュー」

　もらったガムは眠気のぶっ飛ぶ強烈に薬っぽい味のやつだった。後ろでコウタが「これで寝言を言わなくなればな」とかつぶやいていたが、俺の親友は寝言で悩んでんのか？

　――そうこうしている間に、朝のホームルームが始まった。

「みなさんに転校生を紹介します」

　担任の男性教諭がお決まりの文句を告げる。

　教壇の横に立つのは、一言で言って美少女。そして転校生だった。

　鍵宮リオ――と、黒板にはそう書かれている。

　日本人形を彷ほう彿ふつとさせる長い黒髪に、幼くも端正な顔立ち。攻撃的とも眠たげとも取れるつり目は、なにかをじっと睨にらんでいるようにも見える。全体的に小サイズで、制服の袖そでもやや余りがちだ。というか、高校生に見えない。いいとこ中一だろう。

「すげーな君色。おまえの予言、ニアピン賞だったみたいだぜ」

「お、おう」

　小声で話しかけてくるコウタに、俺は上うわ擦ずった声で返す。

　件くだんの少女ではなかった。が、姓が鍵宮。

　これは……間違いなく、昨日出会った鍵宮玲樹と関係があるよな。ただの同姓と切って捨てるには珍しすぎる苗みよう字じだ。

　担任に「鍵宮さん。自己紹介をしてください」と促され、美少女転校生はこくりと頷うなずいた。ポケットから折りたたんだメモ用紙を取り出し、広げて目を通す。

「鍵宮リオ。前職はニートである」

　そして、読み上げるように言った。

「趣味は読書。特技はゴロ寝。将来の夢も理想もなくただ毎日を自堕落に過ごし、欲しいものを奪い与えられたものを消費する、そんな人間である。此こ度たび、家の命で学校に入ってはみたが、誰だれかと関かかわりを持つ気はないのでくれぐれも話しかけてこないように。以上」

　怒ど涛とうの早口スピーチに、クラス中が静まり返った。

　鍵宮姓に動揺していた俺も、これにはぽかーんとせざるをえない。

「どう見る君色。ウケ狙ねらいかね？」

「……本人に訊きいてくれ」



    

  
    
      



    

  
    
      

　喋しやべりかけてくる後ろの友人にも、そんな風ふうにしか返せなかった。

　だって、そりゃそうだろう。

　自己紹介にしては奇抜すぎる。ウケ狙ねらいだとしたら大層な冒険家だ。

　しかしながら、転校生という希少種を前にして活発な我がクラスが黙っているはずもなく、朝のホームルームが終わって以降「おまえいけよ」「嫌だよ、おまえがいけよ」「よし、俺おれがいく」「おお！」「無視されたー！」「早っ!?」「ならばあたしが！」という光景がクラスの端々で見られた。結果は全敗だったが。

　あの転校生、公言どおり誰だれかと関かかわりを持つ気はないようだ。自分からは徹底して口を開かない。それこそまさに、貝のごとく。

　俺はといえば、玲れい樹じゆとの繋つながりが気になりはしたのだが……自分からそれを問うことはできなかった。リオの放つ「話しかけるな」オーラにあてられたからだ。おそらく、あれは高度な結界の類たぐいに違いない。

　というかこういうのって、転校生から話しかけてくるのがセオリーだし。

　決して臆おくしたわけじゃないぞ、と注釈しておく。



「おい君きみ色いろ。例の転校生、昼休みのチャイムが鳴ると同時に出ていったぞ」

　昼休みになり、コウタが後ろの席から話しかけてくる。

　リオの席を見てみると、確かにその姿がない。

「きっと購買か学食にでも行ったんだろ。だって飯時だしな」

「なんだよ、反応薄いな。興味ないのか？　美少女だぞ。美少女転校生」

「確かに美少女ではあったが……いや、同じ美少女だったら真ま白しろのほうが上だぞ」

「まーた君きみ色いろのシスコン属性が炸さく裂れつしてる」

　野郎トークにげんなりとした女声が割って入ってくる。

　この気安さはもはや顔を見るまでもない。棗なつめだ。

「おお、棗嬢。このいじり甲が斐いのない親友になにか言ってやってくれ」

「なに言ったって無駄よ。君色は筋金入りのシスコンだから」

「なんだよ、俺おれのシスコンは家族愛だぞ。そこに劣情はない」

　苦楽を共にし、生活をするために支え合う。たった一人きりの大切な家族。

　そんな真白に、愛情を感じないわけがないだろうに。

「あいつが幼いながらに家事をする様が、どんなにかわいらしいか。お兄ちゃんと頼ってくる姿が、どんなに愛らしいか。ああ！　これは兄にしかわからない魅力なのかね」

「……ま、君色がいいお兄ちゃんなのは知ってるよ。長いつきあいだしな。けどよ、俺たち高校生だぜ？　あの娘こかわいいとか彼女欲しいとか、ちょっとでも思わないわけ？」

「コウタ。一ついいことを教えてやろう。恋愛ってのは、金がかかるんだよ」

　恋愛なんてのは、家計にゆとりのある奴やつの特権だと思う。

　金がなければデートの資金も捻ねん出しゆつできず、結婚を前提にした場合は将来の見通しも暗い。

　バイトの収入を全額生活費に当てている俺にはとんと無縁な話である。そんな無駄金があるんなら、俺はがんばって家事をしている妹にプレゼントの一つでもやりたいね。

「棗嬢。君の幼なじみはこうおっしゃっておりますが、なにかコメントは？」

「えっ？　ま、まあ妹想いなのが君色の美点だしね。もう慣れたわよ」

「攻略難しそうだなあ」

「は、はあ!?　ちょ、ばっ、攻略とかそういうワード禁止！」

「心配せんでも、それくらいじゃこの男はピンとこねえって」

　なにやら棗が赤くなったりコウタが呆あきれ顔がおになったりしていたが、俺の意識はすでに別のところに向いていた。

　恋愛……それにしても恋愛、か。

　真白はどうなんだろう。ひょっとして気になる男子とかがいたり――

「いやいや、まだ早い。いくらなんでも早い。お兄ちゃん認めませんよ」

　悶もん々もんとしながらパンの耳を咀そ嚼しやくしていると、ふと教室に漂う異様な空気に気づいた。

　なんかやけにざわついてるな。皆が皆、声を潜めて内緒話しているみたいだ。

　目の前の棗とコウタもまた、あらぬ方向に視線をやりぽかんと口を開けていた。

　俺おれはその視線を追ってみる。

「――こんにちは。綾あや瀬せ君きみ色いろくんよね？」

　俺たちのすぐそばに、一人の女子生徒が立っていた。

　短く切り揃そろえられた、艶つやのある黒髪。二重まぶたのぱっちりとした目。嫌味のない、まるで標準装備ですと言わんばかりの笑顔は愛あい嬌きように満ちている。そんでもって、スタイルが抜群だ。クラスの注目を総取りするくらいの美び貌ぼうはあると、誰だれもが認めるだろう。

　一言で表して美少女だった。

　それも鍵かぎ宮みやリオのような性格に一癖ありそうなタイプじゃない。言うなれば正統派だ。

「私、二年の鍵宮玲れい樹じゆといいます。今日転校してきたの」

　――不意打ちだった。

　鍵宮玲樹。まさか、このタイミングで再接触を図ってくるとは。

　鍵宮リオは囮おとりだったのか？　そもそもリオと玲樹の関係性は？　歳としが一個違いで、容姿が似ているとなると姉妹の可能性が濃厚か？　それよりも用件はなんだ？

　動揺のあまり言葉が出てこない俺に対し、玲樹は物腰柔らかな上級生風ふうに言う。

「少し、お時間いただけるかしら」



　もちろん今回は逃げることなどできず、俺は玲樹と一緒に屋上へ赴いた。

　我が校の屋上は生徒にも一般開放されている。

　なので昼休みはけっこうな人で賑にぎわっているはずなのだが……どういうわけだろう。

　寒風吹く屋上には俺たち以外、誰もいなかった。

「さて、まさか私の顔に覚えがないなんて言わないわよね？」

「何者だ、おまえ」

　怪け訝げんに思うが、むしろ好都合と解釈し本題に入る。

「あら。何者、とは不ぶ躾しつけね。もっとどきどきしたりしないの？」

「とぼけんな。昨夜のことで話があるんじゃねーのかよ」

「うふふ」

　玲樹は顎あごにひとさし指を添え、妖よう艶えんに微笑ほほえんでみせる。

　……な、なんだこいつ。本当に一個上か？

　その笑みは制服が似合わないほど大人びていて、高校一年生の俺なんかが言うには陳腐かもしれないが、その……美しかった。

「改めて自己紹介しましょうか。私は鍵宮玲樹――肩書きは魔術師よ」

　見み惚ほれてしまいそうになったところで、それはガツンときた。

　魔術師。

　日常会話ではまず用いることのない単語を、こいつはさらりと口にしやがった。

「君たちの知らない世界の裏側には、魔術師と呼ばれる存在が跋ばつ扈こしているの。それらは善悪に分かれて日々闘争を繰り広げている。もちろん私は善サイドの人間で、昨夜の魔獣使い――“〝闇陶芸師”〟は悪。わかりやすく言えば、正義の味方と悪の秘密結社の関係ね」

「正義の味方……いやいや。ちょっと待てよ。どこの漫画だ、そりゃ」

「君は昨日見た光景を漫画の一言で片付けるの？」

　庶民定番のセリフをあっさりと切って捨てやがる。いっそ清すが々すがしいくらいだ。

「心配しないで。なにも口封じに殺そうだとか、そんな物騒なことは考えていないから。ただ、君は私の秘密を知ってしまったわけだし……ちょっとしたお願いをしたくて、ね」

「なにが『知ってしまった』だよ。昨日はわざと俺おれを招き入れた風ふうだったじゃねーか」

「あら、よく覚えているのね」

　昨夜のことは、やっぱり夢でも幻でもなかったんだな。

　こいつは俺に用がある。だから改めて俺に接触を図ってきた。

　そして『お願い』とくれば――おい、マジかよこの展開。手が震えてきやがった。

「察しはつくぜ、鍵かぎ宮みや玲れい樹じゆ」

　魔術師で、しかも人知れず悪と戦う正義の味方。

　こいつは世に公表できるものでもない秘密を、意図的に俺に握らせた。

　そこから推理するに、俺への要求は決まったも同然。

　これは間違いなく、物語への入り口だ。それも、非日常サイドへの。

「俺にも戦えって、そう言いたいんだろ？　この町を守る守護者になれと……っ！」

　――俺を仲間に引き入れること。

　それこそが、鍵宮玲樹の目的に違いない！

「…………」

　胸中を見透かされ面食らったのか、玲樹はぽかんと口を開け呆ほうけていた。

　フッ、気持ちはわからないでもないさ。だがな、こちとら流されるがままにはならないぜ。まずは俺の洞察力を示してどう反応を返してくるか、それを見る。

　やがて玲樹は――

「ぷすー」

　口元を手で隠しつつ珍妙な声を発した。

　と思ったらいきなり、腹を抱えて屋上の床にうずくまった。

「ぷっ、くく……くっ、くひっ、ひっ……きひー！　ひゃーだめこれだめぇー！　な、なにそれマジぃ!?　ちょっ、待ってそれマジおなか痛い！　戦えって、ぷくくっ……しゅ、守護者て！　いくらなんでも君、予想外すぎ！」

　……笑い転げている。

　それはもう、お笑い好きの小学生がごとく恥も外聞もなく笑い転げている。

「ぴっ、き、くく……くはっ！　あーもう、不意打ちすぎたわぁ……え、なに？　君ってもしかしてそういう人なの？　ああ、ごめんなさい。訊きかないほうがいいわよね」

　爆笑の渦から抜け出た玲れい樹じゆは、瞳ひとみにうっすら涙を浮かべていた。

　涙が出るほどおもしろかったとでもいうのか？　俺おれの言動が？

　――馬ば鹿かな！

「驚きよう愕がくしてるとこ悪いけど、君にそういうのは求めてないから。っていうか君、戦えるの？　昨日見たあの怪物みたいなのと」

「それは……話の流れ的に、俺を魔術師として育てるとか、素質を感じたとか、そういうんじゃないのか？」

「素質ぅ!?　ちょ、おま、素質っておバカ！」

　お、おバカって……。

「あのねえ。一般庶民の君にそんな、魔術師の素質なんかあるわけないでしょうが」

「だ、だが待て！　冷静になって考えろ！　このシチュエーションだぞ!?　これが勧誘なのは明らかっつーかむしろお約束だろ！　オリゼロでもやった鉄板なのに！」

「オリゼロ？」

「『オリジンゼロの無む創そう術じゆ師つし』だよ！」

　俺は熱弁する。

「非日常側の住人であるヒロインが、日常側の住人である主人公を自分たちの戦いに巻き込んでしまい、その正体を明かすこの流れ……『オリジンゼロの無創術師』とまったく同じ導入、それでいて王道だ！　おまえはその王道を一笑に付すというのか!?」

「あの……その『オリジンゼロの無創術師』って、なに？」

「俺が愛読してるライトノベルだよ！」

　――あらゆる数値を零ゼロ、即すなわち原初へと帰し、無を創造する能力『無創術』の使い手を主人公に据えた、異能力バトルの最高峰。現在シリーズ二十巻まで刊行中の大人気小説だ。

　なにを隠そう、俺はそんなオリゼロの魅力に魅了された読者の一人なのである。あいにくと節約中の身の上故ゆえ、学校の図書室で読んでハマったクチだがな。

　そして俺のリアルにもついに、憧あこがれてやまなかったオリゼロ的展開が訪れたのだ！

　と思いきや、誘い人であるこの女はさっきからなにぷるぷる震えてやがるんだおい……おまえ絶対笑い堪こらえてるだろこっち見ろ直視できませんって顔してんじゃねえケンカ売ってんのかああくそっこいつ腹立つわーっ！

「あのぅ、玲樹様。話が一向に進まないので、どうかそのへんで」

　――背後からの声を受け、俺はバッと振り向いた。

　そこにはなんと、メイドさんがいたのである。

　黒を基調としたその服の袖そで口ぐちには、白いレースのフリルがふんだんに施されている。スカートは中になにか仕込んでいるんじゃないかというくらいふわっと膨らんでおり、頭の上にはヘッドドレスというのだろうか、純白のリボンつきカチューシャが載っていた。

「あー、笑った笑った……ああ、紹介するわ。私の専属メイドの祭まつり子こよ」

　玲れい樹じゆの紹介を受けて、メイドさんがぺこりと一礼する。

　その容姿は肩書きに反して幼い。俺おれと同じくらいか、もう少し下くらいだろうか。

　そして主人には劣るが、主人と並び立つには不足ない整った容姿だとも言える。はっきり言ってしまえばかわいいのだ。フリフリのメイド服を着ているせいもあるのだろうが、見るからに女の子らしいところがいい……いや、しかしメイドって。

「おまえんち、金持ちなのか？」

「メイドを雇えるくらいにはね。ちなみに、彼女も魔術師よ。で、祭子。回収は無事に成功したのかしら？」

「はい。このとおりです」

　祭子はそう答えると、屋上入り口の扉の向こうからなにか大きなものを引っ張り出してきた。なんだありゃ。

「……布団ふとん？」

　布団だった。

　布団を丸めてロールケーキみたいにした物体が、屋上に転がされる。しかもこのロール布団、どういうわけか鎖で巻かれてるぞ。魔物でも封印してんのか。

　俺がじっとその布団を注視していると、

「ぷはっ！」

　さながら亀かめのごとく、先端から小さな頭が飛び出した。

　鍵かぎ宮みやリオである。

　朝のホームルームで冒険魂溢あふれる自己紹介を披露してくれた、噂うわさの美少女転校生。

　その美少女転校生が、あろうことか布団に包まれ――いや、簀す巻まきにされていた。

「おい祭子！　貴様いったいどうつもりだ？　主人に対してよくもこんな仕打ちを……」

　リオは簀巻き状態のまま怒鳴り散らす。が、怒りの矛先であるはずの祭子は彼女の後ろ側に立っており、その視線が交差することはなかった。

「祭子は私の専属よ。私が『ちょっと妹拉ら致ちってきて』と命令すれば従うしかないわけ。つまり、文句があるならちゃんとお姉ちゃんに言いなさいってことよ。ねえ――リオ」

　鍵宮玲樹が悪っぽく笑う。

　鍵宮リオは、そんな彼女を無言で睨にらみつけていた。

　この二人、やっぱり姉妹かよ。

　ただ仲良し姉妹と呼ぶにはだいぶ遠い関係にあるようだ。

　険悪なムードが漂う中……リオが口を開く。

「うっさい黙れメスブタ」

　小さな口から毒が出た。

「久しぶりに仕事から帰ってきたと思ったら、いらんちょっかいばかり出してきて。いつまで経たっても妹離れできないダメ姉が。それともなんだ、貴様は妹におせっかいを焼くことで姉としての務めを果たした気になろうとしているのか。はっ、だとしたらとんだ自己満足だな。まったくもって迷惑甚はなはだしい。少しは学習したらどうだ、この愚姉が！」

　……お、おう。

　なんだこいつ、思ったよりも攻撃的なお嬢さんなのか？　実の姉に対して容赦がない。

　もし俺おれが真ま白しろにこんなこと言われたら、余裕で川に飛び込める。

　玲れい樹じゆだって、妹にこんだけ罵ば倒とうされりゃ――

「はぅぅぅぅぅぅん！」

　なんか知らんが身み悶もだえしていた。

　全身を抱きかかえるようにして、くねくねと身を捩らせている。

「いい！　いまのすごくよかった！　特に『この愚姉が！』ってところ！　我が妹ながらなんて棘とげのある言葉を放つのかしら！　お姉ちゃんもう鼻血出そう！」

　出そうっていうか出てる。右の鼻から垂れる赤いものを見て、俺は戦せん慄りつした。

　そんな俺の視線に気づいたのだろう。玲樹はこちらを一いち瞥べつすると、まるで別人を装うようにさっと髪を掻かき上げた。露骨にクールぶった表情まで作って。

「フッ、わかるわよ君きみ色いろくん。君がいま、私に対してどのような印象を持ったのか」

「そうか……わかっちまうか」

「でもね、取り繕う気はまったくないわ！　そう、私は淑女と書いてヘンタイと読むような残念系女子！　ただしリオが絡んだとき限定だから！」

　臆おく面めんもなくぶっちゃける自称変態淑女様に、俺はどう返していいかわからなかった。

「ちょっと、そう唖あ然ぜんとした顔をしないでよ。君ならわかるでしょ？　この私の興奮が」

「わかんねーよ」

「それはおかしいわね。私の調べでは、君は日ひ頃ごろから真白ちゃんに興奮していると――」

「俺のシスコンは家族愛だよ！　……って、ちょっと待て。なんだ『私の調べ』って」

　危うくこいつの変態的趣向に流されるところだったが、いまのは聞き捨てならない。

　そういえば、こいつは最初から俺の名前を知っていた。ということは、まさか――

「うん。実はとっくに把握済みなのよね。君も、君の妹の真白ちゃんのことも」

　俺の心を見透かすような発言だった。

「本名、綾あや瀬せ君色。年齢、十六歳。現在高校一年生。妹の綾瀬真白と二人暮らし。ちなみに真白ちゃんは中学二年生。家はこの学校から徒歩二○分の距離にある賃貸アパート雛ひな森もり荘そう。家賃や光熱費、食費、その他諸もろ々もろの生活費は君色くんのバイト代で負担。学費だけは君たちの身元引受人である叔母さんに出してもらっているようね。バイトは主に日払いで、高収入な肉体労働系の仕事が多いのかしら？」

　カンペもなしに、玲れい樹じゆは俺おれのプロフィールを詳細に語っていく。

「で、ここからが重要。君、小学校を卒業する頃ころに両親が離婚しているわね。それ以後、君たちは父親と別れ母親と暮らすことになった。でも、それも一年とちょっとだけ。中学二年生の春、母親は謎なぞの失しつ踪そうを遂げた」

　玲樹が告げる内容は、いまのところ十割が真実だ。

　真実だからこそ、俺は口を挟めないでいる。

「両親の手から離れた君たちは、母方の叔母さんを頼りにすることになった。でも叔母さんには君と同い年の娘むすめがいるし、新たに二人の子供を養えるほどの余裕はない。それに負い目を感じた君は、自分で生活費を稼ぐ決心をしたのよね」

　握った拳こぶしの中に、じんわりと汗が浮かぶ。

「就職せず高校に進学したのは、叔母さんに強く勧められたから。どう？」

「……ずいぶんと細かいところまで調べてるじゃねーか」

「ちなみに節約以外の趣味は読書。さっき言ってたライトノベル、ひょっとして君が学校の図書室でよく借りてる本じゃない？　けっこうな頻度で利用してるでしょ」

「本もまともに買えない身の上なんでな。図書室は貧乏人の味方なんだぜ」



    

  
    
      



    

  
    
      

　知られたところで困るような話でもない。こっちから話したって苦労話にしかならないから、話題に挙げることはまずないが。それでも、従姉妹の棗なつめはもちろんコウタあたりの腐れ縁なら普通に知っている話だ。

　だからこそ気になる。

　こいつ……俺おれたちの家庭事情を知ってどうするつもりだ？

「そう怖い顔をしないでよ。私が言いたいのは、君にとって真ま白しろちゃんは最愛の妹で、唯一の肉親ってこと。だったら、かわいい妹に罵ば倒とうされてハァハァしちゃう私の気持ちもわかるわよね？」

「いや、そこはわかんねーよ」

「おかしい。君は妹萌もえのなんたるかをまるでわかっていない」

「そうか。価値観の相違ってやつだな」

「ま、このへんの討論は後々ゆっくりするとして……さっきからリオと祭まつり子この視線が痛いし、そろそろ本題に入りましょうか。さっきの『お願い』に関する話ね」

　そうだった。こいつは俺になにかを要求しようとしているのだ。

　なにせ、わざわざこちらの個人情報まで調べ上げてるんだからな。前線で戦う守護者ではないにしても、なにかしらの大任を与えてようとしているのは間違いな――

「君、うちのリオと同どう棲せいしなさい」

　そんな俺の予想は、木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕かれた。

「どう、せい……？　意味がわからんのだが」

「目的は二つあるわ。一つは修行、一つは陽動よ」

　指を二本立てて会話続行。どこまで強引なんだ、この女。

「鍵かぎ宮みや家は代々魔術師の家系でね。私は超がつくほど優秀だし、リオは天才と呼んで差し支えないほどの才能を持っているんだけど、一つだけ致命的な欠陥を抱えているの」

「欠陥？」

「魔力の無駄遣いよ」

　不覚にも、興味をそそられた。

　無駄遣い――それは、節約戦士である俺が最も忌いむ言葉である。

「リオは魔力の扱いが昔から不得手でね。魔術を使った際、他ほかの魔術師と比べて魔力を消費しすぎてしまう悪癖があるの。君には節約生活という名の魔術修行に協力してもらい、その悪癖を矯正してもらいたいのよ」

「節約生活……なるほど、だから同棲か。けど、矯正って具体的にどうするんだよ。俺の節約スキルを見込んでの話ならそりゃ光栄だが、俺が得意なのは金の節約だぞ。魔力の節約法なぞ知らん」

「祭子。例のものを」

　玲れい樹じゆが指を鳴らすと、メイドさんが俺おれに掌てのひら大だいの機械を差し出してきた。

　受け取ってみると……これは、携帯電話か？　折りたたみ式のやつではなく、最近よく見るようになった画面に触れて操作するタイプのやつだ。俺はどっちも持ってねーけど。

「画面をタッチしてみて」

　好奇心も手伝い、言われたとおりにタッチしてみる。

　すると暗かった画面が一瞬で明るくなり、こんなデータを表示した。



【名：‥鍵かぎ宮みや玲樹■称号：‥“〝神装職人”〟■魔力：‥２５０／２５０】



「基本的な部分はお金の節約とそう変わらないわ。魔術師が持つ魔力の量や、各魔術の消費魔力量はその『端末図書ライブラリ』で計測、数値化することができるから」

「ほう。この“〝神装職人”〟っていうのは？」

「私の魔術師としての称号。まあ、いわゆる二つ名ってやつね」

「二つ名!?」

　――その瞬間、『ときめき』という名の感情が俺の胸に去来した。

「実績のある魔術師はみんな持っているのよ、二つ名。大抵はその魔術師が得意とする魔術――筆頭魔術にちなんだものがつけられるのだけど……って君、なんだか嬉うれしそうね」

「だ、だっておまえ、本物の二つ名だぞ？　まさか実在していたとは……うわはあ」

「いちいち笑ってたら話が進まないから、スルーするわよ」

　こほん、と咳せき払ばらいしてから“〝神装職人”〟は続ける。

「肝となるのは魔力容量の値よ。分母が最大値で、分子が現在値。これは魔術を使用するたびに減っていくわ。魔力というのは術者の精神力に通ずるから、減った魔力はしっかり休養を取れば回復する。まあ、一晩くらい寝れば全快ね」

「けっこう簡単なんだな……まあ、わかりやすくていいけどよ。要は、これがあれば金銭の節約ノウハウがそのまま活かせるってことでいいんだよな？」

「ご明察。お金と魔力は同じ感覚でやりくりしてくれればいいわ」

　節約対象であるリオの所持金――ではなく魔力は、この『端末図書』で逐一チェックできる。あとはそれを俺が要領よく管理すればいいわけだ。

　こいつの要求するところはわかった。だが――

「まだなにか腑ふに落ちないって顔ね」

「……俺を選んだ理由がいまいちわからん。確かに、俺は節約には自信がある。だがそれだけだ。魔術なんて閉じた世界に部外者を招き入れる理由には弱い気がするんだがな」

「用心深いのね。もっとすんなり承諾してくれると思ったのに」

「俺は節約戦士だからな。誰だれよりも無駄に敏感で――誰よりも損を嫌う。俺になにか要求するんなら、それ相応の得を見せてみな」

「ま、そのへんは追々ね。で、君を選んだ理由だけど、節約上手の他ほかにもちゃんと理由はあるわ。それは君が『契節約ギアスセイバー』という潜在魔術の持ち主だからよ」

「ギア……なんだって？」

「その『端末図書ライブラリ』を自分に向けて、もう一度画面をタッチしてみなさい」

　話の矛先が変わってきたことに不安を覚えつつも、俺おれは言われたとおりに実行する。



【名：‥綾あや瀬せ君きみ色いろ■称号：‥未登録■魔力：‥０／０】



　表示されたのは俺の名前と、“〝神装職人”〟様のそれに比べるとかなり貧弱な魔力数値。残念ながら二つ名はなかった。

「次に、画面下部の矢印をタッチしてみましょう」

　言われたとおりにすると画面が下にスクロールしていき、新たな情報が開示された。



【魔術名：‥『契節約』◇系統：‥潜在魔術◇消費魔力：‥０】



　契節約と書いてギアスセイバー。玲れい樹じゆが口にした単語がそこにあった。

「それが君の潜在魔術。潜在魔術というのは、魔力持ちの人間が生まれつき持っている常時発動型の魔術のこと。本人が自覚しているしていないに関かかわらず、そこに存在する限り勝手に発動してしまうオートスキル……大おお雑ざつ把ぱに言っちゃうと、体質みたいなものね」

「じゃあ俺はいまも、この『契節約』とかいう魔術を無意識に発動させちまってるわけか。というか、なんだ。やっぱ俺には魔術師の素質があるってことなんじゃ――」

「魔力量の値をよく見てみなさい、君に備わっている魔力はゼロよ。君が扱えるのはその『契節約』だけ。逆立ちしても守護者様にはなれないわね」

「ぐぬっ……じゃ、じゃあこの『契節約』ってのはどんな魔術なんだよ」

「効果は二種類あるわ。一つは消費魔力の増加。『契節約』の効果範囲内で他者が魔術を使おうとすると、魔力の消費量が普段より上がってしまうの。しかも発動者の自覚なしに」

「それ、ひょっとして敵味方の両方に作用する？」

「ええ。対象は無差別全方位で制御不能。それが潜在魔術の厄介なところなのよ」

「……解せないな」

　俺は『端末図書』の画面を見ながら唸うなる。

「『契節約』――これには節約の二文字が刻まれている。だがおまえの説明だと、その効果はまるで正反対だ。節約の要素はどこにある？」

「鋭いわね。節約の部分がかかっているのは二つ目の効果――消費魔力の減少のほうよ。契約を結んだ対象者一人に限り、使用する魔術の消費魔力を減らすことができるの」

　ふむ……要は味方の補助と敵への妨害を両立した能力ってわけだな。

　ただしサポートできるのは一名限り。それ以外の仲間に対しては、敵と同様に消費魔力増加の効果を与えちまう。バディなら有用だろうが、チームだと逆に邪魔者っぽいぞ。

「……なんか、凄すさまじく微妙な能力だな」

「ね、守護者にはなれそうもないでしょ？」

「うん……」

　がっくりくる俺おれ。玲れい樹じゆは笑いを堪こらえながら、

「そう気を落とさないで。そんな君だからこそ、リオの相方として価値があるの」

「どういうことだ？」

「言ったでしょ？　リオには魔力を消費しすぎてしまう悪癖があると。この悪癖は本人の意思ではコントロールできない。潜在魔術とは違うけど、これも体質みたいなものね」

「魔力を節約する体質に、魔力を浪費しちまう体質……ってことは、まさか」

「そのまさかよ。『契節約ギアスセイバー』を持つ君と、うちのリオ。二人の体質を合わせると見事にプラマイゼロになるの」

　妹様が消費しすぎちまう魔力を、俺が抑えると。なるほど、それは抜群の相性だ。

　こいつの意図もだんだんと読めてきた――が、解せない部分はまだある。

「俺がおまえの妹の魔力を節約できるのはわかった。でもなんで一緒に生活するとこまでいかなきゃならないんだ？　節約生活と魔術修行の因果関係がわからん」

「ヒントは朝のホームルーム。リオの自己紹介を聞いたでしょう？」

「ああ……前職はニートである、とかなんとか言ってたあれか」

　あんなエキセントリックな自己紹介、忘れるはずもない。

　簀す巻まきの当人に視線をやってみると、美少女転校生の肩書きが台なしになるくらいの仏ぶつ頂ちよう面づらを浮かべていた。ややつり気味の瞳ひとみはどぎつく細められ、玲樹を睨にらみつけている。

「この子はね、重度のひきこもりでいままで学校もろくに通っていなかったの。だからまあ、社会復帰の一環としてクラスメイトと共同生活を送らせたいという理由が一点」

「他ほかにもあるのか」

「むしろこっちが本題よ。初めに言ったけど、私の目的はリオの悪癖を矯正すること。そのためには、君の『契節約』の恩恵を常に受け続けている状態が好ましい。ただ君の潜在魔術には効果範囲があって、近くにいないと発動しないから――」

「一緒に暮らしているとなにかと都合がいい。そういうわけだな」

「そう、都合がいいの。というわけでうちの妹をよろしく頼みます！」

　グッ！　と親指を立ててくる玲樹に、イラッ。

「悪いが、断らせてもらう」

　俺おれの率直な一言に、玲れい樹じゆは小首を傾かしげた。

「自分には秘められた力が眠っていて、世の影で戦う魔術師がいて、俺もそこに関かかわれる――正直に言って、心惹ひかれるものがあるさ。だがな、俺はそんな遠い世界に旅立つわけにはいかねーんだよ」

「あら、憧あこがれだったんでしょう？　どうして拒む理由があるの」

「真ま白しろがいる」

　俺は玲樹の目を見据えて言った。

「調べたんならわかるだろ？　俺は家族を……真白を守ることに心血注いでんだ。あいつを蔑ないがしろにするくらいなら、憧れなんて簡単に捨てられるさ」

「昨日の夜、私の声かけを振り切ったのもそういう理由？」

「ああ、そうだ」

「ふーん、そう。なら、仕方がないわね」

　俺が拒否の意を込め腕組みをすると、玲樹は携帯電話を取り出し電話をかけ始める。

　なにやら小声で通話しているようだが……と、そこで玲樹が俺にケータイを渡してきた。

「なんだよ」

「電話、出て」

　このタイミングで電話だと……はん、さては魔術協会（仮称）にでも連絡したか。自分より上の立場の人間に説得してもらおうって魂胆に違いない。

　俺はなめられないよう、毅き然ぜんとした態度で通話に臨む。

「何者だ貴様。名を名乗れ」

『あ、もしもし？　その格好いい物言いはお兄ちゃんだね？』

「んなっ!?」

　――聞こえてきたのは、俺がこの世で最も聞き慣れた声だった。

「ま、真白なのか？　おまえ、いまいったいどこに――」

『なに言ってるの？　玲樹さんのお屋敷だよ』

「玲樹さん……だと……」

　最愛の妹が、眼前でにやけた面を晒さらす女を親しげに『玲樹さん』などと呼んでいる。

　首筋を嫌な温度の汗が伝った。

『もう、どうしちゃったのお兄ちゃん？　お兄ちゃんが言ったんじゃない。玲樹さんに紹介してもらったお仕事をすることになったから、一週間ほど会えなくなるって』

「待て。俺はそんなこと言ってな――ああいや、言った……かも。どうだったかな……」

『言ったよ。で、終わるまで玲樹さんのお屋敷にお世話になりなさいって。急な話だったけど、お兄ちゃんが決めたことならわたし、がんばって応援するから！』

　ああ……電話の向こうでふぁいとのポーズをする真白が見える。

　ははっ、小さな握り拳こぶしがかわいいなあ……はい、そうです。現実逃避だよ。

　玲れい樹じゆは呆ぼう然ぜんとする俺おれからケータイをひったくり、真ま白しろに挨あい拶さつしてから通話を切った。

「妹さんは私の家で預かっているわ。まあ、魔術による簡単な催眠術ね。君の姿と声を借りて真白ちゃんを説得したの。あ、心配しないで。不自由はさせていないから」

「てめぇ……人質ってわけかよ」

「人質？　なんのことかしら。身に覚えがないわね」

「しらばっくれんな！　いいか、もし真白にちょっかい出そうってんなら――」

「祭まつり子こ」

「はい」

　玲樹がぱちんっと指を鳴らし、祭子が俺に小さく耳打ちしてくる。

「あのですね、ここだけの話……玲樹様はけっこうガチな人なんれず」

「なんだよその不自然極まりない語尾は!?」

「ちなみに現在、真白さんはメイド服を着せられているはずです。超ミニの」

「うちの妹になんてものを！」

　ちくしょう、あとは想像しろってことかよ！　さっきからの変態的趣向を鑑みりゃ、真白がどうなるかなんて決まってるようなもんじゃねーか！

　悪夢の結末を回避するためには……黙って頷うなずけ、ってことなのか。

「お願い、引き受けてくれるかしら」

「…………」

「ここで新情報なんだけど、我が家には女性の使用人しかいないの。なぜって、私のハーレムに男は不要だから」

「わかりました！　全力で引き受けさせていただきます！」

　――俺にとって、真白より大切ものなんてこの世には存在しない。

　あいつは俺が守らなければ。

　確固たる意思のもと、俺は玲樹の要求を呑のむことにした。

　……しかし。

　問題になっているはずの人物、鍵かぎ宮みやリオのこのノーリアクションぶりはなんだ。

　初対面の俺と暮らすことをまったく意に介していないような、泰たい然ぜんたる態度……布団ふとんで簀す巻まきな状態を踏まえると、おかしいくらいの仏ぶつ頂ちよう面づらだ。

　なんとなく、こいつは姉以上に手て強ごわいんじゃないか、と。

　そんな予感がした。



　学校から歩いて一五分ほどの距離、住宅街の片隅に、それは建っていた。

「『愛あいノの巣す荘そう』……ひでー名前だな」

　新婚夫婦や同どう棲せいカップル御用達の物件だったりすんのか、このアパートは。

　――夕暮れ時の放課後。

　俺おれと鍵かぎ宮みや姉妹、そして祭まつり子この四人は、節約生活の舞台となるここ愛あいノの巣す荘そうを訪れた。

「リオと君きみ色いろくんには今日からここで一週間、節約生活を送ってもらいます」

　屋上の続きのつもりか、玲れい樹じゆは建物隣の駐車場で企画概要を説明し始める。

　住む場所を指定されるのは別に構わないんだが――

「その間、俺の家はどうなるんだ？　できれば電気とか水道とか止めときたいんだが」

「いかにも一般庶民的な心配だけど、そのへんの光熱費はこちらが払うから安心して」

「ずいぶんと気前がいいじゃねーか」

「当然よ。真ま白しろちゃんにもそう伝えたけど、これはお仕事だもの」

　お仕事ね。まあ期間中はバイトも入れてないし、スケジュールに問題はない。

　ただ『仕事』の二文字を掲げるのであれば、気になってくる部分もあるわけで――

「無事に一週間の節約生活を乗り切ることができれば、この仕事は成功となります。真白ちゃんも返すし、それとは別に報酬も支払わせてもらうわ」

「悪いが、金持ちに報酬なんて言われても信用できなくてね。いったいどんなバカげた額を――」

「とりあえず前金で十万」

「なんて現実味のある大金なんだ！」

　一週間で稼げる額としちゃ上等すぎる。不覚にもときめいちまった。

　ちくしょう……この女、庶民の心をわかってやがる。

「生活費はその十万円で賄ってもらうわ。といっても、生活に必要な消耗品はこちらで用意させてもらっているし、家賃や光熱費も計算に入れなくていいから、実質的な出費は食費くらいかしらね。成功報酬は節約すればするほど多く手元に残るというシステムよ」

「素晴らしいシステムだな……実に俺向きな仕事だぜ」

「ちなみに部屋は二階の一番奥で六畳二間。キッチンもトイレもお風ふ呂ろもあるわ、狭いけど。君とリオの他ほかに住人はいないから、引越しの挨あい拶さつとかもなくて大丈夫」

「ん……素朴な疑問なんだが、どうしてアパートなんだ？」

「なに、不満？」

「そういうわけじゃねーけどよ。金持ちだっていうんなら、もっといいとこ用意できたんじゃないかと思ってな。ただでさえ妹が住むんだし……っていうかおまえ、いいのかよ」

「なにが？」

「なにがって、かわいい妹が年とし頃ごろの男とひとつ屋根の下で暮らすんだぞ？　間違いでも起こったらどうすんだよ」

　チラリ、と同居相手の顔を窺うかがってみるが、こちらは相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらだった。

　一方、玲れい樹じゆはふふんと鼻を鳴らし微笑ほほえむ。

「そのときは私が真ま白しろちゃんをおいしくいただきます」

「間違いが起こる確率なんてゼロパーだがなあ！」

「でしょ？」

　ぐっ……俺おれ自身にそんなつもりはないとはいえ、この首輪で繋つながれてる感は屈辱だ。

「あ、でも考えてみたら、それも悪くないかも……最愛の妹がどこの馬の骨とも知れない男にたぶらかされ、染められ、寝取られ……ヤダ！　なにこれ興奮する！」

　悔しい……こんな、町まち中なかで気持ち悪く身み悶もだえする変態淑女の言いなりだなんて！

「さて、それじゃそろそろ、君にはリオとの魔術契約を結んでもらいましょうか」

「魔術契約？」

　屈辱に膝を折りそうになる俺だったが、その素敵ワードにまた興味を攫さらわれる。

「君の『契節約ギアスセイバー』に、節約対象となる一名を認識させるための儀式よ。それをしておかないと、君の能力は魔力浪費の効果しか発揮されないから。二人共これを嵌はめて」

　そう言って玲樹が差し出してきたのは、一対の指輪だった。

　俺とリオで一つずつ受け取り、俺は右手、リオは左手の中指にそれぞれ嵌める。

「はい、これで契約完了よ」

「……えっ。これだけ？　ずいぶんと簡単だな」

「魔道具を使った簡易契約だもの。本当なら術者本人――つまり君が契約の術式を組むべきなんだけど、まったくの門外漢だから。贅ぜい沢たくは言えないわ」

　魔道具ね。ただの指輪に見えるが、これにも魔術が込められているってわけか。

「とにかくこれでリオは『契節約』の恩恵を受けられるようになったから、魔術の行使による魔力消費は『端末図書ライブラリ』に表示されるとおりの値で済むはずよ。君きみ色いろくんはリオと一緒に暮らしつつ、日常生活の中でなるべくリオに魔術を使わせるようにして。『契節約』の恩恵下で正常に魔力が消費されていけば、やがて身体からだが順応するはずだから」

「なるほど。それがおまえの言っていた修行――矯正って言葉の真意か」

「そ。この生活が終わる頃ころには、リオもきちんとした魔力の節約法を覚えているはずよ。そうなれば私も万々歳。君も報酬をゲットして、みんなでウルトラハッピーってわけね」

「言っておくが、俺の主目的は真白を取り戻すことだからな」

「あら、まるで私が真白ちゃんを人質に取っているような口ぶり」

「事実そうなってるんだよ」

「最近のＪＣってエロかわいいわよね」

「唐突な話題変更は不安になるからやめろぉ！」

　こいつの発言、マジで心臓に悪い。

　狼ろう狽ばいする俺が見ていておもしろいのか、玲樹は優雅に微笑を浮かべていた。

「うふふ、ごめんなさい。でも安心して。私、約束はきちんと守る人だから。この節約生活が終わったとき、結果にかかわらず真ま白しろちゃんは君に返す。だからといってテキトーにやるようなら、いつ私が現役女子中学生の神秘に触れないとも限らないけど」

「そこは問題なしだ。仕事は真ま面じ目めにやるタイプだからな、俺おれは」

「え、残念……」

「残念がるなよそこは！」

「ま、そのキレのいい返しも含めて君が逸材であるということは計れたわ。あと心配なのは、実戦に遭遇したときの対応力なんだけど」

「は？　実戦ってなんの話だよ」

「あら、言ったでしょう？　目的は二つ。一つは修行で、もう一つは――陽動だって」

　玲れい樹じゆが不敵に笑んだ、そのときだった。

　ザッ――という不審な足音を耳にし、咄とつ嗟さ、視線を周囲へ。

　閑静な住宅街。アパート隣の駐車場。そこにたむろする俺たち四人を、三人の怪しい男たちが取り囲んでいる。いずれも全身を黒の装束に包み、布で顔を覆った、刺客という表現が似合いまくりの風ふう貌ぼうだ。

「……おまえらの知り合いか？」

「ご近所さんかもしれないわよ。挨あい拶さつしてみたら？」

「こんな物騒なご近所さんがいてたまるか」

　なんたってこいつら――三人ともナイフなんか握ってやがる！

　百歩譲って通り魔だとしても、こんな目撃即通報な三人組がいてたまるか！

「さて君きみ色いろくん。彼らの狙ねらいは君だから、撃退よろしく」

「はあ!?」

　グッドラック、と激励してくる玲樹に、俺はもうわけがわからない。

　ただ非常に意味不明な現実として、黒くろ尽ずくめの男たちは俺を狙って襲いかかってきた。

　突然のことに動揺しまくりな俺だが、冷静さを失っているわけじゃない。

　男たちの動きは常人のそれだ。これなら――

「うらぁ！」

　斬きりかかってきた男の手首を取り、勢いを利用して一本に背負う。

　一人が背中を打ったが、他ほか二名はそれで怯ひるむものでもないらしい。休む間もなく襲撃をかけてくる。なめんな。休む間なんていらねーよ！

　突進してくる二人目の顎あごに膝を入れる。着地と同時、すでに迫っていた三人目の腹に肘ひじ打うち。ナイフの軌道に注意を払いながら、それぞれの脇わき腹ばらに蹴けり。

　傍観モードの玲樹が、ほへーと感嘆の声を上げた。

「けっこう動けるものね。というか、めちゃくちゃ強いじゃない」

「節約ってのは身体からだが資本なんでな！　並の相手にゃ負けねーよ！」

「二人で暮らし始めてからだっけ。真ま白しろちゃんを守るために鍛え続けているのよね」

　驚いていたわりには知った風ふうなことをつぶやく玲れい樹じゆ。こいつまさか――

「知ってる？　君きみ色いろくん。中学生って働けないのよ。なのに君は中学の頃ころから真白ちゃんと二人で暮らしていて、中学の頃からお金を稼いでいる。どういうことかしら？」

「……そのへんの経歴もお見通しってわけか」

　玲樹の言うとおり、中学生の身分ではバイトもできない。公には。

　だから俺おれは、あまり公とは言えない分野で金を稼いできた。といっても、真白に誓って犯罪に関かかわる仕事ではない。ただ、腕うでっ節ぷしが要求される仕事だっただけで――

「一応、真白に隠してる数少ない秘密の一つなんだ。バラさないでくれるとありがたい」

「それはいいけど、まだ悠長に話をしていられる状況ではないみたいよ」

　そりゃどういう――問いただそうとした俺の言葉は、寸前で飲み込まれる。

　黒くろ尽ずくめの男たちが、まるで堪こたえていない風に立ち上がったのだ。三人とも。

「マジか……一応、急所狙ねらっていったんだけどな」

「急所なんて無意味よ。彼ら人間じゃないから」

「人間じゃないだと？　どういう――」

「茶番だな」

　遮ったのは、玲樹ではない。

　俺の脇わきを通りすぎ、男たちの前に躍り出た小柄な姿。

　先ほど契約を済ませたばかりの同居予定人――鍵かぎ宮みやリオだ。

「なにを仕掛けてくるかと思えば、忍しのび子この『隠おん密みつ人形ドール』ではないか。小手調べのつもりかもしれないが、私の力が非戦闘用の魔術に劣るとでも？」

「我が妹ながら自信家ね」

「ふん」

　リオは尊大に鼻を鳴らす。

　退ひく気配はゼロ。三人の男たちと敵意をぶつけ合う形だ。

　まさか……戦うつもりなのか？

「手出し無用よ君色くん。それよりさっき渡した『端末図書ライブラリ』をリオに向けてみなさい」

　二の足を踏む俺に、玲樹からの指示が飛ぶ。

　姉妹二人の口ぶりを統合するに、なるほどな。どうやらこれもチュートリアルの一環ということらしい。いけ好かないが、ここは従うべきだろう。



【名：‥鍵宮リオ■称号：‥未登録■魔力：‥１００００／１００００】



　指示どおりに『端末図書ライブラリ』を向けると、リオの名前とその魔力量が表示された。

　妹のほうは二つ名を持っていないのか。いや、注目するべきはそこじゃない。

　なんだこの魔力量。一万って、姉の四○倍もあるぞ……っ！

「一般の魔術師の魔力容量はほとんど二ふた桁けたよ。称号持ちだと１００前後。私レベルになってくると２００を超えて、３００を超えようものならもうマスタークラス。そんな中、リオの魔力は一万なのよ。その力のほど、よく見ておきなさい」

　ガガガ――『端末図書』の画面が、ノイズとともに切り替わる。

　それはつまり、目の前のリオが魔術を行使するという意味だった。

　まず虚こ空くうに向かって指で円を描く。指先は魔力を視覚化しているのか、淡い光が灯ともっていた。描かれた円はすぐさま実体を持ち、その中に幾何学的な紋様を刻んでいく。

　できあがったのは、ちょっと洒落しやれたデザインのマンホールといった印象だ。しかしそのマンホールはリオの正面を向いた状態で宙に浮き、しかも発光していた。となると、連想するものはまったく別のあれになる。

　そう、あれは――魔法陣ってやつに違いない。

「『界かい門もん』雷帝の巨塔――ノック！」

　リオが、完成した魔法陣に拳こぶしを打ちつける。

　すると円形が縦に割れ、本物の門のように左右に開く。

　中から現れたのは、大蛇――いや、竜だ。

　雷で形成された東洋風ふうの竜が三頭、バチバチィッという轟ごう音おんを伴い門から出てきた。

　空中に浮かぶ魔法陣。放電の光に満たされる駐車場内。唖あ然ぜんとする俺おれ。

　平穏だった茜あかね色いろの空は、雷竜の輝きと轟とどろきに支配される。

　そして、門を開けた魔術師――鍵かぎ宮みやリオが一言。

「喰くらえ」

　――次の瞬間、決着。

　雷竜はそれこそ雷が落ちる速度で男たちに食らいつき、その身を一瞬で焼き焦がした。

　あとには塵ちりも残らない。弾はじけるような消滅の仕方が、人間ではなく魔術によって生み出された人形であることの証明になった。

「……おいおい」



【魔術名：‥『界門』◇系統：‥召喚魔術◇消費魔力：‥２５００】



　切り替わった『端末図書』の画面と、すべてが終わった現場を交互に見比べる。

　あっという間に片がついちまった。

　リオが召喚魔術『界門』とやらを使い、敵を消滅させた。それはいい。が……なんだよあの埒らち外がいな威力。強すぎだろ。修行する必要なんてあんのか？

　放心している俺おれの手元に指を伸ばし、玲れい樹じゆが『端末図書ライブラリ』を操作する。どうやらリオの現在の魔力量をチェックしているようだ。

「ふむふむ。『契節約ギアスセイバー』の効果はしっかりと反映されているようね」

　表示されている残置は７５００。『界かい門もん』とやらの消費魔力が２５００だったから、引き算として考えるとこれは正しい差と言える。

「でも久しぶりに見たけど、前より魔術の扱いが上う手まくなったんじゃない？　ねえリオ」

「姉様は仕事で忙しかったから、私の成長など知るよしもないだろう」

「成長ね。だったら、この修行にももっと協力的な姿勢を見せてほしいのだけれど」

　姉の挑発的な発言に、妹はあからさまにムスッとした。

　お、俺も呆ほうけてる場合じゃねーな。なんかリアクション取らねーと。

　あ、あれ？　なんか手が震えてるぞ。足もだ。なんだこれ。

　そうか、わかった。感動してるんだ。

「――うぉおおおおお！　なんだいまの派手なの！　超絶かっけぇえええええええ！」

　湧わき上がる衝動のままに、俺は歓喜の咆ほう哮こうを放った。

　ビクゥ！　と若干引き気味に反応したのが鍵かぎ宮みや姉妹だ。姉のほうが、

「き、君きみ色いろくん？　いきなり叫ばれるとびっくりするんだけど」

「だっておまえ、いまの見たか!?　本物の魔術だぞ！」

「さっきからずっと魔術関係の話をしていたつもりだけど、いまさらその反応？」

「設定語りで得られるワクワク感と実践で得られる興奮は別物なんだよ！」

「わかったから黙りなさいこの一般庶民。もう、いいから先に進むわよ」

　嘆息の後、玲樹は再び説明を始める。

「いまの敵は身内……鍵宮家専属忍者をやっている忍しのび子こっていう子の魔術なんだけど」

「専属忍者!?」

「面倒くさいから説明は省くわよ。まあ要するに君の身体能力をちょっとテストさせてもらったの。ある程度は動けないと、もう一つの目的が果たせないだろうから」

「ああ、たしか陽動とか……それってつまり、陽動作戦って意味か」

「正解。リオの魔術修行と並行して、君にやってもらいたいのがそれ。といっても、やることはすでに説明済みの節約生活ただ一つなんだけど。昨日のあの男、覚えてる？」

「おまえと戦ってた金髪か？」

「ええ。なにを隠そう、奴やつの狙ねらいはそこにいるリオなのよ」

　指をさされたリオは、どこかうわの空な感じで「超絶かっこいい……そんなこと言われたの初めてだ……」とかつぶやいていた。

「一万単位の魔力を持つ才能の原石――悪の魔術師界かい隈わいじゃ『凶まが星ぼし』なんて呼ばれていてね。奴やつはリオの力を悪用しようとしている。だから君に預けるの」

「なんでだよ。狙ねらわれてるってんなら、普通はそばで守ってやるもんだろ」

「“〝闇陶芸師”〟は慎重派でね。私が護衛なんてしてたら、まず仕掛けてこないわ」

「仕掛けてこないんならいいじゃねーか」

「よくないの。執念深い奴でもあるから、諦あきらめるということを知らない。どこかで決着つけとかないと、いつまで経たってもリオの枕まくらをクンカクンカできないのよ」

「えっ」

「あ、間違えた。枕を高くして寝れないのよ」

　もうやだこの変態愚姉。

「ターゲットであるリオが私から離れて素人の君と一緒にいれば、相手も狙いやすくなるでしょう？　私はそこを叩たたくというわけ。ご理解いただけたかしら」

「理解はしたが、ずいぶんと荒っぽいな。妹を自分から危険に晒さらす作戦だぞ？」

「それが魔術師の領域というものよ、一般庶民さん」

　直前まで妹の枕をクンカクンカとか言ってた奴だから、どうにも緊張感に欠けるが……それでも、昨夜の戦いや先ほどの襲撃は俺おれの胸に現実として刻まれている。

「……もしかして、俺から真ま白しろを引き離したのもこのためか？」

「へ？」

「俺が囮おとりになるとしたら、家族である真白が“〝闇陶芸師”〟に狙われる危険性もある。おまえはそれを見越して、真白を自らの庇ひ護ご下に置こうとしたんじゃ……」

「はあ？　なに言ってるの？　真白ちゃんは単純に私のタイプなだけ……あ、ううん！　そうそう、君の想像しているとおりよ！」

　……いや、いい。事実として危険から遠ざけられている以上、なにも言うまい。

　なにはともあれ、これは紛まぎれもなく物語への入り口――命がけのミッションだ。

「いい顔になったわね。期待させてもらっていいのかしら？」

　玲れい樹じゆがウインクをする。けっこう様になっているのが癪しやくだ。

　この女の態度は正直気に入らないが、まあいい。乗ってやろうじゃねーか。

「――となると、二つ名は『テンサウザンドの節約術師』ってとこか」

「は？」

　いきなり素すっ頓とん狂きような声が上がった。

　それは玲樹のものか、それとも祭まつり子このものだったろうか。思わず俺も「え？」と返してしまったじゃないか。

「ごめん君きみ色いろくん、いまのセリフもう一度お願い」

「となると、二つ名は『テンサウザンドの節約術師』ってとこか」

「気取った感じも完全再現ね。でもなによ『テンサウザンドの節約術師』って」

「だから二つ名だよ。『端末図書ライブラリ』だと、俺おれの二つ名ってまだなかっただろ？」

「あたりまえじゃない」

「テンサウザンドっていうのは、リオの魔力量一万のことだ。節約術師っていうのは、俺の節約術と魔術師の肩書きをかけてる」

「…………」

「説明が足りないか？　要は一万なんていう膨大な量の魔力を、節約術師である俺が魔術と見み紛まがうような節約術で見事に管理してみせるって意味を――ん？」

　気分よく語っていた俺だったが、玲れい樹じゆの様子を見て我に返った。

　こいつ、すっげー唇噛かんでる。

　まるで表情が崩れるのを堪こらえているみたいに。それでいて堪えきれていない。その引ひき攣つった顔はなんだ。おい、なんで口元を手で覆う。祭まつり子こも同じような挙きよ措そでそっぽ向いてるし。俺の顔を直視したらもう耐えられないと言わんばかりだし。

「……なあ」

　俺が一声かけると「ぷくっ」と音が漏れ――それをスイッチに、ダムが決壊する。

「ふぁ、ふひゃひゃひゃひゃひゃひゃっ！　く、くるしっ、テンサウザンド、テンサウザンドて！　し、しかも節約術師ってなんなのっ！　もう意味不明なうえに自信満々だし、ちょ、だめ、うぇ、あひゃひゃひゃひゃひゃ！　やめておねがいかんべんしてくひゃははははははははっ！　ひっ、ふっ……ぎみは私を笑い殺す気か！」

　お、俺には玲樹が腹を抱えて蹲うずくまって大笑いしてしかも怒っている意味がわからない。

「あー、うん。君のセンスというやつがだいたいわかった気がするわ」

「いまの一連の会話のどこに、俺のセンスが発覚する要素があったんだ」

「え、どこって……ぶぐっ。ぐ、ぐぷぷ……」

　いかん。殴りてぇ。

　玲樹が含み笑いをし、俺が身をわなわなと震わせていると、

「話はまとまったか『テンサウザンドの節約術師』」

　唐突に割り込んでくる声があった。

　鍵かぎ宮みやリオだ。

　こいつは俺の言動を受けても微動だにしない。クールに話を進めようとする。

「話がまとまったのなら、いい加減に家に入りたいと思うのだが」

「お、おう」

　改めて聞く鍵宮リオの声は、愛想こそないが透き通るような美声だった。

　路上で歌でも歌わせたら、誰だれかが立ち止まるかもしれない。そんな風ふうに思える。

「へえ。リオが家の人間以外に声をかけるなんて、珍しいんだ」

「……なにか？　姉様」

「いいえ、なんでも。ただ、これから楽しくなりそうだな、って思っただけよ」

　笑い転げたときに乱れた髪を手て櫛ぐしで整え、玲れい樹じゆは携帯電話を取り出す。

　そして、にやけた顔を浮かべながら俺おれに手渡してきた。

「連絡用に渡しておくわ。なんだったら、これにも名前をつけてくれていいわよ？」

「つけねーよ」

　ケータイには、部屋のものとおぼしき鍵かぎもつけられていた。

　玲樹は妹にも同じものを渡し、最後にこうつけ加える。

「携帯電話のアドレス帳には、私の番号とお互いの番号が入っているから。連絡を取り合いたいときや、なにか私に質問があるときに使って。ああ、もちろん料金は気にしなくていいわよ。あとこれ、前金及び生活費の十万円」

　ぽん、と茶封筒を手渡される。

　中を見ると……おおおおおわわわわわわわ本物だだだだだだこれれれれれれ。

　いかん、平常心を保て。深呼吸。すー、はー。よよよし、落ち着いたぞぞぞ。

「それじゃ、あとよろしく――あっ。そうそう、一つ忠告なんだけど」

「うん？」

「夜はあんまり出歩かないほうがいいわよ。特に、一人ではね」

　俺の鼻に指先を押しつけつつ、玲樹は言うのだった。

「じゃ、今度こそさようなら。また明日お話ししましょう」

　そして、玲樹は祭まつり子こを伴い歩き去っていく。

　はっ、夜は魔術師の時間ってわけか。最後の最後で緊張感を煽あおってくれやがる。

「……とりあえず、家ん中入るか」

「うむ」

　このまま駐車場で呆ほうけていても仕方がない。

　鉄製の階段を上り、二階の一番奥の部屋へ向かう。

　ドアノブに渡された鍵を差し込むと、ガチャリと音を立てて扉が開いた。

　部屋は真っ暗だったので電気をつけ、中を確認……こちらも普通だな。

　テレビにテーブル、洋服ダンスにスライド式の本棚と、家具は一通り揃そろっている。

　台所のほうには我が家にはない電子レンジまで置いてあるし、至れり尽くせりだ。

「どれ、食材は……うわ、見事になにもねーや」

　晩飯時なので冷蔵庫の中もチェックしてみたが、こっちは新品みたいに空っぽだった。

「とりあえずは今日の飯だな。リオ、なんか食いたいものあるか？」

　同居相手にリクエスト。本棚をチェックしていたリオは素っ気ない様子で、

「なんでもいい。ただ猛烈に喉のどが渇いた」

「了解。じゃあお茶でも買ってくるか。たしかいま二リットルペットが安かったぞ」

「いや、水でいい」

「は？　水なら最初からあるじゃねーか」

「どこに」

「あそこ」

　俺おれは台所の流し台を指差す。正確には水道の蛇口をだ。

「……貴様はまさか、私に水道水を飲めというのか？」

「なんだよ、やっぱりお茶が飲みたいのか？　それともジュースかコーヒーか？」

「世にはミネラルウォーターというものがあるんだが、知っているか？」

「おう、風の噂うわさで聞いたことがあるな。一度だけ実飲したが、味は大差なかったぜ」

　蛇口を捻ひねるだけで出てくるものを、なんで百円近く払って買わなければならないのか。衛生面での安全性がどうたらと聞くが、そんなのは金持ちのする心配だと俺は思う。

　って、そういや金持ちだったな、こいつの家は。

「オーケイ。ミネラルウォーターだな。じゃ、早速買い物に行くぞ」

「そうか。私は留守番させてもらう」

「は？」

「今日は慣れない外出で疲れたんだ」

　リオは大きなあくびをし、畳部屋に横たわった。しかも、制服のまま。

「おい、皺しわにな――!?」

　一言注意しようとして、俺の口が塞ふさがる。

　こいつがあまりにも無造作に寝転がったものだから、その、捲めくれてしまったのだ。

　制服のスカートが。ぺろんと。

　当然、その中身も。

「ん？　どうかしたか」

　しかも気づいてねーし！

　なんでだ？　そういや家には女の使用人しかいないとか姉が言ってたが、だから男に見られるという意識が希薄なのか？　いやいやまずいだろ！　なんか黒っぽい感じがするんですけど、容姿に対して下着の趣味がアダルトすぎやしませんか!?

「なにを呆ほうけている。買い物に行くのではなかったのか」

「な、なんでもねーよ！　いってきます！」

　俺は自分でもわかるくらい顔を赤くして、家から飛び出していった。

　あれが真ま白しろだったら、それとなく注意するだけで終わったんだろうがな……くそっ。

　赤の他人。クラスメイト。おまけに美少女。

　いまのがきっかけとは思いたくないが、ここにきて急に意識しちまう俺がいた。

　そうだよ。この節約生活、問題はむしろこっちだろう。



    

  
    
      



    

  
    
      

　――妹でもない女の子との同居生活。

　なんで俺おれは、そんなもんを安請け合いしちまったんだ？



　買い出しは近所のスーパーへ行ってきた。タイムセールの時間は過ぎていたが、閉店時間が近いこともあってか割引シールの貼はってある商品をたんまり買えたぜ。

　なにより資金が潤沢だ。節約戦士を自称してはばからない俺だが、今夜ばかりは無駄遣いもやむなし。フッ、まさかこの俺が半額まで粘らず三割引で妥協しちまうとはな。

「ただいま」

「ふむ、おかえりなさいと言ってやろう」

　部屋に帰ると、リオは畳の上に寝そべり、呑のん気きに読書に耽ふけっていた。

　さすが自称前職ニートのひきこもりだ。初日でこれとは、自由気ままなものである。

「フッ……まあこの俺が共に暮らす以上、堕落の支配などすぐに断ち切ってやるがな」

「帰ってくるなりなにおもしろいことを言っているのだ、貴様は」

「おいおい、誰だれもおもしろいことなんて言ってないだろ」

「なるほど。薄々感づいてはいたが、やはり素か。それよりなにを買ってきたんだ？」

　冷蔵庫に食材を詰めていると、リオがとてとてと近づいてきた。

　俺の隣、頬ほおと頬がくっつくくらいの距離に顔を持ってきて、買い物袋の中を覗のぞき込む。

　近っ……しかもなんかいい匂においがするし。この警戒心のなさはあれなのか、やっぱり家が女性ばかりで男慣れしていないからなのか？

「ほう、ちゃんと私の注文どおりの品を買ってきたか」

「常の俺おれなら徹底抗戦の構えを取っただろうが、いまは余裕に満ち溢あふれてるからな」

「そうか」

　感嘆もなく言って、リオは手に持っていたコップに口をつける。

　なんだよ、こっちはご所望のミネラルウォーターを二本も買ってきたっていうのに……しかも二リットルだぞ、二リットル。

　と、二本のボトルを冷蔵庫に入れ終わったところで気づいた。

「……おい、リオ。おまえそれ、なに飲んでるんだ？」

「なにって、見てのとおり水だが」

　しれっと言うリオの手には――コップが握られている。

　中には透明な液体。

　うん、水だ。

「って、なんでもう水飲んでんだよ!?　おまえ水道水は嫌だって言ってたじゃねーか！」

「ま、待ちきれなかったんだ。それにこれは水道水ではなく、私が魔術で出した水だ」

「魔術で水を出した……？」

「うむ。先ほど貴様に披露した『界かい門もん』だ。それを水精霊の泉に繋つなげ、水を召喚した」

　み、水系の魔術を飲み水にするだと……っ!?

　俺は『端末図書ライブラリ』を取り出し、リオの魔力容量をチェックする。



【名：‥鍵かぎ宮みやリオ■称号：‥未登録■魔力：‥２５００／１００００】



「魔力が……さっき確認したときから５０００も減ってる」

「使ったのは『界門』一回だ。これの消費魔力は基本２５００だが、貴様が買い物に出ていたからな。距離が離れたせいで『契節約ギアスセイバー』の効果が発揮されなかったのだろう」

「指輪で契約してても、距離が離れたら駄目なのか。なるほど、これが玲れい樹じゆの言ってた魔力を消費しすぎちまう悪癖……単純計算で倍も魔力を消費してんじゃねーか」

「消費魔力が増加する倍率は不安定だ。酷ひどいときは倍以上になることもある」

　改めて聞くと、なんとも厄介な体質である。要は二五○○円払えばいいところを五○○○円払っちまってるわけだからな。損なことこのうえない。

　だが、俺としては魔術の庶民的活用法のほうが気にかかる。

「そういや、家の前で使ってたのも同じ名前の魔術だったよな？　あれは雷だったが」

「『界門』の属性は雷と水だけではない。あれはこちらの世界とあちらの世界を繋げる召喚系の魔術だ。繋つなげる場所によっては炎や風も出せる」

　日常生活の中でなるべくリオに魔術を使わせるようにして――と玲れい樹じゆは言っていたが、なるほどそういうことか。現実に存在する魔術ってやつは、戦闘だけじゃなく日々の暮らしにおいても有用らしい。

「ひょっとして、食い物なんかも出せたりする？」

「さすがにそこまで万能ではない」

「じゃあ、雷の魔術で部屋の電気をつけたり、炎の魔術をコンロ代わりにするとかは!?」

「応用すれば可能だろうな」

　さらりと言ってのけるリオに、俺おれは愕がく然ぜんとする。

「ちょっとすごすぎだろ、それ……」

「すごい？　なにがだ」

「だってこれ、光熱費いらずじゃねーか！　いらないどころか使い放題だ！　電気代ガス代水道代――諸もろ々もろを食費や日用品代に回せれば、どれだけ生活が楽になるか！」

　くっ、この喜びと感動をいますぐ真ま白しろにも伝えてやりてぇ。

　ぴょんぴょん飛び跳ねながら喜ぶ真白の姿を想像して、目頭が熱くなった。くう。

「貴様は、なんというか……どこか微妙にずれた奴やつだな」

　俺が最愛の妹に想いを馳はせていると、リオは脱力した感じで言った。

「魔術師の世界に強い興味を持ちながら、その心理はとても現実的かつ庶民的だ。こんな胡う散さん臭くさい話、普通なら大損を恐れて回避するものだろう」

「まあな。実際、損な気配は感じたし回避もしようとした。だが真白を人質にされちゃ逃げるわけにもいかねぇ。それに報酬も捨てがたい」

「正直者め。まあいい。私は私のペースで生活させてもらう」

　そう言って、リオは再び畳部屋へ。さっきまで読んでいた本を拾い、読書を再開する。

　そこで、俺の瞳ひとみがあるものを捉とらえた。

　対象はリオの手元。その小さな手に握られている一冊の書物。タイトルは――

「おまえ……それオリゼロじゃねーか!?」

『オリジンゼロの無む創そう術じゆ師つし』――そう、玲樹にも語った俺の愛読書である。

「ああ、そういえば貴様もオリゼロ愛読者だったな」

「貴様もだと？」

「そちらの本棚をご覧ください」

　ツアーガイドさんっぽく手で示された本棚には、書物がびっしりと並べられている。

　いや、書物っていうかこれほとんど漫画とライトノベルだ。スライド式なので初見では気づかなかったが、奥の列には『オリジンゼロの無創術師』がきちんと全巻揃そろっている。

「なにを隠そう、私もオリゼロ読者だ。勝手なことに、節約生活をするにあたって姉様が私のコレクションを運び込んだらしい。ちなみに、そこに並んでいるのは全巻初版だぞ」

「ぜ、全巻初版……っ」

「ちなみにこれは先日出たＢＤの特典小説だ。図書室には置いてあるまい」

「アニメ版までチェックしてやがるのか！」

　アニメ化しているのは知っていたが、こちとら家にテレビがねぇ！

　ああいや、別に俺おれはコレクターじゃないから初版とかが羨うらやましいとは思わないんだが、特典小説という響きにはそそられるものがあるな……まだ見ぬエピソードがその書に秘められているのかと思うと、ゴクリと喉のどが鳴ってしまう。

「なあ、少し読ませてもらってもいいか？」

「む……ま、まあ一冊くらいならいいぞ。ところで、貴様のお気に入りは何巻だ？」

「十巻だな。節目の巻だけあって、ラストの盛り上がりが凄すさまじい」

「ほう。まさかとは思うが、好きなセリフとかあったりするのか？」

「そこは『貴方あなたの帰る場所がどこであろうと、私はそこにいる』を挙げるしかないだろ」

「おお、死地に赴く主人公へ向けたヒロインの激励の言葉だ！」

　な、なんだ？　リオの目の輝きが急に変わったぞ。いままでの不ふ遜そんっぷりが嘘うそに思えるくらい喜んでいる。もしこいつが犬だったら、ぶんぶんしっぽを振っていそうな勢いだ。

「君きみ色いろといったな。貴様はなかなか見所のある奴やつだ。オリゼロに限らず本棚の本は好きに読んでいいぞ。ちなみに私のオススメはこれとこれとこれと――」

　満面の笑みでラノベを薦めてくる魔術師に、思わず頬ほおが緩んだ。

「むむ。なぜこっちを見ながらにやにやする」

「えっ？　いや、別に。ただ、魔術師のお嬢様も意外と庶民的なんだと思ってな」

「一般庶民筆頭の貴様に言われたくはないぞ」

「へいへい。悪かったな、本もまともに買えない貧乏庶民で」

「財産のことを言っているのではない。ラノベに影響を受けて中二病に陥る様が極めて庶民的だと言っているんだ」

「誰だれが中二病か！　はんっ、庶民で結構。どうせ俺は魔力ゼロの素質なしだしな」

「拗すねるな。別に咎とがめる気はない。どころか、むしろ興味深いくらいなんだぞ？」

　リオは興味津々といった目つきで俺をじっと見つめてくる。

　うっ。なんだこいつ。ふてぶてしい物言いとは裏腹に、なんてピュアな瞳ひとみをしやがるんだ。近づくといい匂においするし……思わずドキッとしちまったじゃねーか。

「どうした？　顔がほのかに赤いぞ」

「な、なんでもねーですよ」

「語尾からしてなんでもありそうだが」

「うっせ。いいから気にすんな」

　ま、まずい。またしても意識しちまう俺おれがいる。

　妹以外の女の子と同居生活――思ったよりも難易度が高そうだ。いまのうちに免疫つけとかねーと、俺の理性がやばい。そして最終的には真ま白しろの貞操がやばい。

　と、そこで救いのインターホンが鳴った。

「ふむ、来たか」

「なんだ、なにが来たんだ？」

「君きみ色いろが応対して確認するといい」

　リオは訪問者が誰だれなのか知っているようだが、俺には心当たりがない。

　まあひきこもりらしいこいつに応対させるのも不安なので、俺はさして抵抗もなく玄関に向かった。そして扉の向こうで待ち構えていたのは――

「毎度どうも！　お客様に成功をお届けする、あなたの町のサクセスピザです！」

　バイトとは思いがたい営業スマイルと熱あつ々あつのピザを携えた、若いお兄さんだった。

「……はい？」

　呆ほうける俺に「一四五○○円です」と告げてきたので、俺は代金を支払いＢＢＱトマトチキンとエビマヨ、デラックスソーセージと四種のチーズミックスを一枚ずつ受け取った。

　訪問客が帰った後も、俺は玄関を離れられずにいる。

「……リオさん。なんすか、これ」

「知らないのか？　一般庶民の間で普及している、宅配ピザというものだ」

「ああ、その情報だったら俺もキャッチしてるよ。利用したことなんて一度もないがな」

「そうなのか？　まあいい。さて、晩ばん餐さんにするとしよう」

　確かに、いい時間だしな。まずＢＢＱトマトチキンを開けてみよう。この濃厚なバーベキューソースとトマトソースの合わせ技、散りばめられたローストチキンを味わうにはこれ以上ない組み合わせだ。晩飯にはちょうどいい。

　だが問題がある。

「なんでいきなり無駄遣いしてんだよ！　しかもこれ、お高いのを四枚とか！」

「別にいいではないか。私たちがしているのは金銭ではなく魔力の節約なのだから」

「無駄遣いしたらその分、俺の報酬が減るんだぞ!?」

「わたしは一向に構わないが」

「なっ――いや、確かにそうなんだが、でもせっかく買い出しに行ったのにだな……」

「まあまあ、そう熱くならず。おひとつどうぞ」

　ピザを差し出してくるリオ。納得することなんてできないが、ここで食わんのも損だ。

　俺は素直にピザを受け取り、その味を堪能する。

　……なんて濃い味つけだ。さすが一枚あたり三五○○円強。うめぇ。

「これだけあるんだからちゃんと残しておけよ。明日の朝飯の分だ」

「心配せずとも全部は食べきれない」

「あと、生活費は俺おれが管理する。金を使いたいときは必ず俺の了解を得てからにしろ」

「うむ。心得た」

　返事だけはまったく素直なものだった。



　晩飯も食い終わり、風ふ呂ろも適当に済ませて、今日はさっさと寝ようという話になった。

　なったのだが――

「なあ、寝ないのかおまえ」

「気にするな」

　俺が布団ふとんを敷く横で、ピンク色のパジャマに着替えたリオはまたオリゼロを読んでいた。

　畳の上でうつ伏せになり、足をパタパタ動かしている。別に音読しているわけじゃないから、うるさくて眠れないってわけじゃないが……いや、むしろこのほうがいいかもな。

　なにせリオは女の子。布団を並べて一緒に就寝、なんて精神衛生上よろしくない。

「俺、先に寝るけど」

「うむ」

「おまえもあんま夜更かしすんなよ」

「了解した」

　……色気もなにもあったもんじゃねーな。

　読書に熱中するリオに背を向け、俺は今日の出来事を振り返る。

　魔術師同士の抗争に遭遇したかと思えば、唯一の肉親を人質に取られ、言われるがまま節約生活に突入――我ながら意味不明で濃密な一日だった。

　真ま白しろは元気にやっているだろうか。電話で声を聞いた限り、待遇は悪くないようだが。それに、玲れい樹じゆはあれで正義側の魔術師のはずだしな。ガチ百合疑惑のある人物だが。

　いかん。なんか急に心配になってきた。

　こんなんじゃコウタにまたシスコン兄貴とか言われちまう。いいや、違うね。俺のシスコンは家族愛だ。大切な妹が変態淑女の家に囚とらわれて心配にならないはずがない。

　それに……鍵かぎ宮みやリオのことも気になる。

　自堕落で学校にもろくに通っていなかったひきこもりって話だが、そのわりには俺とも普通に会話するし、なによりもこの同居生活に対して一切反発していないところが謎なぞだ。

　魔術師っていうのも――うつらうつら。

「……姉様のバカ」

　まどろみの中、ページを捲めくる音にまじって拗すねた声が聞こえたような気がした。



    

  
    
      
第二話　鍵宮リオ





　節約生活がスタートしたその翌日、二日目金曜日の昼休み前。

　俺おれが体育の授業で校庭に出ているときのことだった。

「さて、初日の経過を聞こうかしら」

　授業内容はサッカー。二チームで試合をしていたのだが、俺は人数の関係で見学に回っていた。そのタイミングを見計らったのか、玲れい樹じゆがいきなり話しかけてきたのである。

「……こんなところでなにやってんだよ、おまえ」

「経過報告を聞きに来たんじゃない」

「じゃなくて、おまえんところも授業中だろ？　そんな堂々とサボってていいのかよ」

「その答えには二つのキーワードで返させてもらうわ。ザ・お金と権力」

　想像力を掻かき立てられる回答である。呆あきれて涙が出てくるね。

　玲樹の隣には専属メイドの祭まつり子こもいた。昨日と同じくメイド服を着用し、姿勢正しく微ほほ笑えみを浮かべている。

「そちらの部外者さんがにこやかーにしていられるのも、お金と権力によるものか？」

「あら、祭子は部外者じゃないわよ。私と一緒に転校してきたという設定だから」

「……メイド服なんですが」

「ええ。メイド服ですがなにか？」

　なんで制服じゃねーんだよ、とツッコむべきところだが、いまいち声に出なかった。

「で、初日はどうだったの？」

「……晩飯でいきなり生活費を浪費されたが、他ほかはおとなしいもんだったよ。ってか、あいつの力すげーな。電気もガスも水道もいらねーじゃんか」

「そりゃ自慢の妹ですから。魔力消費の悪癖を除けば、よくできた魔術師なのよ」

「さいですか。で、おまえのほうはどうだったんだよ」

「私？」

「陽動作戦。なにせ俺が囮おとり役やくを務めたんだからな。さしもの“〝闇陶芸師”〟も踊らざるをえなかっただろうさ……この俺の掌てのひらの上でな」

「素人が“〝闇陶芸師”〟のなにを知っているっていうのよ。残念だけど、まだ成果は出てないわ。あいつは臆おく病びよう者ものと言ってもいいほどの慎重派だから」

「ふむ、そう簡単に食いつきはしないか……」

「ところで、リオはどこ？　校庭には男子しか見当たらないみたいだけど」

「ああ、女子は体育館でバレーを――お、噂うわさをすれば影だぞ」

　次は昼休みだし、着替えのために少し早く終わったのだろう。体育館と校舎を繋つなぐ渡り廊下のあたりを、体操着姿（ちなみに短パン）のリオが歩いていた。

　その後ろから、同じく体操着姿の棗なつめが走り寄ってくる。なにやらリオに話しかけている様子だったが、当の本人は口を開く素振りもない。

「あの子、君の従姉妹で幼なじみだっけ？」

「ああ、棗な」

　あいつもけっこう面倒見のいい奴やつだからな。今日も朝からリオにアプローチをかけているようなのだが、四時間目になってもまだその牙が城じようは崩せていないらしい。

「……おまえの妹、学校では誰だれとも口を利こうとしないんだぞ。部活の勧誘とか各委員の呼びかけとかにもガン無視だし。学校が嫌いなのかとも思ったが、来るのを嫌がったりはしないんだよな。今朝だって、俺おれより早く起きてたくらいだ」

「そう。でもリオは対人恐怖症とかそういうのではないから。きっかけさえ掴つかめればクラスのみんなとも打ち解けるんじゃないかしら」

「そうなのか？　じゃあ、そもそもなんでひきこもりになんか――」

「学校に通ってると遊ぶ時間が減るからって言ってたわ」

「小学生か！」

「本人も言ってたでしょ？　あの子はただ自堕落なだけ。だからこそ、この節約生活をどれだけ真ま面じ目めにやってくれるかが焦点になるのだけど……」

　玲れい樹じゆは顔を伏せ、意味深なつぶやきをこぼす。

　直後に、授業の終わりを告げるチャイムが鳴り響いた。

「そういうわけで、君きみ色いろくんの健闘を祈っているわ。じゃあね」

　祭まつり子こを伴い、玲樹が去っていく。

「真面目に、ね……まあ、なんとかなるだろ」

　などという俺の楽観的思考は、この後の事件によって打ち消されることになる。

　そう、あの忌いまわしき『偽装脅迫事件』によってな。



　体操着から制服に着替え終わっての昼休み。

「おい、金を渡せ」

　俺の机までやってくるなり、リオは開口一番にそう言った。

　……そのときの教室のざわめきをどう表現すればいいだろう。先日の前職ニート発言に匹敵、いや凌りよう駕がすると言っても過言ではないかもしれない。皆が口々に「斬ざん新しんなカツアゲだな」「あれが転校生の本性か」「いいえ、社会復帰の一環よ」と唱となえている。

　リオには外野の声など届いていないようで、我関せずといった顔だ。

「どうした。金を管理しているのは貴様だろう。さっさと出せ」

「……おまえはいま、周囲から壮絶な誤解を受けていることに気づいていないのか？」

「なにをわけのわからないことを。とにかく金を出せ。昼食が取れないではないか」

　むすっとした口調で言うリオに、俺おれはハッとさせられる。そうか、昼飯か。

　一週間の食費は前金としてもらった十万（いくらか減っちまったが）で賄わなければならない。ということはつまり、こいつの昼飯代だって例外ではない。

「悪い。うっかりしてたな。ほれ」

「なんだそれは」

「なにって、昼飯だよ」

　俺は今朝コウタから購入したばかりのパンの耳（一キロ二○円）をビニール袋ごと差し出す。弁当として昨日のピザの余りも持ってきたんだが、せっかく親友が用意してくれたものを食わないわけにもいかないからな。今日の昼飯は豪華に二食だ。

「貴様はよもや、私に残飯処理をしろというのか？」

「残飯て」

「おっと、そいつは聞き捨てならないな！」

　リオの暴言に反応したのは、後ろの席で惣そう菜ざいパンを食っていた広橋コウタだ。

　サンドイッチを作るときに余ったパンの耳とはいえ、自分の家の商品を残飯と呼ばれては黙っていられないだろう。威勢よくリオに文句を言おうとするコウタだったが、

「モブが喋しやべりかけてくるな」

　痛烈な一言と鋭い眼光に黙らされ、強制着席を余儀なくされた。

　おま……モブはさすがに酷ひどいだろ。コウタの奴やつ、塞ふさぎこんじまったじゃねーか。

「ちょっと鍵かぎ宮みやさん。そういう言い方はないんじゃないの？」

　コウタに続かんと話に割って入ってきたのは、棗なつめだった。

　リオは棗の顔を見るなり、露骨に嫌そうな声を出す。

「また貴様か。朝から昼までご苦労なことだな。この委員長キャラが」

「あ、あたしは別に委員長じゃないわよ！　うちのクラス委員長はこのモブだし！」

　すでにダウンしている委員長モブにまさかの追い打ちが入った！

「自己紹介の際に誰だれとも関かかわる気はないと宣言したはずだがな。なのになぜ貴様は私に話しかけてくるんだ？　冷たくあしらわれたいのか？　マゾなのか？」

「違っ！　あたしはただ、せっかくクラスメイトになったんだから仲良くなりたいなって……だいたい、あなただって君きみ色いろに話しかけてるじゃない。しかも金を渡せってなによ」

「仕方がない。私の食費は君色が握っているのだから」

「……それってどういうこと？」

　まずいな。猛烈に嫌な予感がするぞ。リオに任せていたらいらん誤解を招きそうだ。

　そうなる前に、俺おれができるだけオブラートに包んで説明を――

「私と君きみ色いろは一緒に暮らしているのだ」

　する暇なし。

　クラスのざわめきが一層大きくなった。棗なつめは特に強い衝撃を受けているようで、

「い、いいい、一緒にって……ちょっと君色！　それどういうことなのよ!?」

「あー、どう説明したものか」

　さすがに魔術修行の一環です、とは言えないしな。

　誤ご魔ま化かすにしても、年とし頃ごろの男女が同どう棲せいしている健全な理由が見当たらない。

「男と女が住まいを同じくするんだぞ。少しは想像力を働かせたらどうだ？」

　俺が返答に迷っていると、リオはこれみよがしに左手の中指を翳かざしてみせた。

　その指には魔術契約のための指輪が嵌はめられており……当然、俺の右手中指にも同じものが嵌められている。リオの挙動で、棗もそれに気づいたようだ。

「あ、ありえないっ！　だって君色だし！　それに真ま白しろちゃんはどうしたのよ!?」

「君色の妹なら私の実家で預かっている。心配せずとも男と女の二人暮らしだ」

「し、しし心配なんてしてないし！　ううん、違う意味でめちゃ心配してるけど！」

「そうか。残念ながら、そちらの心配については安心しろとは言えないな」

「な、なによそれぇ――――ッ！」

　は、話がどんどんややこしい方向に進んでいる……っ！

「落ち着け棗。いいか？　これには訳があってだな――」

「高校生が同棲だなんて！　しかも君色が!?　あの重度のシスコンが大切な妹を蚊帳の外に追いやってまで!?　なにそれどんなテク……じゃなくて羨うらやましい！」

「な、棗さん……？」

　俺の声が耳に入っていない様子。そうだった。こいつ、一度パニクると周りが見えなくなるんだよな。それで脇わき目めも振らず間違った方向へ突っ走る……通称、暴走モード。

「ははん。わかったぞ」

　苦悩する俺の横で、リオが不敵な笑みを浮かべながらこう言った。

「さては貴様、君色に惚ほれているな？」

　と。

　動転する棗をまっすぐに指さしながら。

「えっ……？」

　それは誰だれの声だったろう。俺のだったかもしれないし、棗本人だったかもしれない。

　だってそうだろう？　なにをいきなりそんな、突拍子もない。

　衆人環視からは「うわー、はっきり言っちゃったよ」「誰もが気づいていながらあえて触れないでいることを」「だって本人が絶対に認めないんだもん」と意味不明な囁ささやきが飛んでいるが、それもリオの唐突さに面食らってのことだろう。

「どうした？　図星をつかれて思わず凍結か？」

「なっ、んなっ、あがっ」

　棗なつめは池の鯉こいみたいに口をパクパクさせている。

　そりゃリアクションに困るよな。と思ったら徐々に顔を赤くしていき、

「は……はあぁああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　耳がキーンとするほどの大音声を上げた。

「ああああああああたしが君きみ色いろ大好きとか――ッ！　こんなシスコン兄貴にベタ惚ぼれだとか――ッ！　そんなあたりまえのことがあるわけあるけど大間違いよ――ッ！」

　顔を真まっ赤かにして叫ぶ棗に、リオはビクゥ！　と身体からだを震わせる。

　威嚇された小動物みたいな動きを見せ、そのまま窓際のカーテンに隠れてしまった。

「家族思いなところとか――ッ！　シスコンだけど逆にそこがいいっていうか、妹限定だけどその優しさをときどきあたしにも見せてくれるとか、もっと見せてくださいとか……そんなことは思ってるったらてるるんなんだから――ッ！」

　リオはカーテンの陰から顔を覗のぞかせ、おっかなびっくりといった挙きよ措そで挑発を続ける。

「て、てるるんなのか。ふ、ふん、しかし報われてはいないようだな」

「そう、それが悩みの種……って違っ!?　待ったいまのなし！　ないないそれはないから絶対ないから――ッ！」

「おい、もうそのへんにしとけ」

　棗の暴走モードは放置すると手がつけられなくなる。このあたりで止めておかねーと。

「棗はコウタみたいにいじられ慣れてないんだ。下へ手たに煽あおると面倒なことになるぞ」

「しかし君色、この女は貴様にベタ惚れらしいぞ？」

「それはねーよ」

　混乱している相手には理路整然とした論理が一番だ。俺おれは極めて冷静に言葉を紡ぐ。

「棗は俺たち兄妹きようだいの一番の理解者だ。俺が真ま白しろとの生活にいっぱいいっぱいで恋愛する暇がないってこともよく知ってる。そんな棗が俺に惚れてるとかあるわけねーだろ。な？」

「えっ……あ、うん。ソウデスネ」

　うむ、棗も落ち着いたようだ。俺の言葉で一気にテンションがクールダウンした。

　そんな俺たちのやり取りを見ていたリオは、なぜか憐あわれむような表情をし、

「まあ、その、なんだ……元気出せ」

　ぽむ、と棗の肩に手を置いた。

　途端、棗の肩がぷるぷると震え出し、

「――うわああああああああああああああん！　君色のシスコンドリア――ッ！」

　叫びながら教室を出ていってしまった。

　……なんだよシスコンドリアって。意味わからん。

「貴様の人間関係はなかなかにおもしろいな」

「そうか？　それはそれとして、ほら。パンの耳と残りのピザ」

「たしかこの学校には学食があったな。行くぞ」

　俺おれのオススメをさらりとスルーし、リオは廊下に出る。おのれ。

「って、ちょっと待て。おまえ、学食に行ってどうするつもりだ」

　リオが止まってくれないので、俺はその小さな背中を追いながら尋ねる。

「少しは知恵を働かせろ。学食ですることなど一つしかないだろう」

「……厨ちゆう房ぼうと油と砂糖を借りてパンの耳をラスクにするとか？」

「そんなことを考えるのは貴様くらいだ。学食ですることといえば、食事だ」

「そりゃそうだ。いや、だが待て。早まるな。転校生のおまえは知らないかもしれんが、たしかうちの学食はむちゃくちゃ高い。一番安い素うどんで一五○円もしたはずだ」

「そうか。ならば私は一番高いものを頼む。ついでにデザートもつける」

　廊下で立ち止まり、リオは迷いもなく胸を張る。

「……俺の中では当然至極なことだったんだが、どうやらおまえはわかっていないようなので教えてやる。いいか、節約ってのはなによりも我慢が大切なんだ。食事なんてのは生活の中でも特に我慢がしやすい。あとはわかるよな？」

「なるほど、貴様は私のために断食するというのか。修験者だな」

「なんだそのおまえにだけ都合のいい自己犠牲精神は」

「努力すれば霞かすみを食べて生きていける身体からだになるかもしれないぞ」

「いいな。いつかそんな高みに登ってみてーよ」

　それなら食費いらずだし――ってちげぇ！

「そうじゃなくてだな！　わざわざお高い学食なんて頼らず、この友人経由ゆえ二○円というお手て頃ごろ価格で手に入るパンの耳、もしくは昨日のピザで我慢しろって言いたいの！」

「節約のテーマは金ではなく魔力のほうだろう。食事代くらいでなにをそんなにケチケチする必要がある。そんなに報酬を減らしたくないのか？」

「ぐっ……いや、違う。これは精神の問題だ。いいか？　節約ってのはまず心構えが重要なんだ。金であろうと魔力であろうと、自制できないようじゃ――」

「学食に行くぞ」

　俺の説教など聞く耳持たず、リオはまた歩みを再開する。

　あまり廊下で怒鳴るのもあれなので、渋々と歩き……やがて学食に到着した。

　入り口にはメニューの書かれたミニサイズの黒板が立てられており、俺の記憶どおり一番安い素うどんで一五○円、そして一番高いものは――

「スペシャルロコモコセット……九○○円だと!?」

　そんじょそこらのコンビニ弁当より高いじゃねーか！　定食屋か！　学食の分際で！

　発狂しそうな俺おれの横で、リオはきゅぴんと目を光らせた。

「よし、これだな」

「待った！　おまえ、それがなんなのか知ってるのか!?」

「無論だ。ロコモコといえば、ごはんの上にハンバーグと目玉焼きを載せて、グレイビーソースをかけた……おお、デザートにフルーツポンチもついているようだぞ。お得だな」

「お得じゃねーよ、お損だよ！　いいかよく聞け、こいつはロコモコの皮を被った九○○円だ！　オーダーしたが最後、『搾取せし者』と呼ばれた学食のおばちゃんが俺たちの財産をむしり取っていくんだぞ！」

　廊下で盛大に声を張り上げていると、食事中のブルジョワ共が俺たちに視線を寄越してくる。その中には不機嫌面のおばちゃんのものもあった。くっ、なんて鋭い眼光だ！

「学食のおばちゃんに変な二つ名をつけるな。まったく……」

　リオはため息をこぼし、学食から離れていく。俺は慌てて後を追った。

「お、おい。ひょっとして諦あきらめたのか？」

「いいや。ちょっと貴様とネゴシエーションしたくなってな」

　言いながら歩き、たどり着いたのは廊下の端だ。

　階段裏の人ひと気けがないスペースに身を置き、リオは携帯電話を操作し始める。

「これを見ろ」

　操作を終えると、ケータイの画面を見せるように突きつけてきた。

　液晶の中には、リオの上に覆いかぶさった俺の姿がある。

「……は？」

　まぶたを腕で乱暴にこすり、もう一度確認。

　写っているのは制服姿のリオだ。しかしその胸元ははだけていて、控えめな胸の谷間や大人っぽい黒の下着が見えてしまっている。

　浮かべる表情は――懇願だった。行為を迫る相手に「やめて！」と叫んでいるような、そんな必死さが伝わってくる。目め尻じりには涙のようなものも確認できた。

　そしてこれが一番の問題なのだが――

　その行為を迫る相手というのがほかでもない、俺なのである。

「なっ、んな……!?」

「どうだ？　この嫌がっている表情など、なかなかよく撮れているだろう」

「なななななななななんなんだよこれっ！」

「貴様は昨夜の熱い情事をもう忘れたというのか」

「まったく身に覚えがございません！」

「駄目な政治家はすぐにそう言うのだ。そして二言目には秘書のせいにする」

「政治批判がしたいんじゃねーよ！　この写真はなんだと聞いてんだ！」

「捏ねつ造ぞう写真だよ、加害者の綾あや瀬せ君きみ色いろくん」

　リオはくすりと微笑して、そう断言しやがった。

「昨晩、貴様が眠りに落ちた後のことだ。私は自分でブラウスの前をはだけさせ、眠りこけている貴様の身体からだを自身に覆いかぶさらせた。あとはセルフタイマー機能でシャッターを切れば、捏造写真の完成というわけだ」

「バカな、いくらなんでもそんなことをされて起きないはずが――」

「『界かい門もん』を催眠妖花の栽培地に繋つなげ、貴様を深い眠りへと誘った」

「なんという魔術の無駄遣い！」

「口で言うほど簡単ではなかったんだぞ？　光量のバランスやアングルなど、けっこう気を使ったんだ。特に、貴様が寝ているとわからないようにするのが大変だった」

　あっけらかんと言うリオだったが、俺おれは吹き出てくる汗を止めることができない。

　そういう事実はない、とわかったことは収穫だ。だが同時に、別の問題が浮上する。

「なんの目的があって、こんなもんを用意したんだよ」

「無論、貴様に言うことを聞かせるためさ」

　ニヤリと笑ったその瞬間――リオが玲れい樹じゆとダブって見えた。

　似ている、と。なぜかこんなときに、強くそう思えたのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      

「これが姉様の手に渡ったらどうなるだろうな？　シスコンの変態淑女を自称してはばからないあの姉様だ。貴様にどういった処罰を与えるか」

「あいつだってバカじゃねぇ。こんな写真一枚で騙だまされたりするかよ」

「ほう、よくわかっているじゃないか。だが、口実はできる」

「口実……？」

　オウム返しする俺おれに、リオは声を高くして言う。

「『リオに手を出したんだから私も真ま白しろちゃんに手を出してもいいわよね』という口実だ」

　身体からだ中じゆうを電流が駆け抜けた……っ！

　それは最悪などという度合いではない。この世の破滅にも等しい結末である。

「ま、待て。ままま待ってくれ。いくらおまえの姉がががガチ百合な人かもしれないとはいえ、そ、そそそんな非常識的な行為に及ぶわけけけけけけ」

「動揺しているぞ。語調から自信のなさが窺うかがえるな」

「い、いや！　仮に誤解されたとしても、懇切丁寧に説明すればきっとわかって――」

「ほう？　では、この写真が貴様の妹に渡ったらどうかな？」

　休むことを知らない攻勢に、俺の思考は真っ白、そして顔は真まっ青さおだ。

　その間、リオはまたケータイを操作し、どこかに電話をかける。

「代われ」

　そして俺に投げよこしてきた。

　このパターン。デジャヴを感じてしまうのは気のせいでしょうか。

「……もしもし」

『あっ、お、お兄ちゃん!?　えと、あの、このたびはどうもお日柄もよく……』

　電話に出ると、一日ぶりに聞く真白のエンジェルボイスが耳を癒した。

　だが精神は摩耗しっぱなしである。なぜここで真白が出るのか、なぜ真白の態度がよそよそしくなっているのか、考えたくないけど考えなければならない。

　兄が自分で答えを出す前に、できた妹が教えてくれた。

『お兄ちゃん、あの――彼女さんができたんだってね！　おめでとうっ！』

　――あらん限りの祝福という形で。

『と、突然のことでびっくりしちゃったんだけど、お兄ちゃんが好きになった人ならわたし、きっと仲良くできると思うからっ』

「……なあ真白。変なことを聞くんだが、その彼女っていったい誰だれのことだ？」

『へ？　誰ってリオさんでしょ？　玲れい樹じゆさんの妹さんで、お兄ちゃんの同居相手さん』

「ああ……そうだな。確かに玲樹さんの妹さんで、お兄ちゃんの同居相手さんだわ」

　なぜそんな話になっているのか――ああ、もうわかってるさ。玲樹がそういう風ふうに話したんだろ。そしてリオもその設定を活用させてもらったと。なら俺が真白の勘違いを正したとして、玲れい樹じゆやリオがどんな行動に出るか。想像するのは容易たやすい。

『きっといい人なんだろうね。お仕事が終わったら、絶対わたしにも紹介してよ？』

「あ、ああ……もちろんさ。真ま白しろも元気か？　セクハラされたりしてないか？」

『もう、どうしちゃったのお兄ちゃん。なんだか涙声だよ？　それにセクハラなんてされるわけないじゃない。だってこのお屋敷、女の人しかいないし』

　だから心配なんだよぉ！　と大声で言ってやりたい……。

　俺おれは話を合わせることしかできず、そうして偽りだらけの近況報告は終わった。

「なかなか心得た対応だったではないか」

「てめぇいったいなにが目的だゴラァ！」

「さしあたってはスペシャルロコモコセット九○○円だが、なにか？」

　俺の怒りなど、そよ風くらいにしか思っていない様子のリオ。

　結局、俺の彼女様は学食で九○○円もするスペシャルロコモコセットを食べたわけだ。

　俺？　もちろん二○円のパンの耳と昨日のピザの残りだよ。



　昼休み後。コウタやクラスの連中からとリオとの関係を詮せん索さくされたが、得意技の「俺、バイトがあるからさ」で振り切った。俺が苦学生であることは周知の事実なのである。

　唯一の懸念は、午後の授業が始まっても棗なつめが戻ってこなかったことだが……あいにく、そちらへのフォローをしてやれる余裕はない。

「思いのほか美味だったぞ、スペシャルロコモコセット」

　いま問題視すべきは、共に帰り道を行くこの浪費癖の魔術師様だ。

　リオはご満悦といった表情を浮かべてやがるが、俺は釣られて笑みを作ることもできやしない。なにせリオは九○○円のスペシャルロコモコセット、俺は二○円のパンの耳と余りものだからな。笑顔を作るためのエネルギーだって、そりゃ天と地ほどの差だ。

「露骨に不機嫌な態度を取らないでほしいものだな。私の好感度が下がるぞ」

「おまえの好感度なんて欲しくもねぇ」

「まだ気にしているのか。ケチな男はモテないぞ」

「甲か斐い性しようのないうちはモテなくて結構。女の子よりもお金に好かれたい」

「ふふふっ、貴様も変わった奴やつだな」

　なにがおもしろいのか、リオは無邪気に微笑ほほえんだりしている。

　そう、無邪気だ。こいつの行動からは邪気しか感じられないが、笑顔だけは無邪気と言い切れる。本当に、真白と並べて一緒に笑わせたら商売でもできそうな感じだ。

　……いやいや、なに笑顔に誤ご魔ま化かされてんだ俺は。

　すっかりペースを掌握されちまっているのが悩ましい。悩んでいたらあっという間に我が家についてしまった。昨日から住み始めた新居、愛あいノの巣す荘そうである。

「ただいま」

　お決まりの文句を言いながら部屋に入ると、後ろのリオが怪け訝げんな顔を浮かべた。

「どうして誰だれもいないのに『ただいま』を言うんだ？」

「どうしてって……家っていうのはそういうもんだろ。庶民の習慣かもしれねーが」

「ふーん、そうなのか。じゃあ私も、ただいま」

　後から入ってきたリオに、俺おれは「おかえり」と言ってやる。

　こういうところはかわいげがあるんだが……いや、ここは心を鬼にして接しなければ。

「座れ、鍵かぎ宮みやリオ――審判の時間だ」

　すでに座ざ布ぶ団とんの上に座っているリオに、俺は毅き然ぜんと言い放った。

「ん、なにか言ったか中二病」

「おまえの罪をいまここで暴く。さあ、覚悟しろ」

「中二病扱いしてもスルーとは……これは厄介な患者だな」

　なんとでもいえ。こういう口調で喋しやべると気持ちがのるんだよ。

「いいかリオ。俺たちがしているのは節約生活だ。その点は理解しているな？」

「無論だ」

「だがおまえは立て続けに無駄遣いをしている。それについて弁解はあるか？」

「ある。貴様の言う無駄遣いとは食費のことだろう。何度も言うが私たちがしているのは魔力の節約生活だ。生活費をいくら浪費しようと企画の趣旨には反しない」

「その考えがなってねーんだよ！」

　ビシィ！　と俺が鋭く指差すと、ビクゥ！　とリオの姿勢が正座になった。

「昼にも言ったが、節約っていうのは我慢が大切だ。おまえが抱えてる『魔力を消費しすぎちまう悪癖』は体質的な問題なのかもしれないが、だからって精神にまで浪費癖が染しみついちまってたら改善されるものもされない」

「ゆ、故ゆえに生活費の面でも節約を心がけろと、そう言いたいわけか？」

「そうだ。家が金持ちで、自堕落に生活していたという経歴から、相当な贅ぜい沢たくをしていたのだろうと推測できる。いきなり生活水準を落とすのは容易じゃないだろう。だがそれを乗り越えた先にこそ、一流たる節約戦士の称号が待っているのさ」

「ふむ……」

　正座で向かい合い、節約の心得を説く。リオは唇に指を添えての思案顔だ。

　態度こそ殊勝だが、こいつが一筋縄じゃいかないのはもう理解している。今回だって、

「わかった」

　なんだかんだと難癖を――あれ？

　いまこいつ、真顔で頷うなずかなかったか？

「あの、えっ、そ、そんなにすんなり？」

「それが私の悪癖を直す最善の方法なのだろう。ならば従うまでだ」

「いや、それはそうなんだけど、聞き分けがよすぎて逆に不気味というか……」

　なにか企んでいるのでは、という考えが働いてしまう。

　しかしリオの表情は真剣そのものだ。瞳ひとみから窺うかがえる穢けがれのなさは、とても嘘うそをついているようには思えない……こいつの目ってかわいい、いや大きいな。

「ま、まあわかってくれたのならいいんだ。以後気をつけてくれ」

「了解した。ああ、それと訂正しておくが、私が食事で無駄遣いをしたのは、なにも贅ぜい沢たくがしたかったからとかそんな理由ではないぞ」

「は？　じゃあなんであんな無駄に金を使ってたんだよ」

「理由は単純。私が無駄遣いしたときの君きみ色いろの反応がおもしろかったからだ」

　リオは真剣な表情から一転、あっけらかんとした顔で言った。

「お、おもしろかった……だと？」

「うむ。貴様と姉様のやり取りを観察していて思ったのだ。軽快なツッコミにオーバーなリアクション、溢あふれ出る中二センス。この男、いじったらおもしろそうだなあ――と」

　こ、こいつ……っ！

　正真正銘、間違いなく、疑う要素が皆無なほどに、鍵かぎ宮みや玲れい樹じゆの妹だ！

　いまになって、嫌になるほど強くそう認識できた。玲樹ほど露骨ではないが、リオは九○○円や例の偽装写真で狼ろう狽ばいする俺おれを、自らの愉悦にしていたのである。

　こ、これが鍵宮姉妹――姉も妹も、遺伝子レベルで人をいじるのが大好きなのか！

「恐るべきは鍵宮の血統……この『テンサウザンドの節約術師』がただの玩具おもちや扱いとは」

「どことなくかませっぽいセリフだな」

「フッ、だがいいさ。言質げんちは取った。今後、俺の前で無駄遣いはさせねぇ」

　おもちゃにされるのも甘んじて受け入れようじゃないか。

　節約はなによりも心構えが大事。本人にやる気が芽生えたのなら怖いものなしだ。

「というわけで、さっそく今日のノルマをこなすとするか」

「ノルマとはいったいなんのことだ？」

「なにって修行だよ。魔術を使うんだ。ほら、玲樹が言ってただろ。俺の『契節約ギアスセイバー』が効いている状態でリオが魔術を使えば、消費魔力増加の悪癖が矯正されるって」

「そうだったな。だが今日は無理だ」

「は？」

　耳を疑いたくなるような発言に、俺はまぬけな面を晒さらす。

「今日はもう魔術が使えない。よって、修行は中止だ」

「なぜ……？」

「昨日の魔術で魔力が切れた。まだ回復していない。故ゆえに今日は無理」

　なんてわかりやすい説明だろう。それでもやっぱり、俺おれは耳を疑いたい。

「私の言が信じられないなら、姉様にもらったあれで確認してみるといい」

「あれって――ああ、『端末図書ライブラリ』か」

　気づいた俺は『端末図書』を取り出し、さっそく画面を操作してみた。



【名：‥鍵かぎ宮みやリオ■称号：‥未登録■魔力：‥０／１００００】



　そこに表示されたデータを見て、言葉をなくす。

　燦さん然ぜんと輝くゼロの数字。魔力残量ゼロ。つまりはすっからかんだ。

「どういうことだよこれ……昨日見たときは２５００残ってたのに」

「魔力とはもちろん、魔術を使うことで消費されていく。昨日私が使用した魔術とその消費魔力を改めて計算してみるといい」

「たしか覆面三人組を倒すのに一回、水を飲むためにもう一回……あのときは俺が買い物に出てたから『契節約ギアスセイバー』の効果が発揮されず消費魔力が倍になっちまったんだよな」

「そして貴様を深い眠りへと誘ったのも魔術によるものだ」

「ああ、俺が起きないようにしたのも『界かい門もん』だったか。ということは、使用した魔術は全部で『界門』三回。悪癖で無駄に増加しちまった分も含めて……ぴったり一万か」

「正解だ。どうだ、これで私の魔力が０なのも理解できただろう」

「いやでも魔力って、たしか寝たら回復するんだろ？」

「うむ。体力と同じで、ぐっすり眠れば全快になるぞ」

「じゃあなんで昨日使った魔力がゼロのままなんだよ」

「実を言うと、昨日は寝ていない」

　リオは襖ふすまから布団ふとんを引っ張り出し、畳の上に敷き始める。

　学校から帰ってきたばかりだっていうのに、就寝の準備を始めてやがるのだ。

「おまえ、今朝は俺より早起きだったんじゃ……」

「バカな。前職ニートの私が早起きなどできるはずもない。あれは徹夜だ」

「ちなみにいまは？」

「超眠い」

「魔力が回復していないのは？」

「寝てないからだ」

「なんてわかりやすい奴やつだっ！」

「それほどでもない」

　リオはあろうことか、もそもそもそっ、と着替えもせずに布団の中に潜り込んだ。

「って、待て待て待て！　本気で寝るのか!?　俺はどうすりゃいいんだよ！」

「ううん……父さん疲れてるんだ。明日にしてくれないか」

「子持ちのサラリーマンみたいなこと言ってんじゃねぇ！　メシはどうすんだよ！」

「明日食べる」

「生活リズム狂いすぎだろ！」

「ひきこもりの生活リズムが狂っていないはずがない」

　俺おれがどれだけ騒ごうと、リオは枕まくらを抱っこして離さない。

　そして、

「ではな。おやすみ『テンサウザンドの節約術師』」

　寝た。

　反応が返ってこなくなったと思ったら、すぐに寝息が聞こえてきた。

　残されたのは、一人呆ぼう然ぜんと佇たたずむ俺。

「……明日からがんばろう」

　リオの無防備な寝顔を見ながら、虚こ空くうにつぶやいた。



    

  
    
      
第三話　どこにでもいる一般庶民の苦悩





　節約生活三日目。土曜日。午前一○時三五分。限りなく昼と言える時間帯。

　起床から三時間は経過している俺に対し、鍵かぎ宮みやリオは未いまだ夢の中にあった。

「むにゃむにゃ……ううん、もう食べられないよぉ……」

　毛布を蹴け飛とばし、枕をむぎゅーっと抱っこしながら眠るリオは、しわくちゃの制服姿。高校生でありながら、その外見は中二の真ま白しろと大差ない。しかもよだれ垂らしてるし。

　おかげで色気もなにもあったもんじゃないが、あったらあったで精神衛生上よろしくないしな。妹と同じ風ふうに扱えるのは、やりやすくて助かる。

「おい、リオ。起きろこら。布団ふとんが干せねーだろうが」

「んゥ……あと三分……」

「さっきから寝ね坊ぼ助すけの常じよう套とう句く言ってんじゃねぇ。叩たたき起すぞ」

「むぅ、仕方がない……では三○秒で我慢してやる……」

　起きてんのか寝ぼけてんのかよくわからないやり取りの後、リオが布団から出る。

　ふわぁぁぁ……と大きなあくび、そして伸びをした。

　ますますもって色気に欠ける。こいつには年とし頃ごろの女の子としての自覚とかないのか？

「む……なんだ。その残念そうな目は。私の身体からだががちんちくりんで残念さんですか」

「セリフがまだ寝ぼけてんぞ。それに素材はいいんだし、あんま自分を卑下すんなよ」

「よし、いまの発言はケータイに録音した。メールに添付して貴様の妹に送ってやろう」

「起きて早々なにやってやがるんだおまえは！」

　焦る俺おれだったが、すぐに「冗談だ」と返され安あん堵どする。くそっ、遊ばれてるな俺。

「そうだ、ケータイといえば……おまえ昨日、真ま白しろに電話かけてたよな？」

「うむ。貴様の妹はいま私の家にいるからな。家に電話して繋つないでもらった」

「なるほど。よし、繋いでくれ」

「やだ」

　逡しゆん巡じゆんもなく断られた。くっ、寝ぼけているいまならいけるかと思ったのに。

「節約生活が始まってまだ三日だぞ。もう妹が恋しくなったのか？」

「あ、あたりまえだろうが。妹を思いやる俺としちゃ、定期的に連絡を取れないのは不安でしょうがないっていうか、いまこうしている間にも、あの変態淑女が真白に変なイタズラでもしてんじゃないかといろいろ心配に……」

　兄の気持ちを熱弁していると、不意に着信音が鳴り響いた。

　テーブルの上に置いておいた俺のケータイだ。

「噂うわさをすれば、姉様からだな。出るなら外にしろ。その間に私はシャワーを浴びてくる」

「おう。湯も沸かしといたから、ゆっくり浸つかってきていいぞ。昨日入らなかったしな」

「む……あ、ありがとう」

　むず痒がゆい『ありがとう』の言葉を背に、俺は家の外へ。

　ケータイの通話ボタンを押し、電話に出る。

「もしもし」

『真白ちゃんのことなら心配しなくても大丈夫よ、お兄ちゃん』

　……おいおい。

　盗聴でもしていたとしか思えない第一声に、俺は眉み間けんを押さえざるをえない。

『おっと、君がどんな表情をしているのか容易に察することができる沈黙ね。でも安心して。盗聴器なんて仕掛けていないから。天井裏とか畳の下とか、絶対にないから』

「そうか。特に理由はないが今日は天井裏とか畳の下とか掃除してみることにするわ」

『綺き麗れい好きなのね。徒労に終わると思うから、あまりおすすめできないけど』

　その口ぶりからするに、盗聴器は天井裏や畳の下以外にもあるってことか。

　怒りや驚きを通り越して、なんかもう呆あきれてくるな。

「で、なんだ。わざわざ釘くぎを刺すために電話してきたのか」

『まあそんなところ。あんまりシスコンを見せると、リオに嫌われちゃうわよ？』

「見くびらないでほしいもんだな。これでも俺おれ、けっこう気に入られてるんだぜ？」

　玲れい樹じゆを翻ほん弄ろうするつもりで言ったこのセリフは、

『ふーん。そう。ま、私も真ま白しろちゃんに気に入られちゃって大変なんだけどね』

　しかし予想外の一言で返されることとなった。

「なん……だと？　おい、どういうことだ。詳しく説明しろ」

『もう毎晩のように求められてしまって。一回教えてあげただけなのに……』

「おまえうちの妹になにを教えやがった!?」

『君風ふうに表現するなら、穢けがれを知らない天使たちの禁じられた遊びってところかしら』

「やめろぉ！　真白を漆黒に染める気か!?」

『いまどきの女子中学生って、けっこう進んでるのね』

「お兄ちゃんの知らないところで！　頼むから詳細情報をください！」

『仕方がないわね。じゃあ真白ちゃんと代わりましょう』

　おろ。意外とすんなり要求が飲まれてしまった。

　しばらく待つと、

『あ、お兄ちゃん？　いまね、玲樹さんとベッド――』

　真白の声が聞こえた――と思ったのだが、ブツッ、という不穏な音が鳴ると同時に、急にうんともすんとも言わなくなっちまった。

　ケータイの画面を確認してみると……『充電してください』とある。

「そういや、これ預かってから充電とか一回もしてなかったな……」

　つーか、ベッドがなんだよ！　切れるにしてもタイミングが絶妙すぎんだろ！

「リオ！　ケータイの充電が切れたんだが――」

　ケータイを充電すべく、俺は再び家の中に駆け込んだ。

　――己の過ちを後悔したのは、その一秒後である。

　我が家は六畳二間。扉といえるものは玄関にしかなく、部屋は障子と襖ふすまで区切られているだけだ。だがそれは俺が家を出るとき開けっ放しだった。ということはつまり、玄関に入っただけで部屋の奥まで丸見えということである。

　そうして見えてしまったのが、脱衣中のリオさんだった。

　おそらく『さん』づけしないといけないほどの過失だっただろう。

　リオはブラウスとスカートを脱ぎ終え、大人っぽくもかわいらしい黒の下着を取り外す寸前だった。玄関から見える範囲で服を脱いでいたのは、部屋の狭さ故ゆえか。それとも男性に見られるという危機感に乏しいからなのか。

　制服姿のとき、こいつに抱いた印象は精せい緻ちな日本人形のそれだった。その印象は服を纏まとわぬことによってさらに強くなる。白い肌は下着の黒とよい対比になっており、細さや滑らかさが程良く強調されている。

「…………」

　あっ、リオさんと目が合った。

　いや、待て。落ち着け。冷静に。対処法をよく考えろ。

　昨日一昨日を振り返るに、リオは異性と暮らすことに特別変な意識を持ったりはしていない。風ふ呂ろだってそうだし、寝るのだって平気で同じ部屋だ。

　となれば、たかが着替えの瞬間を見られたくらい、どうってことはない可能性も――

「い、いつまで見て……」

　可能性なんてなかった。

　リオは頬ほおを紅潮させ、瞼まぶたをひくひくさせていた。

「出ていけこの愚か者がぁ――――――ッ！」

　次の瞬間、俺おれの顔面にまだ片づけていなかった枕まくらが飛んできた。

　その勢いはまるでミサイルのようだったが、炎とか電撃とかじゃなくてよかったと思っておく。なんせ相手は魔術師だからな。いや、その前に一人の女の子なんですがね。



　弁明があるとすれば「つい、いつもの調子で」といったところだろうか。

　真ま白しろと二人で暮らしていた頃ころは、お互い無意識のレベルで配慮していたというか、こんな馬ば鹿かげたハプニングは起こりえなかったのだ。仮に起こったとしても、笑って済ませたと思う。だって兄妹きようだいだし。

　が、リオが相手ではそうもいかない。

　こいつとは、一緒に暮らし始めてまだ二日しか経たっていないんだ。

　着替えを見られたけど笑って許すよ、なんて寛大な決着には……まあ、ならない。

「…………」

「…………」

　く、空気が死んでいる……っ！

　シャワーを浴びたリオは部屋着に着替え済み。水色のパーカーにショートパンツ、それにレッグウォーマーという格好だ。

　日中で暖かいとはいえ、冬場でこうも生足を晒さらしてしまうとは恐れ入る。せめてレギンスはけよ。と注意したくはあるが口やかましく言える雰囲気ではない。

「あの、リオさん……いえ、すいませんでした」

　むすっとしたリオの唇は、ぴくりとも動かない。まるで縫いつけられているようだ。

「謝る。このとおりだ。だから機嫌直してくれ。お願いします」

　俺はためらいもなく頭を下げる。

　女の子の着替えを見ちまったんだ。どう考えたって落ち度は俺にある。

　なら、下へ手たに言い訳したって仕方がねぇ。誠心誠意、謝罪するだけだ。

　やがてリオは大きく嘆息し、

「ん」

　俺おれの前に、なにかしらの機械を置いた。

　これは……見たことあるぞ。たぶん、携帯用の充電器だ。

「充電が切れたのだろう？　それを差しておけば勝手に充電される」

「お……おおう！　ありがとうな！」

　俺はリオに力いっぱい感謝し、さっそく充電器を取りつけた。

　通話可能になったところで、着信履歴から玲れい樹じゆの番号をコール。相手が出るのを待つ。

　しばらくして、

『あ、そのポーズいいわよ真ま白しろちゃん！　まるで女め豹ひようみたい！　え、それはさすがにマズくない？　リアル年齢的に。ああ、バレなければ問題ないと。確かにそのとおりね！』

　ブツッ。ツーツー……。

　こちらへの挑発としか思えない独り言を残し、切れやがった。

「うぁああああああああああああああああああああああああああああああああ……」

「吠ほえるなやかましい」

　うなだれる俺に、リオはとことん呆あきれた風ふうだった。

「まったく、見苦しいほどにシスコンだな。そんなに妹が大切か」

「あたりまえだろうが。たった一人の家族なんだぞ」

「危害を加えられているわけではあるまい。さすがの姉様もそこまで下げ衆すではないぞ」

「だが貞操の保証はされていないという……兄としてはその一点だけで夜も眠れません！」

　兄貴の妹愛なんて、他人には偏執的なシスコンとしか見られないもんだ。いいさ。コウタに言われ慣れてる。

　だがリオの場合は、

「それに、おまえだってけっこう想われてんじゃねーか」

「なに？」

「おまえの姉様。鍵かぎ宮みや玲樹。あれだって、一種の妹愛だろ？　そりゃ多少……いや、多分に変態的ではあるが」

　こいつだって、境遇は真白と似たようなもんだ。

　玲樹の奴やつ、なんだかんだで頻繁に電話かけてくるしな。昨日もリオが寝た後に電話してきて「リオの様子はどう？」「寝てる？　じゃあちょっとスカートめくって下着の色をチェックしてもらえる？」「よだれ垂らしながら寝ているところの写メを送って」だとか……いや、うん。一種の妹愛には違いないはずだ。たぶん。

　俺おれは強引にそう解釈することにしたが、リオはそうは思っていないらしく、

「……表面上は、な」

　どことなく冷めた目つきで、つまらなそうに畳を見やる。

「それはそうと、布団ふとんを干すとかなんとか言ってなかったか？」

「うん？　ああ、そうだった」

　今日は快晴で、気温も春みたいに暖かい。絶好の洗濯日和だ。

　本当はもっと早い時間にやっちまいたかったが、休日の前職ニート様は恐ろしく寝ね坊ぼ助すけみたいだからな。次からはしっかり対策を練ることにしよう。

　もっぱらリオ専用となっている布団はベランダへ。よだれまみれになっちまった枕まくらのカバーは洗濯機に放ほうり込んでおくか。

「と、そうだ。そういや、まだ風ふ呂ろの残り湯を汲くんでなかったな」

　俺はバケツを持って風呂場に向かい、そこで後ろから声をかけられた。

「なにをしている」

　もちろんリオだった。

　その瞳ひとみは、台所に出没する黒いアレを見るような嫌悪感に染められている。

「まさか貴様、私が浸つかった湯を飲み水に……」

「おう、もったいないからな――ってアホか！　なんで飲み水にするんだよ！」

「む、なんだ違うのか。では、ろ過したうえでとっておきの茶葉を……リオティーとか」

「飲料から離れろおまえは！　どこぞの変態淑女でもあるまいに、そんなアホらしいこと――いや。しないよな、さすがに。おまえの姉でも、さすがにしないよな？」

「…………」

　リオはかなり露骨に目線を逸そらした。

　なんだか怖くなったので、追求はやめておいた。

「で、実際にはどうするのだ、その残り湯」

「洗濯に使うんだよ。捨てんのもったいないだろ」

「……風呂の水だぞ？」

「言いたいことはわかる。だが心配するな、衛生的にも問題はない。すすぎにはちゃんとした真水を使えば、さらに万全だ」

　俺はバケツに湯を汲みながら説明するが、リオは嫌そうな表情のままこちらの作業を眺めている。くっ、こんなの節約術の中じゃ初歩中の初歩だぞ。洗剤で有名な某企業のお墨つきだぞ。そんなかわいそうな目で人を見るんじゃねぇ。

「よし、ちょっと待ってろ」

　納得のいかない俺は、台所から空のペットボトルを一本持ってくる。

　これは、初日に買ってきたあのミネラルウォーターのものだ。

「風ふ呂ろの残り湯には、こんな使い方もある」

　リオに見せつけながら、俺おれは残り湯を空のペットボトルに注いだ。

「……どうするのだ、それを」

「今日の風呂に、このまま入れる」

「するとどうなる」

「このペットボトル分、水かさが増すんだよ！」

　ペットボトルの体積分、浴槽に入れる水の量が減るって寸法だ。一本入れれば二リットル、二本入れればその倍、多ければ多いほど水道代を抑えることができる。

　まあその分窮屈な入浴になっちまうが、そこは我慢して然るべきところだろう。

「貴様は、その、なんというか……残念な人なのだな」

「なに!?」

　リオの瞳ひとみからは嫌悪感が消え、代わりに哀れみの色が表れている。

　いや、耐えろ。耐えるんだ俺。節約術というものはそう、いわゆる『そんなことをする必要はない層』から見れば、とても残念な技なんだ。だからといっていまさら恥じるものでもない。むしろこの恥を飲み込めなければ、真の節約術師は名乗れないぞ。

「思うのだが、それは主に水道代をケチるための小細工だろう」

「ケチる言うな！　あと小細工じゃなく節約術だ！」

「呼び方を変えようが小細工は小細工じゃないか。まあどちらでもいいとして……そもそも水道代は姉様の負担だろう。貴様の報酬にも響かないし、節約してなんの得がある」

　リオがもっともな指摘をする。

　ああ、もっともだ。だがな、そのもっともは改めなきゃいけないもっともなんだぜ。

「いいかリオ。昨日も言ったが、節約で大切なのは心構えだ。たとえ直接の得にはならなくとも、日々節約を怠らないことによって俺たち節約戦士の精神は鍛え上げられていく」

「ふむ。節約で得することに意味があるのではなく、節約すること自体に意味があると」

「ああ、そのとおりだ」

「見事だ。さすがは『テンサウザンドの節約術師』」

「フッ、そんなに褒めるな」

「それだけ崇すう高こうな精神を持っているなら、多少の出費など痛くも痒かゆくもないな」

「うん、なんの話だ？」

　ピンポーン。

　突如、来客を告げるインターホンが鳴った。

　視線だけで「出てみろ」と促すリオ。なんだか嫌な予感がしてきた俺。

　玄関を開けてみると――

「毎度どうも！　お客様に成功をお届けする、あなたの町のサクセスピザです！」

　バイトとは思いがたい営業スマイルと熱あつ々あつのピザを携えた、若いお兄さんだった。

「…………」

　あ、あっれぇー？　なんかこの展開、前にもあった気がするぞ。

　俺おれは代金一三○○○円を支払い、プリンセス・マルゲリータとツナマヨマイルド、甘辛照り焼きチキンミックスにバジルトマトシーフードを一個ずつ受け取った。

　とりあえずプリンセス・マルゲリータを開けてみると、うわあ。赤、白、緑の色合いが、まるで本場イタリアの国旗をイメージさせるようだ。

「うむ。これもおいしそうだ」

「……いつだ。いったいいつ注文した？」

「貴様が私の着替えを覗のぞいたときだ。外に追い出した後、ついカッとなって」

「言いましたよね、リオさん。もうお金の無駄遣いは――」

「昨日は夕飯食べてないから空腹だなー。下着姿を見られたからなおのこと空腹だー」

　俺はプリンセス・マルゲリータを黙って姫に献上した。

　――節約生活三日目。今日は一つ発見がありました。

　女の子の着替えを覗いた罪ってのは、そう簡単に許されるものでもないらしいです。



    

  
    
      
第四話　その一線を超えてはならない





　節約生活四日目の日曜日。正午前。気温は暖かく、惰眠を貪むさぼるには絶好の陽気だ。

　チュンチュン。どこかから小鳥の囀さえずりが聞こえてくる……そんなまどろみの中、

「起きて。ねえ起きてってば」

　俺の覚かく醒せいを促さんとする声があった。

　その声質は柔らかく、どこか懐かしい。ああ、しかしなんというヒーリングボイスだろう。こんな素敵な声で起こされたとあっては、寝坊などできるはずもない。

　気けだるい挙きよ措そで布団ふとんから起き上がる、と――

「お、おはようございます。お兄ちゃんご主人様っ」

　メイドさんがいた。というか妹だった。

「…………」

　メイドさんがいた。というか妹だった。（二回目）

　どういうことだ。目の前に真ま白しろがいる。離れ離れになったはずの真白がいる。そしてメイドさんになっている。正確にはメイド服を着ている。ああ、なんだ夢か。

「玲れい樹じゆさん祭まつり子こさん！　お兄ちゃんの時間が止まっちゃったよ!?」

「やっぱり『お兄ちゃん』と『ご主人様』の複合技には無理があったようね」

「思うに、君きみ色いろ様がフリーズしているのは呼び名が原因ではなさそうですが」

　って、夢なわけあるかぁ！

　ここはリオと共に暮らす愛あいノの巣す荘そうで間違いない。そして畳の上で寝起きの俺おれを出迎えているのは、天使の真ま白しろと悪魔の玲樹、おまけに本職メイドの祭子からなるトリオだ。

「……朝っぱらからなんの用だよ」

「見てのとおり、朝ドッキリよ。ま、ちょっとした休日のサプライズね」

「お兄ちゃんお久しぶり！」

　玲樹の超簡素な説明が終わるやいなや、真白が猛烈な勢いで俺に抱きついてきた。

「二日会ってないだけなのに、なんだかすごく懐かしい感じがするよ。元気だった？」

「お、おう。真白……だよな？　本当に真白なのか？　実は真っ黒とかじゃないか？」

「もう、お兄ちゃんってば妹の顔を忘れちゃったの？　だったらすごく悲しい……」

「そんなこと、天地がひっくり返ったってありえん！　正真正銘、おまえは俺の妹だ！」

「お兄ちゃん！」

　ガバッ！　と俺も勢いのまま真白と抱擁を交わす。



    

  
    
      



    

  
    
      

　ああ……この温もり、柔らかさ、甘い匂におい。どれも真ま白しろ特有のものだ。

　鍵かぎ宮みや玲れい樹じゆという暴君に囚とらわれながら、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの兄を起こしに来るなんて……健けな気げだ。健気すぎる。うう、なんてかわいいんだろう！　この子、この子うちの妹なんですよ！

「はっ！　お兄ちゃんダメ！　抱きつき禁止！」

　再会の抱擁は長くは続かず、真白が俺おれを突き放すことで終了した。

「ま、真白……!?　なんで……」

「そ、そんな悲しい顔しないで。わたしももっとお兄ちゃんとぎゅーってしてたいけど、それはよくないと思うの。だってほら、リオさんの前だし」

「リオさん……だと？」

　真白の発言にハッとした俺は、部屋の中を見渡す。

　隅っこにそいつはいた。

「……ずいぶんと仲がよろしいことだな」

　鍵宮リオ。現在の俺の同居人である。

　すでに部屋着に着替え済みのリオは、なぜか膝を抱えて不機嫌面を浮かべていた。

「あ、リオさんともご挨あい拶さつしたよ。すっごくかわいい彼女さんだよね」

　かわいらしく微笑ほほえむ我が妹に、俺も笑みで返す。

　ああ、本当にかわいいな。唯一の不満があるとすれば「彼女さん違う！　おまえは騙だまされてるんだ！」とはっきり言えないことである。埋まる！　外堀が埋まっちまう！

「お兄ちゃんなんだか元気ないよ？　ほら、布団ふとんから出て顔洗おう」

　そこで真白が立ち上がり、俺も布団から起き上がろうとして――脳裏に衝撃が走った。

　原因は俺と真白の位置関係にある。俺の身体からだは未いまだ布団の中にあり、そこから上半身だけを起こした状態だ。真白もさっきまで俺と目線を同じくしていたのだが、俺を起き上がらせるためにたったいま立ち上がった。

　故ゆえに、俺は布団から真白の全身を見上げる形になる。そこで初めて気がついたのだ。

「真白、おまえ……なんてはしたない格好をしてるんだ！」

　我が妹の服装は前述のとおりメイド服である。だがそれは祭まつり子この着ているようなスタンダードなものではなく、どちらかというとコスプレ衣装のような代物だった。

　冬場だってのに袖そでは肘ひじを隠していないし、スカートは超ミニ。下から見上げれば――というか、布団から見上げるだけでもピンク色の下着がチラリと見えてしまう。間違っても仕事着とは思いたくない際どさがあった。

「あのねお兄ちゃん。メイドさんっていうのはランク制なんだよ」

「ランク制？」

「うん。新米メイドさんのメイド服は半はん袖そでで、スカートの丈も短くなきゃいけない決まりなの。一人前に近づくにつれて、袖やスカートの丈も長くなっていくんだよ」

「ああ。そういやおまえ、いまリオの家でメイドさんやってるんだってな」

「そうなのです。それにほら、祭まつり子こさんのメイド服はちゃんと長なが袖そででしょ？」

　本職メイドの祭子はその場でくるりと一回転。ロングスカートがひらりと舞った。

「なるほど。祭子は上級ランクのメイドだから真ま白しろと違って長袖ロングスカートなのか」

「うん。そういうことだよお兄ちゃん」

　うちの妹が盛大に騙だまされています！

　ああ、だけどこの純じゆん真しん無む垢くな瞳ひとみ……自分が騙されているなんて微み塵じんも思っていないんだろうな。駄目だ。お兄ちゃんに真白の純真を汚すことなんてできない。

「お兄ちゃん、あくびで涙が出てるよ？」

「……顔洗ってきます」

　決してあくびのせいではない涙を拭ぬぐいながら、俺おれは朝の洗顔を済ませることにした。

　その後パジャマから着替え、さてメシはどうするかな、なんて考えていると、

「では真白様。我々はそろそろお昼の支度をしましょうか」

「はい祭子さん。お兄ちゃん、すぐに作るから待っててね」

　祭子が冷蔵庫から食材を取り出し、真白も台所に調理器具を並べ始めた。

　真白の手料理か……久しぶりだ。メイド服姿で台所に立つ我が妹を見ると、どうにも顔がにやけちまう。でも食材残しといてよかったなあ。初日に買い込んだはいいけど、ピザの処理に追われて冷蔵庫の肥やしになってたんだよな。

「あら、だけど卵がないみたいですね。真白様、少し買い足しにいきましょうか」

「了解です祭子さん！」

　小さな握り拳こぶしを作ってのやる気満々ポーズで答える真白。うむ、かわいい。

「というわけでお兄ちゃん、すぐ帰ってくるから待っててね。いってきまーす」

　そして真白は超ミニスカメイド服のまま買い物へ――ってちょっと待てい！

　俺は呼び止めようとするが、時すでに遅し。玄関の扉はバタンと無情な音を響かせ、人様にはあまり見せたくない格好の真白が外の世界に旅立ってしまった。

「お、追わなければ！」

「追わなくてよろしい。それより、君にはやるべきことがあるわ」

　俺の肩をむんずと捕まえたのは、呆あきれ顔がおの玲れい樹じゆである。

「なんだよ、やるべきことって。それは真白の貞操よりも大事なことなのか!?」

「修行の経過を見たいのよ」

「経過だと？」

　言ったのはリオだ。真白がいなくなったからか、不機嫌面は一層険けわしいものになる。

　玲樹はものともしない風ふうに告げた。

「出かけるわ。お昼ごはんまでに戻りたいのなら、手早く支度することね」



　俺おれとリオ、そして玲れい樹じゆの三人は、近所の公園まで足を運んだ。

　ここは俺が玲樹と初めて出会った公園で、遊具の数は少ないが敷地が広い。休日はもっぱら子供の遊び場と化しているのだが、今日は俺たちを除けば無人だった。理由は、

「事前に結界を張っておいたわ」

　ということらしい。

「結界……さすがは魔術師だな。なんてそれっぽいものを」

「たぶん君の想像している結界とは効力が違うわよ。物理的な侵入を防ぐのではなく、この公園全体を認識できないように……このへんの解説は無駄だから省きましょうか」

　周囲を見渡してみるが、特に視覚的な変化はない。公園の外では複数人の奥様方がベビーカーを伴い談笑していたが、中に入ってくる様子もなさそうだ。

「それで姉様、これからなにを始めるというんだ？」

「リオが習得しているもう一つの魔術――『弾だん花か』を、この場で練習しなさい」

「なんでいまさらそんなことをしなければならないのだ、ヒゲ」

「はぅぅぅぅぅん！」

　実の姉に向かって、ヒゲ！　生えてないのに、ヒゲ！

　そしてヒゲで身み悶もだえできる姉って……いや、だが今回の復帰は早かった。

「うふふ、口く惜やしいけど今日は真ま面じ目めに進行させてもらうわよ」

「まだ顔がにやけてるぞ」

「わざわざ公園まで来て結界で人ひと避よけをしたのもそのためよ。とりあえず一セット二五回を四セット。これは明日以降も続けてもらうわ。ふひひ」

　説明は立派だが、最後に「ふひひ」とかこぼされたら台なしである。

「だから、なぜいまさら『弾花』なのだ。理解に苦しむぞ」

「なあ、その『弾花』ってどんな魔術なんだ？」

「私が幼少の頃ころに習得した魔術だ。消費魔力は基本２。エアガン程度の威力しか出ない攻撃魔術で、いまさら練習するまでもない初歩中の初歩だ」

「そんな初歩中の初歩でも、誰だれかさんは魔力を何倍も使っちゃうんだけどね」

　明らかに挑発と見て取れる発言に、リオの視線が鋭くなった。

「いい目ね。ゾクゾクしちゃう――という本音は抑えて」

「おまえって本当にシリアスが似合わんな」

「もう一つの魔術『界かい門もん』だと、君きみ色いろくんが持つ『契節約ギアスセイバー』の恩恵を受けても一日に四回しか使えない。それよりは、回数をこなせる『弾花』のほうが効率的と判断したのよ」

「なるほど、質より量の練習方法ってわけだな」

　専門家の言うことだ。素人の俺としては異論もない。

　リオも同様で、特に拒否を示したりはしなかった。別段ノリ気って様子でもないが。

「それじゃ、さっそく始めましょうか」

　そう言って、玲れい樹じゆは手て頃ごろなベンチに空き缶を並べ始める。リオは数メートル離れた位置から『弾だん花か』でこれを狙ねらい撃つのだそうだ。なんつーか、まんま射撃訓練だな。

「ではいくぞ――『弾花』」

　定位置についたリオが右手を鉄砲の形にし、魔術名を唱となえる。続いて人差し指の先端が淡く発光し、しばらくの溜ためを作って――解き放たれた。

　その速度は『界かい門もん』の雷よりも遥はるかに劣る。指先から放たれた光弾は空き缶の一つを正確に射抜いたが、威力はカンと軽い音を立てて弾はじけ飛ぶくらいだった。

「……地味だ。凄すさまじく地味だ」

　撃った張本人がものすごくダウナーな感じに漏らす。

「なぜ私がこんなバトルモノの修行編みたいな真ま似ねを……もうやめたい……」

「まだ一発しか撃ってないのに!?　それに、オリゼロにも修行編はあったただろ！」

「私がオリゼロで一番退屈に感じた話だ」

「なんでだよ、おもしろかったじゃん！　師匠がいいキャラしてて――」

「君たち、庶民的なラノベトークは後にしなさい」

　リオは口では不平を言うものの、その後も手を止めるようなことはなかった。空き缶に黙々と『弾花』を撃ち続け、与えられたノルマをこなしていく。

　一方、俺おれは『端末図書ライブラリ』を手に『弾花』の使用回数とリオの魔力残量をチェック。



【魔術名：‥『弾花』◇系統：‥攻撃魔術◇消費魔力：‥２】



　玲樹の説明どおり『弾花』の消費魔力はたったの２。魔力を消費しすぎてしまう悪癖を持つリオの場合、普段ならこの消費魔力が４とか８とかになるのだろうが、俺の『契節約ギアスセイバー』が発動しているおかげでいまはきちんと２ずつ減っている。これ、もしリオの悪癖が直ったら１とか０にすることも可能なんだろうか。

　しかし、『界門』以外にも使える魔術があったとは盲点だったぜ。

「なあ玲樹。リオが使える魔術って他ほかにはどんなのがあるんだ？」

「ないわよ。リオが習得しているのは『弾花』と『界門』の二種類だけ」

「あれ、そうなのか？」

「君きみ色いろくん。君、魔術師なら誰だれもが雷や水を出せたり、攻撃系から防御系まで幅広くマスターしているとか思ってない？」

「まあそんなイメージはあるな」

「大抵の魔術師は自身の一番得意とする魔術――筆頭魔術っていうんだけど、これ一本に磨きをかけるものなの。複数の魔術を習得している魔術師もいるにはいるけど、その場合は筆頭魔術を際立たせるための補助魔術だったりするわね。その点、リオの筆頭魔術である『界かい門もん』はオールマイティな召喚魔術。これ一つで攻撃から防御、雷に水に炎にと、その応用力は他ほかの魔術と比べものにならないわ」

「あの魔術、そんなにすごかったのか」

「一般の魔術師の魔力容量が二ふた桁けた三桁台って話をしたでしょ。そんな中、リオの魔力は一万で『界門』の消費魔力は２５００。四桁よ。どれほどの代物か考えてみて」

「……とんでもないな」

　そのとんでもない魔術が、水を飲むために使われているところがさらにとんでもない。

「ん、じゃあ『界門』って玲れい樹じゆにも使えないのか？　おまえの魔力たしか三桁だよな」

「普通の方法では、ね」

　また思わせぶりだな……つまり、工夫すりゃ使えないこともないってことか？

　とか考えていたら、リオの手元から雷が出た。

『端末図書ライブラリ』で確認。あいつ、いま『弾だん花か』じゃなくて『界門』を使いやがった！

「こらリオ！　こんなところで『界門』を無駄撃ちするんじゃねぇ！」

「だって、地味でつまらなかったから」

「節約の鉄則は『安く済ませろ』だ。高いものは選ばず、できる限り安いものを選ぶべし。数をこなすことが重要だっていうんなら、ここは低燃費の『弾花』で我慢しとけ」

「むう」

　渋々といった感じに頷うなずき、修行再開。リオの指から再び光弾が放たれる。

　玲樹は、真剣な面持ちで妹の魔術修行を眺めていた。

「……なあ、一つ確認させてもらってもいいか？」

「なにかしら？」

「この修行、魔力の節約を覚えるっていうのは、魔術師として成長するためだよな？」

「あたりまえでしょ」

「なら、魔術師として成長する理由は――戦うため、でいいんだよな？」

　いい機会だと思った。

　故ゆえにこそ、俺おれは魔術師の領域のさらに奥へと足を踏み入れる。

「魔術師の歴史や存在意義なんて、一般庶民の俺にはわからない。おまえもわざわざ説明したりはしない。でもある程度の推測はできる。魔術師の本領ってのは戦闘なんだろ？」

「どうしてそう思うの？」

「実際に戦う姿を見ちまったし、リオを狙ねらっている敵の存在も示されてるしな。この『端末図書』には攻撃魔術なんて単語も表示されてる。物騒な世界だってのは容易に想像がつくさ。そもそも、魔術師ってのは昔からバトルモノに引っ張りだこな職業だ」

「庶民的な発想ね。でも間違いではないわ」

　いまさらな確認ではある。それでも、俺おれは聞いておかなければと思った。

「なんで戦うのか、どうすれば戦いは終わるのか、そういうのはまだ訊きかないでおく。この場の質問は、とりあえずだ。おまえ――リオをどうしたいんだよ？」

「初めに言ったでしょう。魔術師として成長してほしいのよ」

「成長させて実戦に立たせるのか？」

「……深入りしすぎよ、君」

　玲れい樹じゆは眉み間けんのあたりを指で摘つまみ、重々しくため息をつく。

　そしてケータイを取り出し、誰だれかと通話を始めやがった。

「……ええ、ええ。細かい説明は任せるわ。じゃ、そういうことで」

「おい。まだ人が話してる最中――」

「祭まつり子こに指示を出したわ。お昼は中止して真ま白しろちゃんと屋敷に戻るようにって」

　えっ。

　……なに？　どういうこと？　真白は俺にお昼ごはん作ってくれるんじゃなかったの？

「君きみ色いろくん」

　玲樹はケータイをしまい、明らかな作り笑顔でこう言った。

「それ以上詮せん索さくしたら――私は今夜、真白ちゃんに夜よ這ばいをかけます」

「戦う理由とかどうでもいいがなぁああああああああああああああ！」

　超反射で叫んだ。

　やっべーなんだこの女！　訊かれたくないことを質問されたからって最悪の方法で話を逸そらしやがった！　っていうか真白の手料理！　ああもうなにやってんの俺のバカ！

「一つ忠告させてもらうと、君は雇われの身で非魔術師の一般庶民。弁わきまえるべきところは弁えてもらいたいの。ではないと大変なことになるわよ。真白ちゃんの性癖が」

「てめぇうちの妹になにを教える気だ！」

「素晴らしき百合の世界」

「真白の好きな花はチューリップだよ、この野郎ッ！」

　――俺が玲樹と激しい攻防舌戦を繰り広げているうちに、リオがノルマを達成させた。

　とりあえず明日以降もこのメニューをこなしていくことに決まり、今日の修行は終了。

　大急ぎで家に戻ってみると、やはり誰もいなかった。が、真白が持ってきてくれたのだろう。白猫さんアップリケが目印の綾あや瀬せ家専用エコバッグ（食材入り）が玄関に残されていて、俺の涙を誘った。

　……真白のメイド姿、どうせなら写真に撮っておくんだったな。



    

  
    
      
幕間　前兆





　鍵かぎ宮みやリオと綾あや瀬せ君きみ色いろが節約生活を始めて四日目の夜。

　魔術師の決闘場として選ばれたのは、学校の校庭だった。

　数日前から学舎として通い始めた校舎を背に、“〝神装職人”〟鍵宮玲れい樹じゆは双剣を振るう。

　それを受ける黒くろ尽ずくめの騎士は、突撃槍やりと盾で武装していた。全身を隙すき間まなく覆う騎士甲かつ冑ちゆうの全長は玲樹の三倍ほどもあり、その巨大さを活かして苛か烈れつに攻め立てる。

「祭まつり子こ、足！」

「『部装強化エクイツプ』――対象を我が主の脚部へ」

　玲樹の指示を受け、後方にいた祭子が肉体強化の魔術を行使する。

　両者の契約の証である指輪が同時に発光、次いで玲樹の脚部にも光が灯ともり、爆発的な跳躍力を生む。軽々と騎士の頭上を取った玲樹は、その頂に双剣の刃を突き立てた。

「“〝完装従者フオロワー”〟が主の肉体を強化支援、“〝神装職人”〟が武器を製造し振るう――なるほど。単純ではあるがよくできた型だな。魔力にも無駄がない」

　こぼしたのは、闘争の中心地から少し離れた場所に立つ金髪の男“〝闇陶芸師”〟である。

「次、決めるわよ！」

「はい。『部装強化』――対象を我が主の刃へ」

　玲樹が新たに指示を出し、祭子が詠唱。瞬間、玲樹の握る刃が灼しやく熱ねつの色を帯びた。

　兜かぶとに突き立った双剣を左右に払い、敵の頭部を破壊。しかし騎士は活動をやめず、着地した玲樹に突撃槍を突き出す。先読みしていた玲樹はこれを回避し、反撃を浴びせた。

「ふむ。『巨兵の造』も通じんか」

　双剣によって三枚に分割され、黒尽くめの騎士は素材である闇やみへと没していく。

「やはり、ヒト型よりも獣型だな。相手が武器の扱いに長けた“〝神装職人”〟ともなればなおさらだ。叶かなうなら、手合わせした当人にも感想を求めたいのだがね」

　玲樹自身は強敵を屠ほふったという感慨もなく、乱れた髪を掻かき分けながら、

「もうやめにしない？」

　一人安全圏にいる“〝闇陶芸師”〟へ、うんざりしたような一いち瞥べつをくれた。

「こう毎晩仕掛けられてきても困るのよね。おかげで連日徹夜続きだわ」

“〝闇陶芸師”〟がこの町を訪れ、玲樹と対たい峙じして以来――襲撃は毎日のようにあった。

　タイミングは決まって日が落ちてから。闇を繰る“〝闇陶芸師”〟にとって、夜は自分の力を最大限に発揮できる時間帯なのだ。

　玲れい樹じゆはその都度“〝闇陶芸師”〟の撃退に当たっているのだが、問題はこの男の戦法――いかなる状況においても『攻め切らない』という点にある。

「もういい加減、私の作戦にも気づいているんでしょう？　攻めあぐねているようだし、そろそろ降参してくれるとありがたいんだけど」

「俺おれにも面めん子つがある。鍵かぎ宮みやの守護は是が非でも攻略させてもらうさ。いずれな」

「いずれ、ね……そう言わず、いま全力でかかってきなさいよ」

「力攻めなど魔術師としては三流だ。安い挑発に乗る者も同じくな」

「あ、そう。なら、味方の増援が来るまで時間稼ぎに徹するのが一流なのかしら？」

　ぴくり、と“〝闇陶芸師”〟の眉まゆ根ねが釣り上がる。

「でも来ないわよね、増援なんて。なにせあなたは、掴つかんだ情報を仲間に告げず隠匿し、自分一人で功績を上げようとしている――要は抜け駆けしようとしている立場だものね。来られたら逆に困っちゃう。そうでしょ、《大家族グラン・フアミリア》の三男さん」

「……これは驚いたな。まさか組織での俺の位まで知っているとは」

「鍵宮の情報網を甘く見ないことね。他ほかにも知ってるわよ。あなたが『凶まが星ぼし』でなにをしようとしているのか。あなたの所属する組織――《大家族》が掲げる目的に、どう関係しているのか。なんだったら、私からあなたのお仲間にリークしてあげましょうか？」

「笑える冗談だ」

　その言葉を置き土産に、“〝闇陶芸師”〟の身体からだは周囲の闇やみに溶け込むようにして消えた。

　――このように、“〝闇陶芸師”〟は戦況がどうであれ常に余力を残した状態で撤退する。

　強力な逃走用の魔術を有しているため、追撃は困難。そのくせ本人は敗戦を気負っている風ふうでもないため、玲樹としてはフラストレーションの溜たまる一方だった。

「おつかれさまです。また逃げられてしまいましたね」

　主人の傍らに付き添っていた祭まつり子こが労ねぎらいの言葉をかける。

　玲樹の顔に疲労の色はないが、現状に気分を悪くしているのは見るも明らかだった。

「最悪よ、あいつ。使う魔術もねちっこいけど性格や戦法までねちっこい。ゴリ押しでぶっ飛ばしたいところだけど、ああいうのに限って切り札を隠し持ってたりするのよね」

「玲樹様をストレスで殺し切ろうと考えているのなら、厄介な相手だと思いますが……」

「向こうは向こうで策を巡らせているんでしょう。問題はどっち狙いかってところなんだけど――」

「忍しのび子こちゃんの持ち場、変更しておきますか？」

「……そうね。通達お願い。気を引き締めるように、と」

　その日の決闘も、小競り合いと呼べる程度の規模で終わった。

　戦局が大きく動いたのは、後日――まだ夜が訪れる前のことだった。



    

  
    
      
第五話　暗黒襲来





　休日が明け、月曜日。節約生活は五日目を迎えた。

　リオにとっては三回目の登校となる本日だったが、相変わらず俺おれ以外の人間と喋しやべる気はないらしい。その理由について訊きいてみると、

「他ほかの奴やつらは君きみ色いろと違って、いじってもおもしろくない」

　とのこと。なんだその理由。

　節約生活とは関係ないが、この状況は一緒に暮らす者としていかんともしがたい。

　そこで、俺は秘密兵器を用意することにした。

「――聞けみんな！　俺はこれより、もやしフェスの開催を宣言する！」

　昼休み開始直後。俺が教室の中で叫ぶと、皆が一斉に振り向いた。

　ざわめきが聞こえる――「もやしフェスだと!?」「嘘うそ、綾あや瀬せくんのあれがまた？」「文化祭のときの伝説がこうも早く蘇よみがえるのか……っ」――フッ、なかなかいい反応だぜみんな。

　だが唯一、転校生のリオだけはきょとんと首を傾かしげていた。

「連中はなにを騒いでいるんだ？」

「騒ぎの理由はこれだ。見よっ！」

　俺は鞄かばんの中から例のブツを取り出し、どんと机の上に置く。

「これは？」

「見てわからないか？　これはな――俺の手作り弁当だ！」

　包みを解き、ランチボックスを展開。現れたのは特大サイズの重箱だ。一段目は一面の白米。その上、二段から五段まではたっぷりのもやし炒いため。他に邪魔なものはない。

　熱狂するクラスメイツ。一方、リオは困惑気味に周囲をきょろきょろしている。

「な、なんだ？　君色の貧乏臭漂う弁当のなにが、皆をここまで盛り上げるのだ？」

「転校生の鍵かぎ宮みやが知らないのも無理はない。その疑問には俺が答えよう」

　颯さつ爽そうと登場したのは、以前リオにモブキャラ扱いされた我が親友、広橋コウタだった。

「あれは一ヶ月前の文化祭のときのこと……俺たちのクラスは焼きそばの店を出したんだが、麺めんが完売した段階で具材のもやしが余りまくるという事件が発生してな。もったいないからと、君色がそれでもやし炒めを作りクラスのみんなに振る舞ったんだ」

「ふむ。それで？」

「なんと、驚くことに……そのもやしが！　超うまかったんだよ！」

　その一件こそ、後に語り継がれし『もやしフェス』――

　俺おれの作ったもやし炒いためは大反響を呼び、食べた者全員を虜とりこにした。以降伝説となり、事あるごとに「またもやし食わせてくれ」とせがまれるようになったのである。

「……それだけでこの盛り上がりなのか？」

「自分で言うのもなんだが、それほどのものだってことさ」

　百聞は一見に如しかず。いや、百聞は一食に如かずといったところか。

　俺は自分の席にリオを座らせ、目の前にもやし入りの重箱と箸はしを置く。

「大量に作ったからな。食いたい奴やつはつまんでいってくれ。ただし、最初の一食はリオに譲ってもらう」

「私が？　なぜ」

「これはおまえのために作った昼飯だからな。そして、もやし炒めは節約戦士である俺が最も得意とする料理でもある。同居人として、純粋にその味を知ってもらいたいのさ」

　それとは別に、リオとみんなの距離を近づけるという狙ねらいもある。交友を築くにはみんなで一緒に飯を食うのが一番、というのが俺の持論だ。故ゆえにもやしフェス、祭りである。

　箸を持ち、俺の特製もやし炒め弁当と向かい合う。

「炒めてあるな」

「おう、丁寧に炒めた」

「わざわざ五時起きとかして、私が寝ている間にこそこそ作ったのか。ご苦労だな」

「そんなに早くは起きてねーよ。おまえが寝ね坊ぼ助すけなだけだ」

「では……いただきます」

　行儀よく礼をして、リオはもやしを口に運んだ。

　節約生活が始まって五日目。リオが俺の料理を食べるのはなにげに初である。昼や夜はもっぱら頼みすぎたピザだったし、もともと少食らしく朝は抜くこともあった。

　そんなリオが、はたして一般庶民のお手製料理にどんな反応を示すか――

「おいしい！」

　返ってきたのは、俺の予想に反した素直な感想と満面の笑顔だった。

「な、なんだこれは……本当にもやしなのか？」

「あ、ああ。見てのとおりのもやし炒めさ」

「おかしい。私の知るもやしとは野菜のはずだ。なのにこれは肉みたいな味がする」

「もやしってのは畑のお肉だからな。しかもメインの味付けには焼肉のタレを使ってる」

　ビタミン・ミネラル豊富で栄養的にも文句なし。そのシャキシャキとした食感は少量であっても食す者に確かな満足感を与えてくれる。なにより安い。ザ・節約戦士の味方。

　故に、もやし炒めは俺の得意料理なのだが……こうも素直に褒められるとは。

　というか、なんだ。

　こいつ……笑うとむちゃくちゃかわいいんだな。

「ちなみに作りたてはもっとうまいぞ。気に入ったんなら晩飯も俺おれが作ろうか？」

「こ、これ以上だと……!?　君きみ色いろはなんなのだ、まさか鉄人なのか？」

「料理の？」

「もやし鉄人なのか！」

「ははっ」

　なんだか嬉うれしいことを言われてしまったので、いつものようなツッコミを返せない俺がいる。調子が狂うっていうか、くそ、なんだこいつ。やっぱかわいい。

　リオが笑顔全開で箸はしを進めていると、クラスの連中も自前の箸を手に群がってきた。もやしをつまみつつ、なぜか俺とリオにニヤニヤした視線を送ってくるのが気になるが。

「おいしいよね、綾あや瀬せくんのもやし」

「うむ、すごくおいしいです」

　一人の女子が発した言葉に、リオが賛同する。

　ああ。このなにげないやり取りを見られただけで、もやしフェスの意味はあった。わざわざ重箱四段分のもやしを炒いためた苦労も報われるってもんだ――って、うん？

　いつの間にいたのか、俺たちが座る席のすぐそばに棗なつめが立っていた。

「お邪魔します」

　軽い断りを入れてから、棗はリオの手から箸と弁当箱を奪い取る。

　そしてすぐさま、フードファイターも真まっ青さおな勢いでもやし炒めをかっ食らい始めた。

「お、おい。棗？　それはリオので、もやしなら他ほかにもあるぞ、って……」

　言っても聞かない、あまりにも突然な棗の奇行。俺は呆ぼう然ぜんとし、リオは弁当を奪われたショックからか「あっ、あっ……」と震え声を出しながら棗の暴食を眺めている。

　一分も間を置かず、完食。棗は空になった弁当箱を机に叩たたきつけ、

「――決闘よ」

　リオを鋭く睨にらみながらそう告げた。

「ああ……もやし……君色のもやし……ふ、ふふ、ふふふふっ」

　リオは震え声を怨えん嗟さの声に、あれだけかわいかった笑顔を邪悪なものに変えてしまう。

「今日の放課後五時、理科準備室に君色と一緒に来て。そこで決着をつけてやるわ」

「……いいだろう。貴様のことは前々から気に入らなかったんだ」

「お、おい。おまえらなにを勝手に……」

　仲裁しようとする俺の声が、自然と小さくなる。

　だって目の前の二人、なんか女子特有の黒いオーラを出してる気がする……！

　この睨み合いに煽あおり文をつけるなら『龍りゆう虎こ相対す』以外にありえない。となるとどちらが龍でどちらが虎だろう。なんて現実逃避気味なことを考えているうちに昼休みは終了。

　結果、俺の同居人と従姉妹が決闘をすることになったようです。



　なぜ、こんなことになったのか。

　その疑問は放課後を迎えても解消されず、悩んでいるうちに時刻は五時。

　図書室で時間を潰つぶしていた俺おれとリオは、指定された理科準備室へと向かっていた。

「つーか、決闘ってなんだよ……おまえらそんなに仲悪かったのか？」

「いや別に。ただ、奴やつのほうが私を一方的に敵視しているきらいはあるな」

「そりゃまたなんで。なんか棗なつめを怒らせるようなことでもしたのか？」

「原因は貴様にあると思うがな」

　とリオは言うが、あいにく思い当たる節がない。

「まあ理由はあとで本人に訊きくとしてだ。問題は決闘の内容だよ。そのときになったら教えるとか言ってたが、棗の奴いったいなにで戦うつもりだ？」

「決闘といえば、ここはやはりバトルだろう。肉弾戦的な意味で」

「棗と肉弾戦……だと……っ！」

　想像した瞬間、背筋が凍りついた。意識せず理科準備室へ向かう足が止まってしまう。

「どうした、急に顔を青くして」

「リオ……悪いことは言わない。降参するんだ」

「臆おくしたか君きみ色いろ。戦う前から降参を考えてどうする」

「……おまえ、たしか俺のバイトの経歴知ってるよな？」

「初日に姉様が語っていたからな。肉体労働系の仕事を多くこなしてきたのだろう？　そのおかげで、忍しのび子この『隠おん密みつ人形ドール』と渡り合える程度には身体からだが鍛えられていた」

「その中で最も過酷な仕事を、棗もこなしていたとしたら……どうする？」

「……思わせぶりだな。いったいなんなのだ、その最も過酷な仕事とは」

　俺は息を呑のみ答えた。

「――『弟子』だ」

　真ま白しろにも話したことのない中学時代の荒行を、リオに告白する。

「町外れにある川沿いの鉄橋下に、めちゃめちゃ喧けん嘩かの強い人が住んでてな。『師匠』と呼ばれるその人は、当時中学生だった俺と棗を時給一○○○円で弟子として雇ったんだ」

「……君色がお金を払って弟子にしてもらったのではなく、その師匠とやらがお金を払って君色を弟子にしたのか？」

「ああ。酔狂な人でな、昔から師匠的な立場に憧あこがれていたらしい。俺もちょうど真白を守るために強くなりたいと思っていたし、生活費を稼ぎたいとも思っていた。師匠はまさに一石二鳥の雇い主だったわけさ」

　俺は師匠のもとで一年半ほどしごかれ、真白を守れるくらいの強さと当面の生活費を手に入れた。修行内容はとにかく身体を鍛える。別に格闘技とか護身術とか教えてもらったわけじゃねーんだが、技や術を覚えずとも戦闘能力は上がるらしい。

「師匠は俺おれが中学を卒業する頃ころ『修行の第一段階は完了した。おまえが次なる成長期を迎えたとき、いずれまた師として現れよう』――みたいなことを言って町を去った。再会はまだ、だが……いま思えば、あの人は予見していたのかもしれねーな。俺にもいつか、戦わなければならないときが来ることを」

「塙はなわ棗なつめも、貴様と一緒に弟子という名のアルバイトをしていたのか」

「ああ。棗はいわゆる兄弟弟子ってやつだな。しかも、正面からやったら俺よりも強い」

「だから降参しろ、と」

「……あいつ、戦闘モードになると人が変わるんだよ。昔、真ま白しろにちょっかい出そうとした痴漢を棗が半殺しにしちまったことがある。今回も、もしかしたら――」

「それは心配しすぎだろう」

　リオはため息をつき、歩みを再開する。

「常識的に考えて、一女子生徒がクラスメイトにそんな理不尽な暴力を振るうはずがあるまい。貴様という立会人もいるし、万が一の場合には魔術で対抗するまでだ」

「……ま、それもそうだな」

　いくら仲が悪くとも、棗がそこまでするとは思いがたい。

　胸中の不安を杞き憂ゆうと切って捨て、俺はリオの後を追った。

「しかし棗もなんでこんな遅い時間を指定したんだ？　もうほとんどの生徒が帰ってるぞ」

「ギャラリーが少なくていいじゃないか」

「まあ、そうだな。意外にみんなの興味が薄いようで助かった」

　そうこう言っているうちに、理科準備室に到着。

　扉を開けてすぐ、窓際に立つ棗の姿が見えた。

「逃げずによく来たわね」

「貴様こそな」

　目を合わせるなり、一触即発といった空気が流れ出す。

「それで？　決闘と謳うたっていたが、いったいなにで勝負をつけるつもりだ？」

　リオの問い。さっそく気になる答えが聞けるようだ。

　知人同士が争うのは嫌だし、できれば穏便に済ませたいところだが――

「魔術戦よ」

　――棗からの返答に、俺の思考はフリーズした。

「互いの魔術をぶつけ合って先に倒れたほうが負け。どう、シンプルでしょ？」

「シンプルって……いや、それよりもどうしておまえが」

「魔術のことを知ってるか、って？」

　棗なつめがわずかに口角を上げる。

　どこか妖よう艶えんさの漂う笑みだ。だが、俺おれの知っている棗はこんな笑い方はしない。

「全部、全部知ってるのよ。鍵かぎ宮みやさんの正体も、君きみ色いろが鍵宮さんと同どう棲せいしてる理由も」

　そう言って、棗は制服のポケットから一枚のカードを取り出した。

「『即席魔術インスタント』発動――『ファイア・ダーツ』」

　棗が持つカードの正面に、ダーツの形状をした炎が浮かび上がる。

　その切っ先はリオの顔面に向いており、いまにも発射されそうな雰囲気を――

「危ねぇ！」

　咄とつ嗟さ、俺はリオの身を抱きかかえその場に伏せた。

　数瞬の後、リオの顔があった場所を炎のダーツが駆け抜ける。目標を失ったダーツはそのまま背後の扉にぶち当たり、盛大な焦げ跡を作った。

「……マジかよ」

　俺は後方の惨状と前方の棗に目を配り、冷や汗をかく。

　こいつ……いま魔術を使ったぞ！

「き、君色っ」

「確認する！」

　俺は『端末図書ライブラリ』を取り出し、棗に向けて画面を操作した。



    

  
    
      



    

  
    
      

【名：‥未登録■称号：‥未登録■魔力：‥38】



「なっ……!?」

　そこに映されたのは、玲れい樹じゆが一般的と語っていた二ふた桁けたの魔力数値。

　名前や称号は登録されていないが、これは紛まぎれもなく棗なつめのデータだ！

「君きみ色いろ……？　なんで鍵かぎ宮みやさんを助けるの？」

「……一いつ旦たん退ひくぞ、リオ」

　棗の様子がおかしい。俺おれはリオの手を引き、逃げるように理科準備室を出る。

　いまはとにかく、冷静になれる時間が必要だった。



「……おい窓の外。どういうことだよ、これ」

　しばらく逃げ回っていて気づいた。

　学校の外がありえないほど暗い。空だけ見れば星の出ていない夜のようでもあるが、普段なら街灯やらなんやらで明るく照らされているはずの町のほうまで真っ暗だった。

「それに、なんで校内に誰だれもいないんだ……？　人がいなくなるには早すぎるぞ」

　理科準備室のあった二階から三階まで逃げてきたが、ここに来るまで誰ともすれ違わなかった。帰宅部はまだしも、この時間ならまだ部活組や教師陣が残っているはずなのに。

「……それはともかくとして、リオ。棗の言ってたあれ、どういうことかわかるか？」

　校内の様子も気になるが、いまはそれより棗だ。

　リオは唇に指を添え、思案顔で自らの考察を述べる。

「塙はなわ棗……たしか君色の従姉妹だったな。だとすれば魔力持ちであったとしても頷うなずける」

「なんで」

「魔力とは血統による。魔力持ちの親族は魔力持ちである可能性が高い」

「だが俺の魔力はゼロだぞ？」

「君色は潜在魔術の所有者だ。どこかで魔術師の血を受け継いでいるのは間違いない」

　従姉妹だから魔力持ちって……そんなアホなことがあるのか。

　頭を抱えたくなってくる事態に、しかしそんな真ま似ねをしている暇はなかった。

　廊下の端に、追跡者の影が見えたのである。

「『即席魔術インスタント』発動――『ウォーター・ウィップ』」

　棗は先ほどと同じようにカードを繰り出す。すると今度は、水の鞭むちが出現した。

　振るわれる棗の腕。その所作に連動し、荒ぶる水が俺たち目掛けて伸びてくる。

「逃げるぞ！」

　挙動が遅いリオの手を引き、俺は逃走。背後で水圧に床が砕ける音が鳴った。

「炎のダーツに加えて、水の鞭むちって……やっぱおかしいだろ！　魔力持ちってだけならまだしも、棗なつめの奴やつ、なんでああも多彩に魔術を使ってんだ！」

「あ、あれは『即席魔術インスタント』という使い捨ての魔術だ。あのカード自体に術式が込められていて、魔力持ちの人間ならば魔術の仕組みを理解していなくとも使用することができる」

「なんで棗がそんなものを!?」

「奴が元から魔術師だったとは考えにくい。誰だれかから教えられ、そして与えられたのだろう。魔術師のこと、私たちのこと、そして戦う力を」

「まさか……例の“〝闇陶芸師”〟か！」

　一般庶民の棗が魔術のことを知ったというのであれば、それを教えた魔術師がいるはずだ。そしてその人物はリオや玲れい樹じゆではありえない。なぜって、棗が俺おれたちを襲っているのだから。そうなると必然的に、棗に魔術のことを教えたのは俺たちの敵にあたる人物――“〝闇陶芸師”〟しかいなくなる。

　オリゼロにもあった。外道思考の悪役が、部外者を操りけしかける典型パターンだ。

「私も奴の手の内をすべて把握しているわけではない。魔術によって操られているのか、それとも話術で人心を掌握でもされているのかは……わ、わからない」

「棗がそう簡単に唆そそのかされるとも思えねぇ。第一、俺たちを襲う理由がないだろ」

「り、理由ならある。奴は、私と君きみ色いろが一緒にいるのが気に入らないのだ」

「はあ？　なんでそんな――」

「そうよ」

　階段を上がって四階に出た俺たちの前に、棗がいた。

　魔術でワープでもしたのかと思ったが、違う。逆側の階段から上がって先回りしやがったんだ。こっちはリオの手を引いているとはいえ、どういう脚力してんだよ。

「安心して。君色はあたしが助け出してあげるから」

　その一瞬、棗の顔つきは俺の知っている普段のものに戻った。

　だが、本当に一瞬だった。いつだってぱっちりだった瞳ひとみは鋭く細められ、敵意という名の眼光を放つ。矛先は、俺が握るリオの手に向けられていた。

「……ペアリング。しかも手、繋つないでる」

「え？」

「離して」

　繋ぎ合う俺の右手と、リオの左手。互いの中指には魔術契約の指輪が嵌はめられている。

　あまりの出来事に無我夢中で掴つかんじまったが、棗の言葉で意識が手先にいく。

　身体からだが小さいリオの手は相応に小さく、柔らかい。そして――

「手ぇ離しなさいって言ってんでしょ――――ッ！」

　棗が叫び、先ほどと同じ水の鞭で近くの窓を叩たたき割った!?

「な、なんでいきなりキレてんだよ!?　やっぱおまえ正気じゃないだろ！」

「あたしは最初から正気っ！　あんたこそ……あんたこそいい加減に気づきなさいよ！」

「なににだよ！」

「あたしが君きみ色いろを好きだってこと！」

　そんなもん――は？

　……えっ？　な、なんだって？

　あたし、棗なつめ。あんた、俺おれ。棗が、俺を……好き？

「い、いつから……？」

「自覚したのは二年前！　あんたが真ま白しろちゃんと二人で暮らすようになってから！」

「かなり昔じゃねーか!?　なのになんでいま言うんだよ！　おまえ言いたいことはすぐに言うタイプだろうが！」

「言えるわけないでしょ！　君色はいつだって真白ちゃん一筋で……妹守るために一生懸命ですって態度で、恋愛なんてお断りだったじゃない！」

「そ、それは……」

「告白されたら困ったでしょ!?」

「う、うん」

　二年前といえばまだ師匠とも出会う前、金銭的にも精神的にも最も余裕のなかった時期だ。あの頃ころは母さんがいなくなって、真白と二人で暮らしていくだけで精せい一いつ杯ぱいだった。そんな環境の中で交際を申し込まれたりしたら、うん、困る。

「なのに、なのにその子は、魔術で君色をたぶらかして、懐に入り込んでぇ……」

　棗は赤面しながら涙声を出す。

　その表情には、告白の恥ずかしさとリオへの怒りが同居していた。

「ええそうよ！　ぶっちゃけ嫉しつ妬としてんのよ！　憎くてたまらないの！　死んじゃってもいいから君色返しなさいよ――――ッ！」

　甲かん高だかい声を上げながら、棗が次なるカードを繰り出す。

　展開されたのは炎のダーツだ。それも三本。棗の手にはきちんと三枚のカードが握られている。ダーツの先端が狙ねらっているのはもちろん、俺とリオを繋つなぐ二つの手。

　話が通じるような状況じゃない。

　そう判断した俺は、逃走を再開。リオと共に炎のダーツから逃れた。



　やってきたのは屋上である。

　俺は携帯電話を取り、玲れい樹じゆに救援を求めることにした。

　――が、出ない。確認したら電波が立っていなかった。

　屋上に出てみてさらに違和感は強くなったが、どうやらこの暗すぎる空……玲樹が公園に張っていたのとはまた別系統の結界であるらしい。じゃなきゃ学校の屋上で電波が立ってないなんてありえないからな。

「き、君きみ色いろ。逃げるんなら屋上じゃなく、校舎の外に出たほうがよかったんじゃ……」

「逃げねーよ。あんな状態の棗なつめ、外に出せるか」

「まさかここで対処する気か？　ふ、深入りすると危険だ。姉様にもなにか言われるかもしれないし、私たちは陽動なのだから、ここは時間を稼いで――」

「リオ。おまえ、『界かい門もん』で棗に対抗できるか？」

　俺おれが訊きくと、リオは青ざめた顔を浮かべながら懸命に言葉を紡いでいく。

「……『界門』では威力がありすぎる。下へ手たをしたら相手を殺してしまうかもしれない」

「加減ができないなら『弾だん花か』でもいい。とにかく棗への対抗手段がほしいんだ」

「だ、『弾花』じゃ駄目だ。あれは豆鉄砲みたいなものだし……とても役に立たない」

　らしくない弱気発言を耳に、自然とため息がこぼれる。

　いまは駄目だ無理だなんて言っていられるような状況じゃない。

　そう思ったからこそ、俺はリオの心に一歩踏み込む。

「リオ……おまえ、もしかして怖いんじゃないのか？」

　なにも挑発しようってわけじゃない。知りたいのはこいつの本音だ。

　俺の問いかけにリオは肩をびくりと震わせ、しばらくの間を置いてから打ち明ける。

「……は、初めてなんだ。あんな風ふうに、誰だれかに敵意をぶつけられるのは」

　本当は、リオの手を引いたときから気づいていた。

　おそらく理科準備室で先制されてからだろう。

　リオはずっと――怖くて震えていた。

「私だって鍵かぎ宮みやの人間だ。姉様を通して魔術師の領域というものも垣間見てきた。魔力だけで才能がないから、実戦には立たせてもらえなかったけど……」

　リオは引きこもりだった。だから、玲れい樹じゆのように魔術師としての戦闘経験もない。

「魔術師の本分は、紛まぎれもなく戦いだ。殺し殺されの世界だ。理解はしてたはずなのに、いざ実地に立ってみると、あ、足が竦すくんでなにもできない」

　ああ、そうだ。これは正真正銘の実戦だ。

　棗はリオを殺す気でいる。節約生活初日に襲ってきた仕込みの覆面とはわけが違う。

　もししくじれば――死ぬ。

「駄目だ……これじゃ。姉様に認めてもらうどころか、自分の身すら守れない」

　そして、当の本人は恐怖に塞ふさぎこんでいる。小動物っぽく膝を抱え、自らを小さく見せよう。そのまま相手に気づかれないように、誰かが助けに来てくれますように、と。

　いまのリオは、普段の姿からは想像もできないような弱者だった。

　いや……違うか。

　たぶん、これがリオの本当の姿なんだ。

　小さな身体からだに見合わない尊大な態度は、力を持つ姉への対抗意識。本物のリオは目の前で大声を上げられただけでビクッと身体を震わせちまう、小動物みたいな女の子なんだ。

　なら――

「守る必要なんかねーよ」

　俺おれはそう言ってやるだけだ。

「本人も言ってたが、いま棗なつめを動かしてんのは嫉しつ妬とだ。ってかただの八つ当たりだ。おまえが狙ねらわれる理由なんてねぇ。これは俺と棗の問題だ」

「だ、だが塙はなわ棗の背後にいる“〝闇陶芸師”〟は私を狙って――」

「そういうんじゃねーんだよ」

　涙目になっているリオの頭に手を載せ、わしゃわしゃと撫なでまわす。

「自分で自分が守れないっていうんなら、誰だれかに守ってもらえって話だ。少なくとも、おまえにはそういう誰かがいるだろ？」

「そんなの……っ、うぐっ……」

　貝のようにおとなしくなってしまった同居人を脇わきに置きつつ、俺は『端末図書ライブラリ』を操作する。見たいのは棗が使っていた魔術、『即席魔術インスタント』とやらの情報だ。

『端末図書』は履歴を辿たどることができる。所有者の近くで魔術が発動した場合、オートでそれを観測し記録する。棗が使った魔術のデータも残っているはずだ。



【魔術名：‥『ファイア・ダーツ』◇系統：‥攻撃魔術◇消費魔力：‥２】

【魔術名：‥『ウォーター・ウィップ』◇系統：‥攻撃魔術◇消費魔力：‥２】



　よし、ばっちり残ってた。

　炎のダーツと水の鞭むち。仮にこの二つ以上の隠し玉があったとしても、対抗策はある。

　確信を得た俺は『端末図書』を懐にしまい、同タイミングで屋上のドアが開いた。

　現れたのは――当然のごとく、棗だった。

「君きみ色いろ……君色……待っててね。いま解放してあげるからね」

　虚ろな瞳ひとみを浮かべ、うわ言のように俺の名をつぶやく幼なじみ。

　そんな棗に、俺はなるべく平静を装って接する。

「フッ……この俺を解放するだと？　いいぜ、やってみろよ。因果の鎖がおまえに解き放てるというのならな」

「そんなの知らない。あたしは魔術師なんて胡う散さん臭くさい連中から君色を解放するの。鍵かぎ宮みやさんとの同どう棲せいもやめて、君色はまた真ま白しろちゃんと二人で暮らして、あたしも一緒に――」

「おまえ、俺がリオの前に立ってる意味がわからないのか？」

　棗なつめの歩みが止まった。

　俺おれはいまリオの前に立ち、棗を正面から睨にらみつけている。

　あいつからすれば、俺がリオを守る盾のように見えるのだろう――実際そのとおりだ。

「棗。俺のことが好きだとか言ってたな」

「え？　あっ、う、うん」

「だけど俺はおまえのことが嫌いだ」

　きっぱりと。

　その言葉は、自分でも驚くくらいすんなり出てきた。

　はんっ――それもあたりまえか。この感情は偽らざる本心なんだからな。

「従姉妹だろうが幼なじみだろうが関係ねぇ。操られてるかどうかも問題じゃない。ただ一つだけ言える確かなことがある。俺は、俺の家族を傷つける奴やつが大嫌いだ！」

　俺の射抜くような視線を受け、棗は呆ほうけた顔を見せた。

　しばらくして、

「あはっ」

　小さな笑い声がこぼれる。

　その笑い声は、次第に大きく邪悪なものに変わっていった。

「あはははははははははははははははっ――そうかそっか。君きみ色いろはもう駄目なんだ。鍵かぎ宮みやさんに心をメタメタにされちゃってるんだ。そりゃそっかそうだよね。じゃなきゃ君色がそんなこと言うはずないもんね」

「勝手に人のこと美化してんじゃねーよ。俺だって人間、嫌いな奴は嫌いだ」

「鍵宮さんは家族であたしは家族じゃなくてあたしはじゃなくて家族じゃなくてあたしはじゃない家族じゃ家族ないないない――うぁああああああああああああああっ！」

　棗は暗くら闇やみの空に咆ほう哮こうし、身体からだからどす黒いオーラのようなものを放出する。

　影のような煙のような――いや、一番ぴったりくるのは『闇』か。

　闇陶芸師と書いてセラミスト、それが棗の背後にいる奴の称号だったな。

「君色！」

　背後からリオの悲鳴じみた声が聞こえてくると同時、棗が新たなカードを繰り出した。

　読み上げられた名は『ファイア・ダーツ』。放たれたのは炎のダーツだった。

　一直線に飛来するそれを、俺は両腕を交差させただけの貧弱なガードで受け止める。すぐに突き刺さるような熱と痛みに襲われたが、貫通まではいかないし火だるまになるほどでもない。大丈夫だ。火傷くらいなら耐えられる。

　声を荒らげたのは後ろのリオだった。

「バカっ！　なんで避よけないんだ！」

「避けたらおまえに当たるだろうが！」

「でも、避よけなきゃ君きみ色いろが……っ！」

　振り返らずとも、どんな顔をしているのかがわかる。

「おまえ、普段のときと性格変わりすぎだろ」なんて軽口を言ってやりたくもあったが、さすがにそこまでの余裕はねーな。俺おれの読みが正しければ、あと二回か三回――

「どうして……？　どうして庇かばうの？」

　棗なつめが次の一手を仕掛けてくる。今度は『ウォーター・ウィップ』だ。極太の鞭むちは俺の脇わき腹ばらを強打し、強引にリオの前からどかす。俺は空中で三回転くらい舞った。

　痛いし冷たいし、叶かなうことならこのまま寝ていたいが……そんなわけにはいかねぇ。

　すぐに立ち上がり持ち場につく。再びリオの前に。盾となって棗の敵意を遮る。

「……っ、しつこい！」

　俺の諦あきらめの悪さに業を煮やしたのか、棗は両手に三枚ずつ『即席魔術インスタント』を持ち、それらを一斉に発動させた。

　新たに出現した炎のダーツ六本、まったく勢いを落とすことなく飛んでくる。が、後ろのリオを無理やり狙ねらおうとしたのか、六本中五本が俺に掠かするだけで終わった。残り一本が腹に直撃して意識を失いかけたが、たいしたことじゃない。

「いい加減に……そこ、どきなさいよ！」

「どかねーよ。どくわけがねぇ。棗、それはおまえが一番よく知ってんだろうが」

「な、なにわけわかんないこと……」

「俺は家族を守るためだったらなんだってする。だからリオの盾になるくらいどうってことねーし、おまえの敵にだってなってやる。俺はそういう人間だ」

「君色の家族は真ま白しろちゃんでしょ!?　鍵かぎ宮みやさんは――」

「一緒に暮らしている以上は家族だ、バカヤロウ！」

　棗の目から涙がこぼれた。

　新しいカードを手に、怒声を放つ。

「君色の……っ、わからず屋ァ――――ッ！」

　魔術による攻撃を続行。

　――しようとして、しかしなにも起こらなかった。

　屋上は数秒、静寂に支配される。

「……な、なんで？　どうしてなにも出ないの？」

　棗はカードを握り締めるが、魔術は出ない。本人にも理由はわかっていない様子だ。

　おそらくはリオも気づいていない。不発の理由を知りえているのは俺だけだろう。

　おもむろに取り出した『端末図書ライブラリ』で確認してみると――やはり、という感じだ。

　安あん堵どのため息をつこうとして、

『――ほう。魔力切れを狙ったのか』

　すぐに呑のみ込む。

　俺おれのものでも、リオのものでも、ましてや棗なつめのものでもない、聞き覚えのない落ち着いた男声が、どこからともなく響いてきた。

　いや……たぶん、まったく聞き覚えがないってわけじゃないな。

　声は、棗の身体からだから。正確には、その身から吹き出る闇やみより発せられている。

　闇はぐににっと粘性のある動きを見せ、不ぶ恰かつ好こうな泥人形を形成していく。それが完成すると、泥人形は棗の身体から離れ自らの足で屋上に立った。そして、入れ替わりに棗が倒れる。どうやら意識を失ったようだ。

『お初にお目に――でもないな。傀かい儡らいを通した映像から察するに、挨あい拶さつは不要なようだ』

「……“〝闇陶芸師”〟か」

『ご名答。俺の称号もそれなりに浸透しているようで光栄だよ』

　こういうときのお約束として、本人は別の場所にいるのだろう。

“〝闇陶芸師”〟は泥人形を介して俺たちに話しかけている。もっと言えば、棗をコントロールしていたのもあの泥人形に違いない。俺は『端末図書ライブラリ』での確認を試みる。



【魔術名：‥『闇粘土・傀儡の造』◇系統：‥支配魔術◇消費魔力：‥44】



　案あんの定じようだ。もうこれだけでどういう魔術かわかる。

『鍵かぎ宮みやの技術か。どうやら、その端末でこの娘この魔力残量を読んでいたようだな』

　棗の『即席魔術インスタント』が発動しなくなった理由は至極単純――魔力がゼロになったからだ。

　理科準備室で『端末図書』を見たとき、棗の魔力残量は38の数値を示していた。そのあと使った魔術は『ウォーター・ウィップ』が三回、『ファイア・ダーツ』が十回。消費魔力はどちらも一回２だから、計26。棗はまだ『即席魔術』六回分の魔力を残している。

　だが、俺がいる以上は単純計算になりえない。

『契節約ギアスセイバー』の効果範囲にいる魔術師は、魔力を必要以上に消費してしまうのだから。

『しかしながら、ずいぶん荒っぽい手法と言える。塙はなわ棗の激情を故意に煽あおり、自らを盾とすることで魔術を乱用させるとは』

「こちとら一般庶民様なんでな。こういうやり方しか思いつかなかったんだよ」

『ふん。庶民の知恵、素晴らしいじゃないか。我が同胞にも賛辞を送らせよう』

　のっぺらぼうに近い泥人形の顔が、笑ったように見えた。

　不意に天を仰ぎ、大口を開ける――そして、咆ほう哮こう。

　ただの叫び声ではない、反響する超音波のような音声。それが合図だった。

「なっ――」

　身体中の汗が一瞬で凍りついていく。

　学校を覆う暗くら闇やみの結界、黒くろ尽ずくめの空が……蠢うごめいていた。

　先ほどの泥人形と同じように、ぐににっと。それぞれ虎とらや熊くま、大おお鷲わしや巨大カマキリなんかの形を作りつつ空から分離。形成が完了した奴やつから、次々と屋上に降り立ってくる。

『――『闇粘土・魔獣の造』。どうだ、素晴らしい造形美だろう』

　その数、ざっと三十体。

　屋上を埋め尽くさんばかりの怪物の群れに、俺おれたちは取り囲まれた。

『ではまたいずれ。生き長らえたなら』

　とんでもない置き土産を残し、泥人形は自壊した。

　取り残された俺とリオ、棗なつめ、そして三十体あまりの黒い怪物――否、魔獣の群れ。これからなにが始まるかなんて、バトルモノのノウハウがなくても本能でわかっちまう。

　どうにかして逃げられないか。せめてリオと棗だけでも――そう考え始めたとき。

「……リオ？」

　俺の眼前に、リオが立った。

　背中を小刻みに震わせながら、それでも毅き然ぜんとした振る舞いを見せようとする。

「あ、あとはわたっ、私に任せろ」

　声まで震えていた。怖いんだ。

　怖いはずなのに、リオは一歩も引かない。なけなしの勇気を振り絞って、三十体あまりの魔獣どもと対たい峙じ。目め尻じりに涙を溜ためながら、その細い指を宙に走らせていく。

「『界かい門もん』極光賢人の箱庭……ノック！」

　描き上げた魔法陣に、弱々しく拳こぶしを打ちつける。

　開かれた『界門』から光の矢が無数飛び出し、四方八方に射出されるが、命中した矢は数えるほどしかなかった。さらに威力も弱く、一本たりとも魔獣を倒すには至らない。

「や、やっぱり……無理だっ」

　リオの精神状態が魔術の威力にも影響を及ぼしているようだ。かといって平常心を保てとも言えない。こんな局面、それなりに場ば慣なれした奴じゃなきゃ越えられないだろう。

　万策尽きた。

　諦てい観かんの念が思考を埋め尽くし、群れの中の一体が俺とリオに飛びかかった。

　獅子を模した闇の怪物は、その獰どう猛もうな爪つめで俺たちを八つ裂きに――された。

　怪物のほうが。

「あれは……!?」

　リオが唸うなる。一瞬のことだったが、俺も目撃した。

　暗黒の空を突き破り、天から一本の大剣が降ってきたのだ。大剣は怪物の頭部を串くし刺ざしにし、そのまま屋上へと突き刺さる。さらにその状態からなにがどうなったのか、怪物の全身に突如として亀き裂れつが走り、文字通り八つ裂きとなって消滅した。

　呆ぼう然ぜんとする俺おれたち。

　残された大剣。その柄の上に、空から飛来した少女が着地する。

「お姉ちゃん参上」

　スリットの眩まぶしいチャイナドレスに、上からジャケットを羽は織おった風ふう変がわりな服装。暗がりでも映える黒のショートカットは、凜りんとした容よう貌ぼうにこのうえなく似合っている。

　――鍵かぎ宮みや玲れい樹じゆ。

　最大級に場馴れした奴やつが、戦場に降り立った。

「お怪我はありませんか、君きみ色いろ様？」

　こちらはどこから現れたのか、俺の後ろには柔和に微笑ほほえむ祭まつり子こがいた。

　玲樹は周囲を取り囲む怪物たちを睥へい睨げいし、次いで祭子に指示を飛ばす。

「祭子。君色くんに治ち癒ゆの『即席魔術インスタント』を」

「かしこまりました」

「忍しのび子こ。時間稼ぎ二五秒」

　玲樹が新たに指示を出す。次の瞬間、屋上の入り口からいつぞやの覆面たちが数十人という規模で飛び出し、怪物の群れに挑みかかっていった。



    

  
    
      



    

  
    
      

　忍子……姿は見えないが、たしかこいつの従者で、専属忍者とか言ってたな。あの覆面たちも魔術で生み出したもので、一体一体の戦力は低い。しかし指示どおり時間稼ぎの役目は果たしている。

「――工房展開」

　その間、玲れい樹じゆは魔術の発動に取りかかっているようだった。

　自身の足元に半径三メートルはあるだろう巨大な魔法陣を展開し、その上に複雑な紋様を走らせていく。幻想的な光景に、俺おれはしばし目を奪われた。

　そして、二五秒。

「『神装創造クリエイターズゴツド』全工程完了――汝なんじは鎌かま、銘めいは幽ゆう滅めつ――オーダー、悉ことごとく刈り取れ！」

　完成した魔法陣から、一振りの鎌が生み出される。柄は細く長く、刃の部分はとんでもなくでかい。稲刈り用とは間違っても思えない、死神が持つような大鎌だ。

　玲樹の準備が完了すると、怪物の群れとやり合っていた覆面が一斉に消えた。攻撃対象を失った怪物たちはたたらを踏み、新たな標的へ向かおうとして――隙すきを生む。

　玲樹はその場でぐるりと一周、大鎌を振るった。

　瞬間、三十体あまりいた怪物たちがすべて真っ二つに両断される。

　間合いの中にいた奴やつも外にいた奴も、例外なく大鎌の餌え食じきとなった。全滅である。

　――戦いは、一瞬で終わりを迎えた。

「すげぇ……」

「玲樹様の筆頭魔術『神装創造』です。あれだけ高度な製造魔術を使える人、他ほかにいないんですよ？」

　祭まつり子こが誇らしげに解説する。

　彼女はいま、棗なつめが使っていたのと同じカードを持ち、俺に治ち癒ゆの魔術を行使していた。ゆったりとした速度ではあるが、身体からだから痛みが引き生気が戻ってくるのがわかる。

「君きみ色いろ様の回復力でしたら、あとは自然に治したほうがよろしいかと思われます」

「おう、サンキューな」

　傷はまだ残っているが身体は問題なく動く。あとは絆ばん創そう膏こうでも貼はっときゃいいだろう。

　魔獣退治を終えた玲樹は大鎌を消し、俺たちに歩み寄る。

「おつかれさまです玲樹様」

「雑ざ魚こ一掃って気持ちがいいわ。祭子もサポートご苦労様」

　労ねぎらいの言葉をかける従者と、それに答える主人。そして玲樹は、俺に謝罪する。

「ごめんなさい君色くん。今回の件は私のミスです。まさか“〝闇陶芸師”〟が君の従姉妹に接触していただなんて、予想もできなかった。そのうえ学校に結界まで張らせてしまうし……本当にごめんなさい。失態だらけだわ」

「棗は、やっぱ操られてたのか？」

「ええ。詳しい経緯は本人に訊きいてみないとわからないけど、彼女の行動が“〝闇陶芸師”〟の手の内であったことは間違いないわ」

　そうか。それを聞いて安心した。棗なつめは間違ってもあんなことをする奴やつじゃないしな。

　とはいえ、俺おれも散々酷ひどいこと言っちまったし……あとでちゃんと謝っとかないと。

「――これが魔術師の領域よ、リオ」

　安あん堵どする俺を尻しり目めに、玲れい樹じゆは声の調子を一変、厳格に言う。

　矛先はリオだった。

　妹は姉の救援が来てもまだ恐怖が抜けないようで、小刻みに肩を震わせている。

「今回のことが怖いと思ったのなら、また引きこもり生活に戻ることね」

「んなっ……これは元はといえば姉様が」

「黙りなさい。ここで君と口論するつもりはないの」

　リオの反論を許さず、玲樹は俺に顔を向ける。

「君きみ色いろくん。“〝闇陶芸師”〟のことも訊ききたいし、棗ちゃんは私のほうで預かるわ。あ、私の性的趣向について心配しているなら無用よ。さすがに状況は弁わきまえてるから」

「俺だってそっちの心配ができる余裕はねーよ」

「そ。なら結構。その調子で残り二日間、陽動をお願いね」

「おいおい、また襲われるのはごめんだぞ」

「信用なくしてるのはわかるけど、私もプロよ。同じ手は二度も食わない。君たちは私が守るから安心して。もっとも、リオに危険な道を歩み続ける勇気があるのなら、だけど」

　それだけ言うと、玲樹は棗を背負った祭まつり子こを伴い屋上から去っていった。

　入り口のドアが閉まると同時に、空を覆っていた暗くら闇やみが晴れる。

　十一月の冷たい空気が肌を刺激し、俺たちに結界が壊れたという安堵をもたらした。

　時刻は六時近いため、空は多少明るくなった程度だが……星の輝きがこうも嬉うれしく思えたことはない。

「リオ。帰ろうぜ」

「……うん」

　俺は未いまだ顔色の優れないリオの手を引き、家路に向かう。

　リオは拒まず、俺の手をぎゅっと握り返してきた。



　自分がどうしようもなく一般庶民であることを自覚させられた、そんな日の夜。

　無事家に帰り着いた俺とリオだったが、そのテンションは明らかに低かった。

　というか……一般庶民の俺より、本職魔術師のこいつのほうがダメージ残ってるな。

　こんなとき、男ならどうするべきだろう。

　気の利いた励ましでもかけてやれればいいんだが、あいにく俺は口が上う手まくない。そもそも口の上手さならリオに分がある。下へ手たしたら傷口に塩を塗ることになりかねんし。

「あー……やめやめ。悩むだけエネルギーの無駄だ」

　うむ、らしくなかったな。こういうときの解決方法は至ってシンプルだ。俺おれはいつもどおり、自分のスタイルを貫き通せばいい。それで駄目なら別の手でいこうじゃないか。

　というわけで、いざ台所へ。

「リオ。昼間の約束覚えてるか？」

「約束？」

「もやし炒いため。できたてを食わせてやるって言っただろ」

　昼休みにした約束を掘り起こし、きっかけを作る。

「人間、腹減ってるときは弱気になるもんだ。貧乏だからって空腹はよくない。食わないとどんどん弱くなるからな。だからとびっきりのを作ってやる」

「君きみ色いろ……」

　エプロンを装備し、冷蔵庫から昨日買ってきた食材を召喚、調理開始だ。

　――まあ作るのは得意の貧乏料理なので、特筆することもない。ほどなくして完成。

「ほい、お待ちどう」

　食卓には彩り豊か――とは言いがたいが、それなりの品が並べられている。

　主食は、特売の米で炊き特売の油で炒めたチャーハン。

　おかずは、綾あや瀬せ君色特製のもやし炒め。具材はもやしと、昨日真ま白しろが買い足してくれた卵。味つけには棚替えのため半額以下の値段になっていためんつゆを使っている。めんつゆのコクと風ふう味みがまた絶妙に合うのだ。

「……ごくり」

「喉のど鳴らしてないで食おうぜ。冷めるとうまさ半減だ」

　俺とリオは手を合わせ、一緒に礼。

「いただきます」

　リオの箸はしが、真っ先にもやし炒めへ伸びた。

　パクっと口に入れたその反応は、

「おいしいっ！」

　思わず笑みが綻ほころんでしまうくらいの、素直な感想だった。

「お昼に食べたお弁当よりおいしい……不思議だ。見たところもやしと卵しか使っていないのに、なぜこんなにも旨味が出るのだろう？」

「すげーだろ。もやしは工夫次第でごちそうへと進化するのさ」

　リオは夢中になって箸を進める。

　その表情は本当においしそうで、見ているこっちまで笑顔になるようだ。

　……昼のときも思ったけど、やっぱこいつ、笑ってる顔が一番かわいい。

　前職ニートを名乗っていた頃ころの仏ぶつ頂ちよう面づらや、先ほどまでのしょげていた顔がもったいねーや。つり目って笑うとこんなにもかわいくなるんだなとか、身体からだも小さいけど口も小さいなとか、俺おれはそんなことを思いながら箸はしを進めた。

　こんなリオだからこそ、俺は伝えておきたいことがある。

「なあリオ。あのときの言葉だけどな」

「あのとき？」

「ほら、俺がおまえのこと……家族って言っただろ」

「う、うむ」

「あれはだな、別にその場しのぎってわけじゃなくて、わりと本気でそう思ってるっつーか……ほんの数日とはいえ、同じ屋根の下で暮らした仲だしな。家族同然っていうか、なんというか、ええとだな」

　伝えたいことがあるのは確かなんだが、俺の中ではまだ、それは明確な言葉になっていなかった。だけどどうしても伝えたくて、無理やり、漠然とした感じに告げる。

「要するに、だ！　なんか言いたいことがあるんなら、悩んでないで俺に相談しろ。悩むだけエネルギーの無駄だからな。無駄遣いは節約の敵だ」

「……それは、家族だから、か？」

「えっ？　ああ、うん。そうだ」

　うん、そうだな。そういうことだ。

　一緒に暮らす以上は、家族でなくちゃいけないと思う。

　最初は乗り気じゃなかったし、自分勝手で傲ごう慢まんな奴やつだと思ってたけど、俺はいつの間にか、リオのことを家族として見ようとしていたんだ。

　だからあんな行動に出られたんだと思う。

　こいつのこと、守ってやりたいと思えたんだ。

「……じゃあ君きみ色いろ。さっそくなんだが」

「おう」

「もやし、すごくおいしかったです。作ってくれてありがとうございます」

「お、おう」

「さっきは危ないところを助けてくれて、どうもありがとうございました」

「い、いや。どういたしまして」

「それから、好きです。好きになりました」

「そ、そうか……うぇっ？」

　思わず変な声が出た。

　なんか、感謝の流れですげぇこと言われたような……えっ？　いや、えっ？

　いまこいつ、なんて言った？

「反応が薄いのでもう一度言います。好きです。私の本当の家族になってください」



    

  
    
      
第六話　恋に落ちた少女





　――簡潔に言って、あれです、同居人がデレました。

　節約生活六日目、火曜日。

　朝のホームルームの時間、リオはなぜか俺おれの席にいた。俺の隣の席ではない。俺の席、要は一つの椅い子すに、二人で半分こするように座っているのだ。当然、身体からだは密着する。

「……リオ。自分の席に戻れ」

「わかった」

　俺が言ってようやく、リオは自分の席に帰っていく。

　が、次の授業になるとまた俺の席にやってきて、一緒に座ろうとするのだ。なんでかと理由を訊きくと「君きみ色いろのそばにいると幸せな気持ちになる」とかなんとか。

　移動教室のときも、俺の制服の裾すそを掴つかんで後についてこようとする。

「……リオ。次は男女別々だろ。おまえはあっち。俺はこっち」

「わかった」

　返事はまったく素直なものだが、そろそろ学習というものをしてほしい。

　リオは授業が終わるたびにスイッチが切り替わるようで、俺にくっついては注意され、注意されては俺にくっつき、昼休みまでそんな調子が続いた。

「君色。ごはんを食べよう」

　当然、俺のところにやってくる。

　一緒に飯を食うのはいい。だが二つばかり問題がある。

　ここがクラスメイトのいる教室で、さらにリオのスキンシップが過剰すぎる点だ。

「今朝からのあれはどういうことだ？」「棗なつめ嬢、まさかの完全敗北か？」「えー、わたし応援してたのに」「なんか犯罪の匂においがしね？」「餌えづけに成功したんじゃなかろうか」

　最後の奴やつ、たぶん正解だ。なにがきっかけかと考えれば、俺にはあのもやし炒いためくらいしか思い当たる節がないからな。

　リオに「好きです。好きになりました」と告白されたときは驚いた。驚きつつも「そうか。ライクだよな。うん。ライスも食え」と自分では冷静な返答をしたつもりでいる。

　ところがリオは本気も本気、そして諦あきらめたりもしていないようで、昨日から必要以上に俺にくっついてくるようになった。

　朝の登校時だって俺の服の裾を掴んでくるし、朝飯のときもぴったりと肩を寄せてきた。それこそまるで、動物が飼い主に自分の匂いを刷り込ませるように。

　なんというか、惚ほれられたというよりはなつかれたという印象だ。

　ともあれ、学校でベタベタするのはやめてほしい。俺おれの精神はクラスメイトの奇異のまなざしに耐えられるほど屈強ではないのでな。

「君きみ色いろ」

「なんだ？」

「好きです」

　教室内に黄色い歓声が上がった。主に女子の。

「……あのですねリオさん。少しは人目というものを気にしてもらえないでしょうか？」

「私なら平気だが」

「俺が平気じゃねーんだよ。そもそもおまえ、あれ本気なのか？」

「そういうことをストレートに訊きける男らしさには感服する」

「フッ……俺の生き方は、遠回りってやつができないらしい」

「ダメか？　もしくはイヤか？」

　こてり、とリオは首を横に傾ける。

　ちくしょう。

　こちとら男の子だぞ。面と向かって「好きです」とか言ってくるような女の子にそんな真ま似ねされて、意識しないはずないだろうが。

「……ダメでもイヤでもないから、場を弁わきまえてくれ。俺の安息のために」

「君色は恥ずかしがり屋なんだな」

「ああ、それでいい。そういうことにしといてくれ」

　このまま衆目に晒さらされ続けるなんて拷問だ。

　とっとと食べ終えどこへなりとも消えることにしよう。

「――突然ですが！」

　俺の机を乱暴に叩たたいて会話に入ってくる奴やつがいた。親友の広橋コウタである。

「君色と鍵かぎ宮みやはいったいどういうご関係なのかな!?　先週から同どう棲せい疑惑が浮上していたが、そろそろはっきりきっちり教えていただきたい！　と、クラスの誰だれもが『知りたいけど直接本人たちに聞くのははばかられるし誰か代表して訊いてくれないかな』と思っている案件を、君色の親友であるところの俺が請け負ってみたいと思う！」

　お、おう……まあ、色いろ恋こい沙ざ汰たで興奮するのは高校生の習性みたいなもんだしな。

　しかし窮地再び。うやむやにできたと思っていた俺とリオの同居話が掘り起こされ、返答に詰まる。どうしたものか――

「家族（仮）です」

　とか考えているうちに、リオが爆弾発言！

「家族って!?」「もしかして生き別れの双子とか？」「んなわけあるか！」「結婚前提ってことだろ。（仮）なんだし」「プロポーズの言葉はなんですか!?」「ひょっとしてそのおそろいの指輪って婚約指輪!?」「ごちそうさまです！　そして幸せの末に果てろ！」

　ほれ見たことか！　クラスの連中がさらに盛り上がっちまったじゃねーか！

「おい……どういうことだ君きみ色いろ！　おまえはシスコンのはずだろう!?」

「だから俺おれのシスコンは家族愛だと日ひ頃ごろから言っておろうに」

「気取ってんじゃねぇよリア充！」

「パン屋の息子から毎朝二○円でパンの耳を購入するリア充がどこにいる！」

「すいませんでした」

「わかればよろしい」

「はい。いいや、納得できないね！」

　くっ、今日のコウタは強敵だ。めんどくせぇという意味で。

「おい鍵かぎ宮みや。本当にこんな甲か斐い性しようなしが好きなのか!?　金ないうえにシスコンだぞ！」

「金はなくとも愛がある」

「なんて模範的回答！　告白はどちらから!?」

「私からです」

「ジェラシィィィット！　マジでそんな羨うらやましい関係なのか？　気の迷いじゃないか!?」

「失礼なモブキャラだな。気の迷いなわけないだろう」

「だったらちゅーしてみろいっ！」

　なにを言っとるんだこのモブキャラは！

　と、ここまで推移を見守っていたが、唐突に嫌な予感がした。

　まさかリオの奴やつ、「うむ。よかろう」なんて言って身を乗り出してきたりしないよな？

　こいつならやりかねん。俺は警戒しながら、対面に座るリオの顔を覗のぞきやった。

「……ち、ちぅ？」

　その唇は、ちゃんとした発音ができないほどにぷるぷると震えていた。

　いつもの日本人形のような白い肌が、かーっと朱に染まる。頬ほおも耳もまっかっか。

　俺と目が合うと、ビクゥ！

　リオは矢庭に立ち上がり教室から逃げ出してしまった。

「なにあれかわいい」「やっぱ美少女はああいう一面を見せてこそだな」「追いかけたらどうにかなっちゃうんじゃないか？」「ちゃんと養ってあげなよ綾あや瀬せくん」「おしあわせに」

　クラスメイトたちがそれぞれ好き勝手な野次を飛ばしていた。

　俺といえば、ただただ呆ぼう然ぜん。

　いや、まあ、あいつだって女の子だしな。むしろこれが当然……の反応、だよな。

「……で、コウタ。おまえはなに床に突つっ伏ぷしてんだよ」

「親友に先をこされたダメージってのは、予想以上にくるもんなんだよ……」

　――とにかく、節約生活六日目のリオはそんな感じだった。

　ラスト一日。自分から家族だなんて宣言しちまった手前、リオの好意にどう答えるかが悩ましいが……それも些さ細さいなことだと言える。

　いま最も気がかりなのは、やはり棗なつめのことだ。

　今日、棗は学校を休んだ。担任によるところ、理由は体調不良らしい。が、そんなのはきっと口実だろう。おそらく棗はまだ玲れい樹じゆのもとにいる。

　そこで玲樹に電話をかけてみたのだが――

『正義の魔術師、鍵かぎ宮みや玲樹ちゃんはただいまお仕事中ですっ！　御用の方は「震えよ、我の左腕に眠りし覇者。破世への行軍を為なすため、今一刻馳はせ参じよ」と唱となえてください』

　妙な留守電メッセージが返ってくるだけだった。

　その内容がなかなかにイカしたものだったので唱えてみたが、それで玲樹が出てくるわけもない。いや、最初からおふざけだとは思ってたぜ？　俺おれが唱えたかっただけで。

　本人も学校に来てないみたいだし、完全にお手上げ状態である。

　そういや真ま白しろは元気にやっているだろうか。

　日曜以来声も聞いていないが……お兄ちゃん、なんか急に心配になってきたよ。



　で、節約生活六日目の夜。愛あいノの巣す荘そうにて、ちょっとした事件が起きた。

「君きみ色いろ、君色。一緒にゲームをやろう」

　俺が晩飯の献立を考えていると、リオがテレビゲームのコントローラを手渡してきた。

「ゲーム……だと……？」

「なにやら愕がく然ぜんとした様子だが、どこにそんな驚きの要素が？」

「だってゲームって……そんな科学力の結晶みたいなものがこの家にあったのか？」

「ずっと前からあったぞ。私がやらなかっただけで」

　リオの言うとおり、部屋の隅にはテレビと近未来的なフォルムの機械が置いてあった。

　うわー、ゲームなんてやるのいつぶりだろ。中学の頃ころにコウタの家でやって以来か？

　いや、だがそろそろスーパーで半額シールが貼はられる時間。ここで遊ぶわけには――

「君色、なんだかそわそわしてるぞ」

「え？　そ、そんなことはないですよ。それより俺は買い物に行こうかと」

「ちなみにソフトはオリゼロの格ゲーだ」

「し、仕方がねーな！　ちょっとだけつきあってやるか！」

　一流の節約戦士だって誘惑に負けることはある。うん。

　――というわけで、俺とリオはオリゼロの格ゲーで対戦することになった。

　普段ゲームなんてしないせいか、やってみると思いのほか熱中している俺がいた。

　もちろん初心者。しかしリオもそれほど上う手まくはないみたいで、勝負はいい感じに拮きつ抗こうしている。ってかリオの使ってるキャラ、妙に動きが鈍いような……？

「なあリオ、これ」

　話しかけようとして横を向くと、リオの顔が至近距離にあった。

　そうだな……だいたい一○センチくらいだろうか。

　ぱっちりとした大きな瞳ひとみ、イチゴ味のゼリーみたいに震えた唇が、目と鼻の先にある。

「……なにしてんの？」

「な、なんでもない！」

　俺おれが声を発すると、リオは赤面して飛とび退すさった。

　そのまま一メートルくらい距離を取ると、柄にもなく正座して黙りこむ。

　妙な反応だが……なんでもないんならなんでもないんだろう。プレイ再開。

　勝負は２ラウンド先取制。１ラウンド目は俺がいただいた。そして２ラウンド目も俺がもぎ取りそうな試合展開だ。超必殺技とやらでも狙ねらってみるか。

　不意打ち気味にまた横を向いてみると、リオの顔が。

「…………」

　今度は十センチ切ってるだろう、これ。

　瞳に映る俺の姿や、唇の奥にちらっと見えた赤い舌が、俺の思考を停止させる。

　こちらがなにか言う前に、リオはまた赤面して飛び退ってしまう。



    

  
    
      



    

  
    
      

　……そういえば、なんだが。あの昼休みの後、リオは顔まっかっかのまま授業中に戻ってきたんだよな。その後も俺おれを見ては頬ほおを朱に染めて、唇をもごもごさせていた。

　いや、まさかな。

　視線をゲーム画面に戻す。

　横目でリオの様子を見てみると、性懲りもなく俺に超接近を試みていた。

「だぁーっ！　さっきからなんなんだよ！　なにか言いたいことでもあんのか!?」

「い、いや、これは、えと、その」

　リオは口ごもり、正座のまま右手と左手のひとさし指をつっつき合わせる。

「……ぅを」

「は？」

「だから、つまり……ちぅを」

　いつもはきはきと喋しやべるリオらしくない、小さな声だった。

　だが昼の出来事が脳裏をよぎった俺は、その単語を解読できちまったのである。

「……もしかして、ちゅー？」

　おそるおそる確認を取ってみると、リオはこくんと頷うなずいた。

　そのまま顔を上げず、畳とにらめっこしている。

　かと思えば、ゆっくりと首を持ち上げ上目遣いに見てくるし。

　そんな真ま似ねをされて、どきどきするなっていうのも無理な話だった。

「そ、そういえばそろそろ晩飯の用意しなきゃな！　買い出しに行ってくる！」

「それなら私も――」

「リオは支度だけしといてくれ！　帰ったらすぐ料理できるように！　じゃ！」

　財さい布ふとケータイを持ち出し、脱だつ兎とのごとく家を出る。

　鏡なんか見なくても、自分の顔が耳まで真まっ赤かになっているのがわかった。

　そりゃ、リオは外見だけなら文句なしの美少女だし、この同居生活を始めてから数日、ちょこちょこ意識してしまうときもあった。

　でも、さっきのあれはいくらなんでも反則だろう。

　心の中だから恥ずかしげもなく断言できるけど、あれはヤバい。

　かわいすぎる。



　買い物中も結局、リオのことで頭がいっぱいだった。

　もやしを手に取ればあいつの笑顔が浮かんでくるし、一割引きと間違えて一○パーセント増量の商品を買っちまうし、さらには動揺してエコバッグまで家に忘れてくる始末。

「いったいなんなんだよ、告白してからのあいつは。俺に対してデレすぎだろう」

　スーパーからの帰り道。俺は曇り気味の夜空に語りかける。

　冷静に考えてみると、あれだ。女の子に好きと告白されたわけである。男ならびしっと返事をしてやるべきだろう。イエスかノーの二択だ。難しいことなんてない。

　で、肝心要の俺おれの気持ちなのだが……正直、わからん。

　意識しないといえば嘘うそになる。あいつのことはめちゃめちゃかわいいと思ってる。しかしだな、リオは節約生活のパートナーであり、それ以上でもそれ以下でもないのだ。

　この生活だって明日には終わるし、そうなれば――

　どうなるんだ？

　企画が終了したとして、それでリオはどうなる？

　玲れい樹じゆのオーダーである魔力の節約――悪癖の矯正という目的は達成できたのだろうか？　もし達成できていたとして、この生活が終わり次第リオは家に帰るのか？　俺も真ま白しろを返してもらって、元の節約生活に戻るのか？

　……なにを考えてんだ、俺は。

　そんなのあたりまえじゃないか。悩むまでもない。最初からそう決められていた。

　いまは一緒に暮らす家族かもしれないが、事が終われば俺たちはただのクラスメイト。

　なんてことはない、それが、元もと鞘さやだ。

「つーか、返事しなきゃいけないのはリオだけじゃないんだよな。棗なつめの奴やつも……ん？」

　考え事をしながら歩いていると、ふと妙な点に気づいた。

　なんだか、今日はやけに人通りが多いな。

　普段は閑静な住宅街、それもいまは夜だ。なのに、寝間着姿の主婦やらジャージ姿の学生やらが路上に出ているのはどういうことだ？

　人の声が反響して聞こえる。ひょっとして、なにか事件でもあったのだろうか。

　角を一つ曲がると、俺の疑問は氷解した。

「……はあ？」

　そう、それは自宅がちょうど視界に入ってくる曲がり角だった。

　見ると、愛あいノの巣す荘そうが――

　俺たちの家が、氷漬けになっていた。

　二階建ての家屋がまるごと氷の中に埋まり、周囲に寒々とした冷気を放っている。氷の表面はガラス細工と見み紛まがうほどに美しく透き通っていて、実にアーティスティックだった。

　家の周りには人だかりができている。近隣住民が野次馬に駆けつけたらしい。その非常識な光景に、誰だれも彼もが戸惑いの声を上げていた。

　なんで、こんなことに。

　呆ぼう然ぜんと路上に佇たたずんでいると、恐ろしい予感が頭をよぎった。

　――そうだ、リオは!?

　家で留守番していたはずのあいつは、無事なのか!?

　俺おれは一目散に駆け寄った。ひょっとしたら、この氷漬けは“〝闇陶芸師”〟の仕業なんじゃないかと考えちまったからだ。だとしたらリオは――

　結果として、それは杞き憂ゆうに終わった。

　野次馬の外側で棒立ちするリオを発見したのである。

「リオ！　無事だったんだな!?」

「あ……君きみ色いろ」

「どうしたんだよこれっ！　いったいなにがあった!?」

　そばに寄って確認してみるが、リオに外傷らしい外傷はないようだ。

　目が涙目で、しかも声が震えているが、そりゃ自分の家が凍っているからだろう。よほどショックだったに違いない。俺だって泣きてぇ。

「あ、あのっ……これは、そのっ……失敗しちゃったんだ」

「失敗？」

「大炎鬼の里に繋つなげるつもりが、間違って氷塊巨人の厳窟に繋げてしまって……」

　俺はただ、事情を訊ききたいだけだった。

　なぜ家が氷漬けになっているのか、留守番していたこいつなら知っているだろうから。

　だから――

「ごっ、ごめんなさいっ！」

　リオが謝ってきたのは、予想外もいいところだった。

　前屈みたいに深く頭を下げると、一瞬だけ俺の顔を見て、そして走り出してしまう。

「あっ、おい待て！　リオ！　くっ……リオ――――ッ！」

　わけがわからない。

　わけがわからないが、俺はすぐに追いかけた。

　走り出す前に見えた、きらりと光る雫しずく……リオの奴やつ、泣いてやがった。

　なにに失敗してなにがごめんなさいなのかわかんねーけど――放ほうっておけるかよ！

　野次馬をかわしながら、その小さな背中を追う。こちとら鍛えてるんだ、すぐにでも追いついて……って、速い!?　おまえ、そんな脚力どこに隠し持ってたんだよ！

「ちくしょう……」

　忍者かあいつは。

　痕こん跡せきすら残さず、夜の住宅街に消えていっちまった。

　どっちの方角に行ったのか、俺には検討もつかない。

　分岐路で右往左往していると、そこへ一台の車が近づいてきた。

　このあたりでは見かけない、黒塗りの長い車だ。いかにも金持ちが乗りそうな――

「お乗りください」

　サイドウィンドウから覗のぞく顔を見て、俺は息を呑のんだ。

「祭まつり子こ!?」

　リボンつきのカチューシャをつけている女の子なんて、俺おれの知り合いには一人しかいない。後部座席から俺に乗車を勧めてくるのは鍵かぎ宮みや玲れい樹じゆの専属メイド、祭子だった。

「いいところに来た！　家が凍って、リオがどっかいっちまって――」

「事情は存じております」

「だったら、リオを捜してくれ！　あいつ、泣いて――」

「大丈夫ですよ。リオ様は忍しのび子こちゃんがガードしていますから。それより、君きみ色いろ様には大切なお話があります。真ま白しろちゃんにも関かかわることです」

「真白に……？」

　その名を出されては、誘いに乗らないわけにもいかない。リオのことが気がかりだが、専属忍者が護衛してるってんなら信じるしかないだろう。

　俺は車に乗り込み、祭子と一緒に後部座席に座る。運転手は男物のスーツを着ているが、ミラー越しに顔を窺うかがってみるとどうやら若い女性のようだ。

「どこに連れてくつもりだよ」

「鍵宮邸です」

　玲樹と――リオの家か。

　もしかしたらあいつ、本当の家に帰っちまったのだろうか。

「そこで玲樹様から直じき々じきに、君色様へお話があります」

「なんだよ、借家が凍った責任でも取らせようっていうのか？」

「さぁ、どうでしょう。案外、身体からだで払えとか要求してくるかもしれませんよ」

「……おまえのご主人様って女の子が好きなんじゃ」

「ご心配なく。玲樹様は男の子も好きです。というか、ぶっちゃけて言うとバイですね」

「聞きたくなかった新情報……っ！」

「ちなみに昨夜のお相手はわたくしが。はあ、腰が痛いです」

「なんなんだよその露骨な下ネタは！」

「場を和なごませるためのジョークですよ。本気にしないでくださいな」

　まったくもっていらんおせっかいである。

　なにげに祭子と一対一で会話するのは初めてだが、さすがは変態淑女の専属メイド。一筋縄ではいかない性格をしているらしい。連絡の繋つながらなかった玲樹の動向や、その後の棗なつめの様子を訊きいてみても、茶目っ気のある答えではぐらかされるだけだった。

　はんっ。詳しいことはこれから会う玲樹に訊けってわけか。

　いいぜ、訊いてやるよ。

　根掘り葉掘り、これまでに積み重ねてきた疑問――全部な！

「お屋敷が見えてきましたよ」

　祭まつり子この声に促され、サイドウィンドウ越しにその外観を眺める。

　といっても、高い煉れん瓦が塀が続くばかりで建物なんてまったく見えやしない。つーか、長いなこの塀……どんだけ広大な敷地なんだよ。

　やたらと豪ごう奢しやな門を潜り、車は敷地内へと入っていく。暗がりなんでよく見えないが、屋敷へと繋つながる道の途中には多種多様な植物が植えられているようだった。やっぱ、金持ちの家といえば庭園がお決まりなのかね。

「あん……？」

　なんかいま、木が倒れているのが見えたような……？

　いやいや夜だしな。きっと暗くて見間違えたんだろう。

「着きました」

　ほどなくして車が停車。ドアが開き、俺おれは祭子よりも先に外へ出る。

　これが鍵かぎ宮みや邸か。この車と同じで、いかにも金持ちが住んでいそうな――

「…………………………………………………………………………………………はあ？」

　俺はもう、なにがなんだかわけがわかなかった。

　だって、目の前の鍵宮邸は愛あいノの巣す荘そうよりも酷ひどい。

　氷漬けどころか、バラバラ――全壊済みだったのである。



    

  
    
      
第七話　二人の節約術師





　時刻は午前零時を回り、節約生活はいよいよ最終日を迎えた。

　迎えたのだが……事態はもう、節約どころではない。

「どうぞ、コーラです。炭酸の抜けないうちにどうぞ」

　なんでコーラ。普通は紅茶とかコーヒーじゃないのか、こういう空気では。

　という旨むねを俺が目で訴えると、給仕をしていたこのメイドは、

「炭酸の刺激が眠気を覚ましてくれるんですよ。ほら、夜はまだまだ長いですから……」

　と、なぜか頬ほおを赤らめながら言ってきたので、俺はもう諦あきらめることにした。

「怒らないであげて。これでムードメーカーのつもりなのよ」

　優雅に微笑ほほえみ、ティーカップでコーラを飲むのは――鍵宮玲れい樹じゆ。

　ここは鍵宮邸、ではない。

　とあるホテルの一室だ。

　鍵宮邸に寄った後、俺はこのホテルに案内され、そこでようやく面会と相成った。

　玲れい樹じゆが纏まとう衣装は、見慣れた学生服でも、ましてや私服でもない。幾何学的な刺し繍しゆうが施された、スリットの眩まぶしいチャイナドレス。その上に羽は織おられたジャケット。過去二回ほど見る機会のあった、魔術師の戦闘装束だ。

「リオを泣かせたそうね」

　ティーカップを置き、玲樹は言う。

　俺おれたちは一脚のテーブルを挟み、向い合って座っている。我が家みたいに座布団ざぶとんではなく、ちゃんと腰かけのついた椅い子すだ。ちなみに、祭まつり子こは主人の横に立って待機の姿勢。

「正直に言って、羨うらやましい。私には、あの子を泣かせることなんてできないから」

　玲樹はどこか哀愁を感じさせる表情で、俺から視線を逸そらした。

　意味深ではあるが、あいにくいまはこいつの感傷につきあってやれる気分じゃない。

「んなことより、こっちには訊ききたいことが山ほどある」

「山ほど。そんなにたくさんあるなら、ぜひ挙げていってほしいものね」

「……まずあの家だ。ここに来る前、祭子に案内された鍵かぎ宮みや邸。なんだありゃ。どうしてあんなことになってる。それに真ま白しろと棗なつめはどこいった。ちゃんと無事なんだろうな」

　ここに来る直前、俺は祭子に『鍵宮邸』に案内された。

　だが到着した場所は、広大な敷地に焼け焦げた廃材が散らばっているだけの物悲しい空間――いわば『鍵宮邸跡』だったのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      

「ああ、あれ。真ま白しろちゃんに壊されちゃったのよ。止める暇もなかったわ」

　俺おれの思考が停止した。

「……は？」

「だから、真白ちゃん。君の妹。彼女が原因で家が倒壊したの」

「ま、真白がなにをしたってんだよ……」

「魔力を暴走させた」

　こいつは……っ。

　この女はいったい、なにを言ってやがるんだ？

「――意味がわからん。そこでどうして、魔力なんて単語が出てくる」

「真白ちゃんは君と同じ潜在魔術の持ち主なの。そもそも今回の一件は、私がそのことに気づいたから始まったようなものでね。全部仕組んでいたと言ってもいいわ」

　待て。

　待て待て待て。

　真白が潜在魔術持ち？　なんだそりゃ。話の流れが急展開すぎんだろ。

「君についていた嘘うそはいろいろあるけど、大きくまとめると一つ。敵に狙ねらわれていたのはリオではなく真白ちゃんだったのよ」

「なんで、真白が……」

「『凶まが星ぼし』って単語、覚えてる？　一万もの魔力を持つ才能の原石をそう称したけど、実際にはこれ、真白ちゃんの潜在魔術の名前なの。その効力は至って単純。聞けば君も納得すると思うわ」

「……詳しく説明しろ」

「周囲の人間に不幸を振りまいてしまう力よ」

　玲れい樹じゆの説明は、ときどきえらくわかりやすい。泣きたくなってくるほどにな。

「君たち家族――両親を含めての家族ね。あるときを境に、急に家族仲が悪くなったりしなかったかしら？」

「それは……」

　俺の記憶から、忘却したい過去が呼び起こされる。

　――あれは俺が小学六年生、真白が小学四年生の頃ころだ。仲のよかった両親が些さ細さいなきっかけで喧けん嘩かをするようになり、あっという間に離婚まで至った。俺たちは母親と暮らすことになったが、中二の春、母さんは俺たちを残して謎なぞの失しつ踪そう。まだ子供だった俺たちは、流されるがまま叔母さんに引き取られた。

　まさか、あれが……？

「思い当たる節があるでしょう。たぶん、真白ちゃんが力に目覚め始めたのはその頃からよ。無意識に働く力は、最も身近な存在である家族に影響を及ぼしたのね。それ以降、綾あや瀬せ家は様々な不幸に見舞われたはず」

　父さんと母さんの仲が急に悪くなったのも。母さんが俺おれたちを残して消えたのも。

　全部――真ま白しろのせいだっていうのか？

「……なら、俺はどうなんだよ？」

　厳しく問い詰めるような目をしても、玲れい樹じゆは冷然とした態度を崩さない。

「昔から、真白の一番近くにいたのは俺だった。そりゃたくさん苦労はしたけどよ、身体からだはこのとおり健在だ。真白が不幸を振りまくってんなら――」

「それは君の潜在魔術『契節約ギアスセイバー』が作用していると考えられるわ」

　俺が影響を受けていないのはおかしい。

　そう指摘しようとしたのに、玲樹は先読みして答えを提示してくる。

「『凶まが星ぼし』は『契節約』とは違い、発動に魔力を必要とするの。真白ちゃんは無意識のうちに魔力を解放しこれを発動させていた。でも君がそばにいるときは『契節約』の効果が発揮され『凶星』の消費魔力が増加――結果、真白ちゃんが魔力不足を起こし『凶星』が発動しないという状況も多々あった、と推測できるわ」

「だから俺は……いや待て。俺と真白が一緒にいることが『凶星』が発動しない条件だっていうんなら、両親の離婚が真白のせいっていうのはおかしいだろ。俺たちは昔からずっと二人でいたんだから」

「おそらく、君の『契節約』はわりと最近に目覚めた力なんじゃないかしら。幼少時はまだ、真白ちゃんの『凶星』発動を抑えられるほどの能力は持っていなかった。だから両親の離婚を防げなかったと考えれば、辻つじ褄つまが合うわ」

「じゃあ、なんでだ？　なんでおまえは、真白を人質に取ったんだよ」

　俺と真白が、もし本当にこいつの言うような関係なのだとすれば。

「いまの話で察しはついたさ。おまえんちが倒壊したのは、真白の『凶星』が暴走しちまったからなんだろ？　だったら、そもそもおまえが俺と真白を引き離さけりゃ『凶星』は暴走しなかったわけだ。俺と真白がずっと一緒にいれば――」

「でもそれって、なんの解決にもならないの。君の『契節約』は『凶星』の力を抑えることしかできない。今回みたいに、ちょっと離れて暮らしただけで『凶星』はまた復活する。問題は根っこから絶たなきゃ」

「だからおまえは、真白から俺を離したうえで『凶星』をなんとかしようとしたのか」

「そういうこと。それが、君に持ちかけた節約生活の真の目的」

　つまり、リオの魔術修行は本来の趣旨ではなく。

　人質として俺から真白を預かることこそが本題だった。

「なんでだよ！　んなもん、最初から事情を説明すれば――」

「そうね。ぶっちゃけ欲が働いたのよ。君に話した二つの目的――リオの成長と、“〝闇陶芸師”〟の打破。双方を成し遂げたいと言ったのは嘘うそではないから」

「一石三鳥を狙ねらって見事にしくじたってわけか……っ！」

「そういうこと」

　反省の色もなく言う玲れい樹じゆ。

　だが、いまのセリフ。

「……嘘じゃねーよな」

「なにが？」

「リオに成長してほしいって部分だ。おまえは、あいつを魔術師にしたいのか？」

　この前の日曜日にもらえなかった答えを、ここで求める。

　玲樹は目を細め、悲しそうな表情で俺おれの問いにこう返した。

「鍵かぎ宮みや家の人間として、最低限の責務は果たせるようになってもらいたかったの。でも、もう諦あきらめたわ。あの子は日常にいたほうがいい。いいえ、日常にいるべきなのよ」

　そこまで聞いてようやく、鍵宮姉妹の関係というやつが見えてくる。

　玲樹はリオに成長してほしくて、リオ自身も魔術師として成長したいと願った。だからこそ、今回のような魔術修行は始まった。なのにこの二人は、事あるごとに反発し合って――要するに、お互い素直じゃなったのだ。

　まったく……なんだってこいつら、こんなにメンドクセーんだよ。

　いろいろ言ってやりたいところだが、その前に確認しとかなきゃならないことがある。

「真ま白しろはいまどこにいるんだ」

「敵に連れ攫さらわれたわ」

「敵に連れ……連れ攫われたあ!?」

　平然とした物言いに、さすがの俺も飛び上がりそうになる。

「昨日、“〝闇陶芸師”〟が君たちに棗なつめちゃんをけしかけたでしょう。その隙すきにね」

「そもそも“〝闇陶芸師”〟の狙いがリオでなく真白だったっていうんなら、なんであいつは俺たちを狙ってきたんだよ」

「君とリオを狙うことで、目下の障害である私の注意がそちらに向くと考えたのでしょう。実際、私も敵がそう動くと考え君たちをガードしていた。もちろん、真白ちゃんの警護も屋敷の者たちが務めたわ。けど最悪のタイミングで――」

「真白の『凶まが星ぼし』が暴走、か」

「暴走したのは“〝闇陶芸師”〟がいろいろちょっかい出してきたのも一因なんだけどね」

「ふざけんなよてめぇ……いくらなんでも詰めが甘すぎるぞ」

「いいえ、むしろ好都合よ。なんせあとは“〝闇陶芸師”〟を倒して真白ちゃんを取り返すだけなんだから」

　と言うからには、真白奪還の策があるということなのだろう。でないと困る。

　俺おれがしばらく唸うなっていると、玲れい樹じゆはおもむろに席を立った。

「じゃあ、私はもう行くわ」

「真ま白しろを助けに行くんなら、俺も」

「ダメ」

　――目の前で刃が煌きらめいた。

　いったいどこから出したのだろう。玲樹の手には、一本の長剣が握られていた。

「君はただ、リオのパートナーとして雇われているだけの一般庶民なのよ。こちら側に踏み込んでくるというのなら、日常を捨てる覚悟を決めなさい。君にそれができる？」

　ヒュン――と振るわれた刃が足下の絨じゆう毯たんを走り、俺と玲樹の間に一条の線を作り出す。

　魔術の一種なのか、線上には青白い光が灯ともっている。外見的にはただそれだけのはずなのに――なぜだ。この線を見ていると足が竦すくんじまう。

「認識結界よ。超える、という強い意思がなければ突破することはできないわ」

　こちらの心を見透かすように、玲樹が告げる。

「それが君の住む領域。無理にでも超えれば――死ぬわよ」

　弁わきまえよ、との声。

　……確かに、俺は一般庶民だ。魔術師同士の戦いに首突っ込んで生きていられる保証なんてない。それどころか、玲樹の足手まといになる可能性だってある。

　それに、日常を捨てることもできやしない。俺の日常には、真白がいるから。

　なら素人は素人らしく、家でおとなしく待っているのが正解なのか。

　でも、だからって……だからって。

「待てよ！」

「なに。まだなにか言いたいことでもあるの？」

「リオはどうすんだ！　おまえの妹、泣いてたんだぞ!?」

　野良犬のように惨めったらしく吠ほえる俺に、玲樹はため息をつく。

「リオなら大丈夫よ。いま頃ごろはうちの使用人が保護しているでしょうから」

「そうじゃねぇ！　おまえはリオの姉として、なんかあいつと話すことねーのかって訊きいてんだ！」

　この姉妹は一度、面と向かって話し合うべきだと思った。

　それなのに、

「ないわね」

　鍵かぎ宮みや玲樹は、とんでもないわからず屋だった。

　……とんでもないわからず屋でもなけりゃ、ここまでこじれたりはしねーか。

　呆あきれる。

　呆れすぎて笑っちまう。

「上等だよ」

　ドアノブに手をかけ、扉を開こうとする寸前。俺おれは玲れい樹じゆに言ってやった。

「おまえの言うとおり、俺はどこまでいったってただの一般庶民だ。魔術師の抗争なんかに交ざればそりゃ死ぬだろうし、真ま白しろとの日常を切り捨てる覚悟もない」

「わかってるじゃない」

「ああ、わかったんだよ。だから俺は続けるだけだ。一般庶民らしく、リオと一緒にこの節約生活を完遂する。不器用な姉に代わって、あいつに節約ってやつを教えてやるよ！」

　宣言と共に、玲樹が引いた一線――俺の住む領域ってやつを踏み越える。

　こんなのは気合の問題だ。俺が超えたら、認識結界とやらはあっさり光を失った。

　玲樹は一瞬だけ俺のほうに振り返り、しかしそれ以上はなにも言わず、扉を開く。

「祭まつり子こ、行くわよ」

「嫌です」

　メイドから放たれるストレートな拒否の一言に、主人の足が止まった。

「申し訳ございません、玲樹様。主の間違いを正すのが、従者の務めですので」

「……私の判断が間違ってるっていうの？」

「はい。少なくとも、君きみ色いろ様の気概は買う価値ありと判断します」

　にっこりと微笑ほほえむ祭子に、玲樹は沈黙で返す。

　そのままなにも言わず、部屋を出ていってしまった。

「というわけですので、君色様」

　残された俺に、祭子はスカートの端を摘つまみながら優雅に礼をする。

「鍵かぎ宮みや玲樹専属“〝完装従者”〟剣つるぎ祭子と申します――一時的にではありますが、主を裏切りあなた様につきたいと願います。さて、大見み得えを切ったからには身体からだを張っていただきますが、よろしいですか？」

　祭子からの問い。その作り物の笑顔は、俺を試しているようでもあった。

　手元に残ったコーラを一口で飲み干し、決意を固める。

「望むところだ」

　答えなんて、決まっていた。



「リオ様は昔から人見知りの激しい性格でして、友達と呼べる相手がいなかったんです」

　先ほどと同じ車での移動中、後部座席に座る祭子が隣の俺に話しかけてくる。

「自分から進んで人間関係を構築したりなんてことはなかったですし、わたくしども使用人に対してもどこか一線を引いている風ふうでした」

　俺は相あい槌づちを返さず、黙って耳を傾けていた。

「だから、一度心を開いた相手にはとことんまで気を許してしまうんです。それこそ、拾われた野良猫みたいに。ちなみに、リオ様が同年代の男の子に気を許したことはいままでに一度もありません」

　サイドウィンドウ越しに夜の街を眺める。この時間帯は交通量も皆無で、明かりのついている家もまばらだった。十一月下旬。朝の訪れはまだまだ遠い。

「玲れい樹じゆ様は、リオ様が最も気を許したお方です。一番の理解者と言い換えてもよいでしょう。ですが、それも幼少時代のこと。いまの玲樹様は、リオ様を――」

「そこでやめてくれないか、昔語り」

「おや、どうしてですか？」

「そのへんのことについては、本人たちから直接訊きく」

「まあ、男の子らしい」

　祭まつり子こはからかうように笑う。

　外の風景が見慣れたものになってきた。より詳しい事情を知るのも、もうすぐだろう。

「一つ、わたくしからお訊きしてもよろしいでしょうか？」

「なんだよ」

「君きみ色いろ様は、どうしてこんなにも手を焼いてくれるのですか？　当初の目的は、妹の真ま白しろ様を取り戻すことだけだったのでしょう？　あ、もしかして下心ですか？　わかります。男の子ががんばる理由っていったらそれですよね」

「勝手に理解してくれるな」

　からかい口調には軽く返し、俺おれは質問の答えを探す。

「……どうしてって言われても、俺にだってよくわかんねーよ。ただ、な」

　車が停まった。

　周囲に野次馬の姿はない。おそらくだが、誰だれかが結界でも張ったのだろう。

「見てらんねーんだよ。不仲な家族ってやつは」

　そう、答えを口にして――

　俺は、氷漬けの我が家に帰ってきた。



　それは単純に『アパートの氷漬け』と呼ぶには美しすぎる代物だった。

　表面は闇やみ夜よでも映える輝きを放ち、均整の取れたフォルムはすべて計算ずくでカットされたかのよう。水晶を思わせる見事なオブジェクト、まさに至高の芸術品だ。惜しむらくは、これが我が家の変わり果てた姿だということか。

　祭子の話では、リオはここに戻っているということだが――うん？

　愛あいノの巣す荘そうの手前にある電柱の陰に、誰かが立っているのが見えた。

「やっほ」

　棗なつめだった。

　最後に別れたときと同じ制服姿で、いつもみたいに挨あい拶さつを放ほうってくる。ただその声は小さく、なんというか、いつも元気なひまわりが萎しおれているような印象を受けた。

「おまえ、いままでどこにいたんだよ。玲れい樹じゆも祭まつり子こもなにも説明しないから心配してたんだぞ。つーか、一人でいて大丈夫だったのか？」

「うん。その……いろいろとあってさ。玲樹さんから事情を聞いて、利用されてた自分に腹が立って、なんであんなこと言っちゃったんだろうって後悔しまくって、そんな感じで一日中……鍵かぎ宮みや家の人たちと行動しながら、自分の気持ちと格闘してたのよ」

「操られてたんだろ。おまえに非はねーよ」

「それは！　あっ……そうかもしれないけど、あのときの感情がまったくの作り物かっていったらそうでもなくて……」

「反省してんならリオのほうに謝ってやれ。あいつ、操られた棗なつめにめちゃビビってたからな。それに俺おれは俺でおまえに酷ひどいこと言っちまったから、おあいこだ」

「鍵宮さん――ううん、リオにならもう謝った。けど、いまはそれどころじゃないみたい。一応、つれ戻すことはできたんだけど……」

　話を詳しく聞くと――

　棗は玲樹から事情を聞き、自身の気持ちに整理をつけた後、鍵宮家の使用人たちと行動を共にしていたらしい。そして走り去ったリオを密かに追っていた忍しのび子こ――例の鍵宮家専属忍者と連携し、リオを保護。謝罪を済ませ、説得してここまでつれてきたとのことだ。

「説得……っていっても、あたしにはリオがなにを抱え込んでるのかわからないし、偉いこと言えた立場でもないから。だからここから先は君きみ色いろにパス……して、いいかな」

「……はあ」

　やたらと落ち込んでいる棗に、俺はわざとらしいくらい深いため息をつく。

「どうでもいいけどおまえ、リオのこと苗みよう字じじゃなくて名前で呼ぶようになったのな」

「へ？　あ、うん……ら、ライバルには敬意を払うべきだと思うのよ、あたし！」

「ライバル、ね。なら、俺もしっかりしないといけないよな」

　なんのライバルかはよくわからんが、名前で呼べるっていうのはいいもんだ。

　俺は「任せろ」という意を込め、棗の肩を軽く叩たたいた。

　歩みも確かに、我が家へと近づいていく。

　――リオは軒先にいた。

　部屋着のまま地べたに横たわっている。

　瞼まぶたは閉じられ、目元は赤い。泣き疲れて眠っちまった子供みたいだ。

　愛らしい寝顔に「悪い」と断りを入れつつ、俺はリオの鼻をつまんでみた。

　しばらくして、リオが「ふが」と声を出してから目覚める。

「ただいま」

　寝起きの眠り姫に、帰宅の挨あい拶さつ。

　まだ意識がはっきりしていないのだろう。反応はなかなか返ってこず、数秒間にらめっこが続いた。たっぷり十秒ほどかけて、

「き、きみみ、みき、君きみ色いろっ!?」

　リオが飛び起きた。

「逃げんな」

　慌てて逃げようとしたので、俺おれはすぐさま捕縛。

　掴つかんだ腕を引っ張って、強引に顔を向けさせる。

「家族が帰ってきたときは、おかえりなさい、だろうが」

「お、おかえりなさい」

「ん。ただいま」

　素直な返事が返ってきたところで、俺はとりあえず満足だ。

　リオをその場に座らせ、同じように俺も腰を下ろす。

「……なにをしているんだ？」

　呑のん気きに星空を眺めていると、リオが話しかけてきた。

「なにって、別になにも。ただ今日は疲れたからな。家でくつろいでるんだ」

「君色にはこの惨状が見えないのか？　私たちの家は、もう……」

「でも、あと一日はここで過ごさなきゃいけないからな。そこは辛抱さ」

「こんなになってしまって、まだ節約生活を続ける気でいるのか？」

「おまえだって、そのつもりでここに戻ってきたんじゃねーのか？」

　俺の問いかけに、リオは膝を抱えて間を作った。

「私には……他ほかに帰る場所がなかっただけだ」

「そっか。俺と同じだな」

「君色には、もともと住んでいた家があるだろう」

「それを言うなら、リオにだって帰る家はあるじゃねーか」

　今度はより長く口ごもった。

　同居人が喋しやべらなくなっちまったので、俺はまた星でも眺めることにする。

　といっても、あんまりいい天気じゃねーな。星なんて数えるほどしか見当たらない。こういうときは空気を読んでロマンチックに演出してほしいもんだ。

「この家……氷漬けになってしまったのは、私が原因なんだ」

　心の中で空に対して不平を述べていると、リオが再び喋り出した。

「失敗、したんだっけか」

「うん……君色が帰ってきたらすぐに料理ができるように、『界かい門もん』で火を出そうとしたんだ。修行も大詰めだし、私の魔術にもなにかしらの変化が起こっているんじゃないかと期待して。だけど、間違えて氷を出してしまって……っ」

　数時間前、リオが発したフレーズが蘇よみがえる。

　やっぱりあれは、魔術を失敗したって意味だったんだな。

「私は、昔から落ちこぼれと揶や揄ゆされてきたんだ。鍵かぎ宮みや家一の才覚を持っていると言われながら、一向にその力を制御することができない。宝の持ち腐れだと……」

　リオの手が、固いグーの形になっている。

　まるで、悔しい気持ちを握りこむみたいに。

「才能を持ちながら活かせない私とは逆に、姉様は努力の人だった。幼少時代に鍛錬を積み重ね、中学に上がる頃ころには大人にも負けない、立派な魔術師へと成長した。そして、次第に比較されるようになったんだ。落ちこぼれの私と」

「姉様が努力している間、リオはなにやってたんだよ」

「君きみ色いろも知っているだろう。学校にも行かず、家でひきこもっていたのだ。がんばってもぜんぜん上う手まくならないから、ふてくされていた」

　玲れい樹じゆはただ自堕落なだけなんて言っていたが、真実はこっちだったんだな。

　そしてあいつは、リオの秘めたる想いにも気づいていたはずなんだ。

「それでも、もう一度がんばってみることにした。でも結局、私は一人ではなにもできない。君色と暮らして少しは上達したかと思ったが、結果はこの有様だ」

「……今回の節約生活、おまえはどの程度まで内情を知ってたんだ？」

「全部」

　リオは横目でちらり、と道路のほうを見やった。車のそばでにこやかな表情を浮かべている祭まつり子こ、その横に立つ棗なつめを見て、俺おれにも事情が伝わっていることを察したのだろう。

「姉様が私たちを囮おとりとし、君色の妹から『凶まが星ぼし』を取り除く。あわよくば誘いに乗ってきた“〝闇陶芸師”〟を撃破。これが計画の全容だ」

「自分の身が危険に晒さらされるとわかってて、おまえはその計画に賛同したのか？」

「……姉様に意地を見せたい気持ちもあった。姉様の役に立ちたいという想いもあった。それに、姉様なら絶対に私を守ってくれる。危険なことにはならない。そう考えたんだ」

「リオ、おまえは……」

「だが姉様の考えは違ったんだな。姉様は私に現実をわからせようとしたんだ。落ちこぼれの私では、姉様の隣には立てない。相応ふさわしくない。だから、あんなことを……」

　学校の屋上で玲樹が放った、辛しん辣らつな一言が蘇る。

　リオは必死に玲樹に追いつこうとしたんだ。

　だからこの計画に乗った。魔術修行も真ま面じ目めに取り組んだ。

　なのに、姉は妹の想いを振り払った。

「姉様は前々から私に失望していたのだと思う。それはそうだ。姉様は魔術師として一線でがんばっているのに、私はふてくされてひきこもって……自業自得だが怖かったんだ。姉様が私から急に興味を失ってしまったようで。一人ぼっちになってしまった気がした」

　リオにとって、玲れい樹じゆは一番の理解者だった。

　しかしその認識は、いつかを境に崩れてしまったのだろう。

「君きみ色いろの前では私を溺でき愛あいしているような素振りを見せていたが、あんなのは演技に違いない。姉様は私への愛着などとうの昔に捨て、疎ましく思っていたのだろう」

「それでリオは、この節約生活で成長して、玲樹を見返してやろうと――いや、認めてもらおうとしたのか」

「……うん」

　全部、繋つながった。

　玲樹の目もく論ろ見みと、リオの想い、それらの齟そ齬ごと全ぜん貌ぼう。

　微妙に歯車がずれていたのだ。いや、もうずれまくってぜんぜん離れた場所に置かれていたと言っても過言ではない。第三者から見れば、なんじゃこりゃだ。

　理解して、大いに納得した俺おれは、激しく慨嘆した。

「おまえら姉妹って、本当にメンドクセーのな」

　ほとんどバカにするような顔をしていたと思う。

　リオのきょとんとした様子を見ても、俺は手心を加えるつもりは一切なかった。

「要するに、おまえ姉様のことが大好きなんじゃねーか。だから玲樹と同じ舞台に立とうとした。そのためにがんばろうって決意した。なら素直にそう言ってやれよ。嫌われてるわけじゃねーんだから」

「ね、姉様は私に失望しているのだ。いまさら私がなにを言ったって――」

「ああ、そりゃ勘違いだ」

　俺はずばっと言ってやった。

「学校の屋上で言われたことを気にしてんなら、まったくの見当違いだ。あのセリフだって、全部おまえを想ってのことじゃねーか」

「な、なんでそうなる。理由を述べろ」

「魔術師絡みだからだよ。全部。俺は詳しく知らないけど、危険な仕事なんだろ？」

「う、うむ……」

「だったらそれは、リオを危険な目にあわせたくなかったってことじゃないのか？　未熟なおまえの代わりに、自分で全部やろうとした。だからあんな風ふうに、あえて突き放すようなことを言ったんだ」

　不器用なのは、どっちもどっち。

　行動で示したって、相手に気持ちが伝わらないことは多々ある。

　玲樹は、行動で示すよりも先にちゃんと言葉にするべきだった。

　姉の想いってやつを。

「そんなの――」

　リオだって、可能性として考えなかったわけではないのだろう。

　ただ、その可能性は早々にありえないと断じてしまった。だからこそこうなっている。

「そんなの、わかるはずないじゃないかっ！　私はいっぱい苦しんだんだ！　どんなにがんばっても上う手まくならない、姉様の存在はどんどん遠くなっていく、この焦りが！　この劣等感が！　君きみ色いろ、貴様にわかるか!?」

「ああ、わかるよ」

「嘘うそだっ！　知った風ふうな口を聞くな！」

「てめぇこそ、自分の悩みが他人には理解できない複雑難解なものだなんて思ってんじゃねーぞ。俺おれから言わせりゃ、リオの悩みも玲れい樹じゆの悩みも単純すぎんだよ」

　癇かん癪しやくを起こすお子様の頭に、ぽんっと優しく掌てのひらを載せてやる。

　ついでにまとめると、だ。

「相手が自分のことをわかってくれない――ただこれだけだろうが。だったら、解決方法は一つだけだ。素直な気持ちで話し合え」

　これが結論。

　たどり着くと、リオは電池が切れたみたいにおとなしくなった。

　そんなバカな、って顔をしている。

　でもよかった、って顔にも見える。

　百面相だな。出会った頃ころは仏ぶつ頂ちよう面づらだったのによ。人の印象なんて変わるもんだ。

「正直に言うと、最初、好き勝手に浪費しまくるおまえの印象は最悪だった」

「……だろうな」

「けど、無駄遣いやめて素直になってからのおまえは、最高にかわいかったぞ」

「そうか……えっ!?」

「驚くな。いいから、玲樹にもそういう風に素直になってみろって。俺に言わせれば、こんなのは案外あっさりいくもんだ」

　素直に。

　リオに課すべき課題は、これ一本だ。姉のほうにもまったく同じカリキュラムを与えるべきだろう。ホント、姉妹揃そろってつくづく面倒くさい。

「素直に……素直に、か」

　その言葉を、発表会の予行練習みたいに何回も唱となえる。

　やがてばっちり記憶したのか、リオは覇気のある声で言う。

「君色。姉様のところに行きたい。一緒に来てはもらえないだろうか？」

「言われるまでもねぇ」

　もとより、真ま白しろを助け出す役目を他人に譲る気などない。

　もうすぐ夜が明ける。

　向かうは敵の本陣、そして訪れるのは節約生活最後の一日だ。



　現場はそれほど離れていなかった。

　いまは使われていない、寂れた町工場。愛あいノの巣す荘そうから車で十分くらいの距離にある。

　被害を外に出さないためだろう。敷地内は玲れい樹じゆが張った結界で覆われていたが、祭まつり子こが結界侵入の効果を持つ『即席魔術インスタント』を使用し、俺おれたちは難なく中に入ることができた。

　目の前には事務所だったらしい小さなプレハブ小屋が一軒と、作業用の大きな建物が一軒。俺とリオ、それに棗なつめと祭子は後者のほうに入り、中を見渡す。あたりまえだが器具類はほとんど撤去されており、そこにはただ広いだけの空間が広がっていた。

　そして、その最奥に戦闘中の魔術師たちがいる。

　一本の長剣を振りかざし、ばったばったと虎とらやら獅子やら水牛やらといった姿形の魔獣を斬きり伏せていくのは、もちろん鍵かぎ宮みや玲樹だ。

　対するのは痩そう身しんの男。ベストの上から黒のトレンチコートを纏まとい、両手をポケットに突っ込んだ、金髪のオールバック。全身像を見るのは一週間ぶりとなる“〝闇陶芸師”〟だ。

　紛まぎれもない闘争の風景。漫画によくある一コマ。非日常。

　これが、鍵宮玲樹――魔術師の住まう領域ってやつか。

「ちょっと君きみ色いろ、ぼーっとしてないでよ」

「悪い。戦場に立つとどうしても、な……フッ。まあ武者震いってやつだ」

「君色様、震えていらしたんですか？」

「冗談！」

　俺は強くかぶりを振る。ここまできてビビってなんかいられねぇ……っ！

　拳こぶしを握り、全身に力を込める。一歩を踏み出すと、

「なにしにきたの、君たち」

　玲樹はこちらを見ず、馬形の魔獣を縦に両断しながら言った。

　威圧的な声にも、俺たちは怯ひるまない。確固たる意思を持って玲樹に近づいていく。

「ふん……これはまた、妙な来客だな」

　俺たちの存在に気づいた“〝闇陶芸師”〟がなにか言っていた。

「役目を終えた囮おとりが二人、俺が使い捨てた傀かい儡らいが一人、そして“〝完装従者”〟がいま頃ごろになって参戦か。ククク……まあいい。ギャラリーは多いほうが盛り上がる」

　怪しげに笑う“〝闇陶芸師”〟。

　次の瞬間、町工場には似つかわしくない羽ばたきの音が響いてきた。

　視線は自然と天井のほうに導かれる。そこにいたのは、闇やみ色いろをした鳥の群れ――色合いや大きさからして、カラスか。些いささか獰どう猛もうすぎるがな。

「祭まつり子こ、迎撃！」

「かしこまりました――と言いたいところですが、どうやら必要ないみたいですよ？」

　指示を出す玲れい樹じゆに、祭子はやんわりと答えた。

　頭上から闇やみのカラスが一羽、一番槍やりとして飛来する。

　それにいち早く反応したのは、俺おれでもリオでもなく、

「ちぇいぁああああああああああああああああああっ！」

　棗なつめだった。

　気合一声、跳躍からの回まわし蹴げりでカラスを打ち払う。

「ほう。ただの人間にしてはなかなかの反応速度だ。だが――」

“〝闇陶芸師”〟が指を振り、頭上のカラスが今度は一斉に襲いかかってくる。

　その数は十羽近い。蹴り一発で捌さばけるものでもないだろう。

　だが棗は不敵な笑みを浮かべ――懐から数枚のカードを取り出したのだ。

「『即席魔術インスタント』発動――『ファイア・ダーツ』！」

　扇状に広げたカードの束から、枚数分のダーツが出現。それらはすべて、炎によって形を成している。

　カラスに向け、一斉射撃。撃ち漏らしなく、その身を闇に返していく。

「棗、そのカードまだ持ってたのか」

「君きみ色いろのおかげで使えなかった分よ。もっとも、いまので品切れだけどね」

　そうか。屋上で俺たちと交戦したとき、俺の『契節約ギアスセイバー』が原因で棗は魔力切れを起こした。あれから一日経たって棗も一眠りしているはずだから、魔力は回復済みってわけか。

「……貴様には使い切れる分の『即席魔術』しか渡さなかったはずだが。魔力を測り違えたか？　なんにせよ誤算だな。使い捨てるにしても、もう少し酷使しておくんだったよ」

「飼い犬に手を噛かまれたくないのなら、手た綱づなはしっかり握っておくことね」

　おおう。棗の奴やつノリノリじゃねーか。さすがは同じ師匠のもとで修行した兄弟弟子。頼もしいことこのうえない。つーか、俺もあんなセリフを言ってみたいぞ。

「君色、それにリオ。あとはあんたたちに譲るわ」

「託された。あとは任せろ、棗」

　互いに名前を呼び合う両者。

　いいね。いがみ合っていた二人がここぞという場面で結束するこのシチュエーション。最高に燃えてくる。俺もただ黙っているだけじゃいられねぇ――が、俺の出番はまだだ。

　いまは傍らの小さな背中を押し、まず姉妹の問題を片づける。

「姉様」

「あとにしなさい」

　リオが声をかけても、玲れい樹じゆはそっけなく返すだけだった。長剣を握る手に力を込め、標的である“〝闇陶芸師”〟に敵意を添えた切っ先を向ける。

　魔術師、鍵かぎ宮みや玲樹。

　その絶対的存在に対し、リオが放つ言葉は決まっていた。

「大好き」

　ビシッ、と。

　言い放った瞬間、玲樹の身体からだが見るからに硬くなった。

「は、はい……？」

　思わず油をさしたくなるようなぎこちなさ。

　リオの言葉が響いている証拠だろう。魔術師の仮面は、早くも剥はがれかかっていた。

「こ、こんなときにこんな場所で、きき、君はいったいなにを言い出すのよ」

「早朝前の寂れた町工場で、姉に向かって大好きと発言したのだ。私はただこれだけを言うためにここへやってきた。お願いだから、無視なんてしないでほしい」

「……っ！」

　玲樹がこんなにもうろたえているところを、俺おれは初めて見る。

　妹からのまっすぐなメッセージに、姉はどう答えるのか。どう答えるべきなのか。必死になって考えて、答えが出てこなくて、柄にもなく焦っている――そんな感じだ。

「無視をするな――とは、こちらのセリフと言える」

　姉妹の一対一に水をさしたのは、もちろん“〝闇陶芸師”〟である。

　不意に、背筋が震えた。

　なにか本能的なものに促されて、俺は後ろを振り返る。

　そこに漂っていたのは、黒く丸い塊かたまりだ。大きさにしてバスケットボールほど。謎なぞの球体は俺たちの目の前でぐにゃぐにゃと歪ゆがみ、変形していく。神の見えざる手によって、粘土が一つの作品に仕上がっていくような光景だった。

　そうしてできあがったのは――ドリルのような嘴くちばしを持った、巨大な怪鳥。

「リオ！」

「慌てるな君きみ色いろ」

　突然現れた敵に、しかしリオは動じない。

　工場を揺るがすほどの甲かん高だかい鳴き声にも耐え、静かに、ぎゅっと俺の手を握る。

　繋つなぎ合う俺の右手と、リオの左手。両者の中指に嵌はめられた指輪が、熱を宿す。

　そして、空いているほうの手を怪鳥に向けて翳かざした。

「君色がいれば、私は戦える！」

　瞬間、リオの掌てのひらを起点とし魔法陣が展開。

「『界かい門もん』極光賢人の箱庭――ノック！」

　一瞬で組み上げた『界かい門もん』に、力強い拳こぶしを打ちつける。

　魔法陣から放たれた光の矢が、豪雨のごとき勢いで怪鳥を呑のみ込んでいく。光に照らされた闇やみはひとたまりもなく、一枚の羽すら残さなかった。

　その手腕に、“〝闇陶芸師”〟が喝かつ采さいを上げる。

「ハッ！　さすが、才覚だけは鍵かぎ宮みや一と謳うたわれた魔術師だな」

「魔術師？　フッ、違うな。私は――私たちは『テンサウザンドの節約術師』だ！」

　リオは、俺おれの手を強く握りながら言った。

　身体からだの芯しんが温まる。

　心が嬉うれしくなった。

　そうだな。いまのは、リオと俺が協力することでようやく完成する技だ。

　だったらそれは魔術なんかじゃない。

　俺の力でリオの魔力を抑えて使う術――そう、節約術だ！

「意味はわからんが、その鼻持ちならない自信と余裕、まさしく鍵宮の血統だ。だが……これを盾にしてみてはどうですかな？」

“〝闇陶芸師”〟の不穏な発言。またどこかから魔獣を出現させるつもりか、と身構えるが、その予想は外れた。そっちのほうがまだよかったと思えるくらいの衝撃が、俺を襲う。

「なっ――!?」

　おそらくは梁はりの陰に隠れていたのだろう。

　高い天井からゆったりと降りてくる、黒い十字架。

　俺の妹の真ま白しろが、そこに磔はりつけにされていた。

　手足の先を十字架の中に埋もれさせ、なぜか全裸になっている胴体は鎖で縛りつけられている。本人に意識はなく、鎖の合間に見える柔肌を見ても外傷らしい外傷はない。

「下げ衆す野郎が……これが盾ってわけかよ！」

「盾ェ!?　そんなつまらないものではない！　この十字架は深しん淵えんの殻、魔王を生む卵！　『凶まが星ぼし』を糧かてとして取り込んだ我が術は、間もなく完成完全完結へと至るゥゥゥ！」

　なっ……なんだこいつ。いきなりテンションが変わりやがったぞ。

「なんだよ完成って！　てめぇ、真白をいったいどうするつもりだ!?」

「器にするつもりよ」

　答えたのは“〝闇陶芸師”〟ではなく玲れい樹じゆである。

「魔王誕生の儀式――奴やつは、真白ちゃんをその器にするつもりなの」

　玲樹もこれに手をこまねいていたのだろう。声には悔しさが込められていた。

　いや、それよりもだ。なんだよ『魔王』って。そういや“〝闇陶芸師”〟が真白を狙ねらう目的とか詳しく聞いてなかったが、いきなりすぎて思考が追いつかねーぞ。

「誕生ではない、復活だ！　そう、魔王復活こそ我ら《大家族》の悲願にして大命！　これが成されたとき、世界の縮図は大きく変わる！　術技の結集を！　認識の統一を！　異界との交易を！　幻魔の再生を！」

「素人の前でべらべらと……っ」

　玲れい樹じゆが乱暴に舌打ちする。顔を覗のぞき込んでみると、相当苛いらついていることがわかった。

「お、おい。あいつなに言ってやがるんだ？　魔王復活って、具体的にどうなるんだよ」

「……ものすごく簡単に説明すると」

　玲樹は溜ためを作るが、その答えはすでに予想ができていた。

「いまの世界が滅ぶ」

　ヤバい。

　なんだそれ。そりゃ、魔王っていったら世界征服とか人類支配とかが定番だけどさ。ストレートすぎるっていうか、なんで急に世界の危機が関かかわってくるんだよ。いや、最初からずっとそういう話で、単に俺おれが知らなかっただけだとしてもだ。

「庶民の君が深く考える必要はないわ。真ま白しろちゃんはその前に、私が取り返す！」

「させると思うかァァァァァ!?」

　上がりきったテンションのまま、“〝闇陶芸師”〟が咆ほう哮こう。両りよう脇わきに黒い球体を出現させ、そこから新たな魔獣を練り上げた。生まれ出た双頭の巨竜が、玲樹に襲いかかる。

「器たる『凶まが星ぼし』！　贄にえたる我が魔力！　器に贄を捧げることにより内包された無限の魔力が爆発する！　この魔力がまた還元し、魔王を喚よび起こす糧かてとなるのだッ！」

　つまり真白の『凶星』は魔力の詰まった宝箱で、この儀式、即すなわち“〝闇陶芸師”〟の魔力はそれをこじ開けるための鍵かぎってわけか。

　世界の危機に動揺している暇なんてない。狂気の矛先は俺たちにも向けられる。

　駆けてきたのは、ケルベロスとでも呼びたくなる三首の犬だ。それも象みたいにでかいのが五頭。あの野郎、ここにきて大盤振る舞いじゃねーか！

「リオ、あと一回だぞ！」

「わかっている！　『界かい門もん』氷塊巨人の厳窟――ノック！」

　こちらとて負ける気はない。リオは新たな魔法陣を作り上げる。

　ノックした『界門』から召喚されたのは、巨大な氷の腕だ。無骨だが透明感が美しいその掌てのひらは、襲いくるケルベロスを二頭まとめて握り潰つぶす。他ほか三頭も、指先から発する冷気であっという間に凍らせた。

　リオが間違えて出したのってこれか。そりゃアパートの一つくらい凍るわな。

　ともあれ、これでリオが使用した『界門』は三回。

　内一回は俺が不在のときに使用しているから、残りの魔力は――



【名：‥鍵かぎ宮みやリオ■称号：‥未登録■魔力：‥１７００／１００００】



『端末図書ライブラリ』で確認してみると、やはり魔力残量は『界かい門もん』一回分もない。

　この状況は前線で戦っている玲れい樹じゆにも伝わっているようだ。

「祭まつり子こ、二人を下がらせて！　『界門』が打ち止めになったら、もう――」

「まだだ！」

　焦る玲樹に、リオは強く返す。

　言いながら自身の足元に魔法陣を展開、『界門』とは違う別の魔術式を構築していった。

「見よ、姉様。これが修行の成果……君きみ色いろと一緒に編み出した、私の節約術だ！」

　その光景は、“〝神装職人”〟が行使する『神装創造』――玲樹が昨日、学校の屋上で大おお鎌がまを作り出したときのものに似ていた。

　事実、同系統の魔術なのだろう。

　魔術が完成し、リオの足元から出現したのは、抱えて持つタイプの巨大な銃だった。

「私と同じ製造魔術を……即興で!?　我が妹ながら無茶苦茶すぎるわよ！」

「姉様は私を侮あなどりすぎなのだ」

　姉はどこか嬉うれしそうに、妹も楽しそうに言葉を交わす。

　だが大丈夫なのか？　こんな隠し玉があるなんて聞いてねーぞ――という俺おれの心配は、どうやらするまでもないらしい。リオは双頭の竜に銃口を向け、唱となえる。



    

  
    
      



    

  
    
      

「『連れん装そう弾だん花か』装そう填てん――ファイア！」

　発射されたのは、ビー玉サイズの小さな光弾。あれは『弾だん花か』か。リオの得意魔術ではあるが、その威力は豆鉄砲レベル。一発命中したくらいでは傷すら与えられないだろう。

　ただし――銃口から放たれた『弾花』の数は、百発をゆうに超えていた。

　その勢いはまさに怒ど濤とう。轟ごう音おんを鳴らしながら撃たれる『弾花』の雨に、双頭の竜もたまらず動きを止める。やがて被弾した箇か所しよから罅ひびが走り、全身に行き渡って――玉砕。

「なっ……なにあれ!?　すごっ、ていうかガトリングガン!?」

「あの銃に魔力を装填し『弾花』をパワーアップさせて放っているようですね。しかも元は『弾花』ですから、消費魔力は一発２。百連発でも２００程度のはずです」

　棗なつめの驚嘆と祭まつり子この解説に促され、俺おれは『端末図書ライブラリ』を確認する。

　何発撃ったのかは定かではないが、リオの魔力消費は微々たるものだった。

「君きみ色いろが教えてくれたのだ。節約の鉄則は『安く済ませろ』だと。安物の魔術でも、工夫次第で高価な魔術に打ち勝つことができる！」

　嬉うれしいことを言ってくれるじゃねーか。節約生活の成果はちゃんと出てたんだな。

　この成果は、きっと玲れい樹じゆにも届いただろう。もう一体の双頭の竜が長剣によって斬きり伏せられ、工場内の怪物はこれで一掃された。

　障害は消えた。そう思った次の瞬間――

「さすがは鍵かぎ宮みや！　だが一足遅かったようだなァ！」

“〝闇陶芸師”〟の狂った叫びが木こ霊だまする。

「術式は完成したッ！　あとは俺の全魔力を注ぎ込むことにより、卵が魔王を生む！　さあ刮かつ目もくしろ！　世紀の瞬間をォォォォォォォォォォ――ッ！」

　十字架が怪しく蠢うごめき、真ま白しろを包みながら球体に変形した。

　内部から、なにかが生まれてくる気配がする。

　粘性の動きを見せた後、一度小さく収縮し、勢いをつけて弾はじけ飛ぼうと――

　いや、

「あ？」

　――収縮したまま、なにも起こらない。

　それどころか……少しずつ、元の状態に戻っていく。

「な、なぜ……」

「……まさか」

　愕がく然ぜんとする“〝闇陶芸師”〟、そしてなにかに気づいた様子の玲樹。

　俺は一歩、前に出る。

「おい下げ衆す野郎。おまえ、いま全魔力とか言ったな？　その魔王誕生の魔術とやらを使うのにどれだけの魔力が必要か、ちゃんと計算してたのか？」

「な、なにを――」

“〝闇陶芸師”〟は混乱しているのか、まったく状況に追いつけていないようだ。

　話は至極単純。棗なつめのときと同じである。

『――“〝闇陶芸師”〟は君きみ色いろ様が潜在魔術の持ち主であることを把握していません。にもかかわらず、敵は自身の全魔力を使いある大掛かりな魔術を発動させようとしています。さて、その発動の瞬間に君色様が居合わせたとしたら……あとはおわかりになりますね？』

　現場に駆けつけるまでの道中、祭まつり子こから事前に情報をもらっていた。

　いま考えると、あれは作戦概要の説明みたいなものだったのだろう。

　奴やつは俺おれの能力について知らなかった。だから『契節約』の効果で自分の魔力が必要以上に浪費させられている事実に気づかなかった。それはつまり、魔王誕生のための魔力が足りなくなってしまったことに気づけなかったってことだ。

「てめぇに一つ教えてやるよ。節約の基本は『余力を残せ』だ。バカ高い魔術を使うために魔力を全部使い切るなんて、浪費家のすることだぜ」

「ば、馬ば鹿かな。俺の魔力が、いつの間に枯こ竭けつして――」

「おい、よく見てろ変態愚姉！」

　声を張り上げて、玲れい樹じゆに言う。

　と同時に駆け出した。どこにって無論、真ま白しろを捕らえている奇妙な十字架に向かって。

「妹を大切に思ってるんならなぁ！　他人になんか任せてんじゃねーよ！　守るのも慰めんのもかわいがんのも！　姉なら全部、自分で面倒見やがれッ！」

「ちィッ！」

　万が一のときのため形成を終えた状態で待機――つまり作り置きをしていたのだろう。“〝闇陶芸師”〟の背後から闇やみのカラスが無数飛び出し、俺に襲いかかってくる。

　だけどな……俺は止まらねぇ！

「こんなもの！」

　カラスの群集に真まっ向こうから突っ込んでいく。

　邪魔な鳥は腕を振って散らし、なおも進撃。弾丸のような速度でぶつかってくるカラスは死ぬほど痛いが、こちとら鍛えてるんだ。師匠のしごきを思い出せば楽に耐えられる。

　それによ、目の前に囚とらわれの身の真白がいるんだぜ。

　妹を助けるのは――兄の、そんでもって姉の役目だろ！

「真白のためなら、屁へでもねぇえええええええええっ！」

　一気にカラスの群れを抜けた。

　障害はもうなにもない。

　いや、もう一人いたか。

「ふざけるなっ！　この俺が、なんのために独断で動いたと思っている!?　せっかくの発掘を！　魔王の卵を！　失うわけには、しくじるわけには――」

“〝闇陶芸師”〟は喚わめきながら憤ふん懣まんをぶつけてくるが、こんなのはただやかましいだけだ。

「なんでもかんでも一人で背負いこんでる魔術師様に教えてやる」

　俺おれは鍵かぎ宮みや玲れい樹じゆを一いち瞥べつし。

　残った力を振り絞って、悪の根源に飛びかかった。

「家族なら……妹の主張くらい、ちゃんと聞けぇえええええええええ！」

　――ドロップキック。

　着地のことなんざ頭にない、全身を投げ出してのミサイル突貫。

“〝闇陶芸師”〟は防御も回避もままならず、豪快に吹き飛んだ。

　床の上で二度三度弾み、やがて仰向けになって倒れこむ。手足はぴくりとも動かない。

　浮かぶ表情を覗のぞいてみると、その意識はどこか遠い世界に旅立っているようだった。

　……勝った。

　俺の勝利を肯定するように、真ま白しろを捕らえていた黒の十字架が弾はじけて散る。

「よっと」

　上空から落下してくる真白。それを受け止めたのは棗なつめだ。すぐには起き上がれない俺に代わり、真白の裸体に上着をかけてくれた。さすが、俺の幼なじみは機転が利く。

　その機転が利く幼なじみが、床に転がる俺を見てぷっと吹き出した。

「最後がドロップキックって。ちょっと不ぶ恰かつ好こうだったわよ。どうせ決めるんなら、それっぽい必殺技とか用意しときなさいよね」

「うっせーな。師匠に教わっただろ。人はもともと強力な武器を持ってるんだから、それを活かせば技なんかいらないって」

「あー。覚えてる覚えてる。『体重』でしょ？」

　実際、俺の全体重を乗せた一撃は“〝闇陶芸師”〟の意識を闇やみに沈めたわけだ。

　これで、終わったのだろうか。

　いや、終わってなんかいない――少なくとも、鍵宮姉妹にとっては。

「……なにが『テンサウザンドの節約術師』よ」

　玲樹は冷たく吐き捨てた。

　事が片づいたことに安あん堵どの顔を見せるでもなく、凍てついた形相のまま、リオの頬ほおに平手を打つ。するとリオはむっとし、すぐにやり返した。

「なにをするのよ」

「それはこちらのセリフだ」

「君は、私がどんな想いで……っ」

「そんなものは知っている。姉様は私のことが大好きだったのだ」

「なっ!?」

　玲れい樹じゆの表情が崩れた。冷然たる魔術師の風格が、子供っぽい苛いら立だちに染められる。

「姉様は姉様なりに、ダメな私を守ってくれていたのだろう？」

　リオは、そっと姉に歩み寄り服の袖そでを指でつまんだ。

　玲樹は、妹の手を跳ね除けようとはしない。

「姉様の想いを無視して、ずっとふてくされていたのは私だ。魔術師としての役目から逃れ、ずっと家にひきこもって……姉様は、そんな私を見捨てずに守ってくれていたんだ。それが今日、君きみ色いろに言われてやっと自覚できた」

　ただ黙って、妹の言葉に耳を傾けている。

　ただ黙って、妹の縋すがりつく様を見ている。

「聞かせてほしい。姉様は、私にどうしてほしかったんだ？」

「……別に、なにも。魔術師の務めは私が果たすし、リオはいままでどおり――」

「嘘うそだ。ではなんのための節約生活だったんだ？　姉様は私にチャンスをくれたのだろう？　わかってる。わかってはいるが、私はちゃんとした言葉がほしい」

　リオは素直な自分を見せた――なら、今度は玲樹の番だ。

　俺おれは座して見守る。

　不器用な姉の、本音を。

「……そりゃ、お姉ちゃんだもの。好きに決まってるじゃない」

　搾り出た玲樹の声は、震えていた。

「本当はずっと迷ってた。リオには安全なところにいてほしい、でも私と並びたいっていうリオの気持ちも、わかる。だから私は、わざと突き放すようなこと言っちゃって……リオから距離を取っていた」

「寂しかった」

「うん、ごめんね。リオの気持ちなんて、本当はずっと昔に気づいてたのに……私は魔術師の役目に逃げて、姉の役目を君色くんに丸投げしちゃったのね」

　剣を手放した姉の手が、妹の頭を愛いとしげになでる。

　ほらな。

　鍵かぎ宮みや姉妹の問題ってやつは、このとおり単純なものだったんだ。

　ちょっとしたきっかけさえあれば、きちんと綺き麗れいな形で、元の鞘さやに収まる。

「このままこうやってなでなでしてたら、リオは怒る？」

「怒らない。むしろもっとこうしていてほしい」

「うふふ……リオは甘えん坊さんなのね」

「姉様は昔から甘やかしいだったではないか。だからおあいこだ」

「そうかもね」

「……これからは、もっと構ってほしい」

「うん。構う。リオが嫌って言っても構うことにする」

「……こちらが拒否したときはやめてほしい」

「リオはわがままさんね」

「わがままな妹で、ごめんなさい」

「私こそ、不器用なお姉ちゃんでごめん」

　言葉を交わし合ううちに、二人の姉妹は自然と抱き合っていた。

　……雪解け、って感じだな。

　知らず知らずに顔が優しくなっちまってる自分がいる。でもこれでいいんだ。

　兄と妹も、姉と妹も、根本は同じ。

　家族ってやつは『仲良く』だ。

　節約生活にしたって、魔術師のお役目にしたって、まずは家族を思いやってから――と、俺おれはそんな風ふうに思う。

「一件落着か」

　窓から朝の日差しが差し込んできた。

　もうすぐ十二月。家は凍っちまった。だけど、今日は暖かくすごせそうな気がした。



    

  
    
      
エピローグ　「おかえり」と「ただいま」





「寒っ！」

　冬の夜風が身に染しみる。

　なんたって暦はもう十二月。世間が暖房依存症にかかる時期だ。

　だが綾あや瀬せ家は地球に優しい家庭なので暖房器具なんかには頼らない。寒いときは厚着と毛布と試用品のカイロでカバー。それがエコ精神というものである。

「お鼻出てるよ、お兄ちゃん。うちに帰ったらまたおしくらまんじゅうする？」

「二人でやるおしくらまんじゅうはそんなに暖かくないことに、最近気づいた」

「えー、わたしはいいと思うな。楽しいし」

　わたしはコートとマフラーと手袋で十分、と俺の妹は飛び跳ねながら元気娘むすめぶりをアピールしている。うむ。ネコミミつきのフードが実に暖かそうだ。そしてかわいい。

　夜、スーパーからの帰り道。

　俺と真ま白しろは、住み慣れた我が家を目指し歩いていた。

「やー、兄妹きようだいでおしくらまんじゅうはない。おしくらまんじゅうはないわ」

　……訂正。俺おれと真ま白しろ、プラス棗なつめは、住み慣れた我が家を目指し歩いていた。

「びっくりしたよー。スーパーから出てきたら棗ちゃんが待ち構えてるんだもん」

「この時間なら半額狙ねらいで買い物中だろうと思ってね」

「くっ、我が家の生活サイクルが読まれていたとは……っ！」

「ふふん、家族同然の仲だもの。一緒に晩ごはんとか食べちゃうくらいの仲だもの。この前は焦っちゃったけど、これはもうあれよね。勝利確定よね」

　棗はどこか誇らしげな顔で、手に持ったエコバッグを揺らす。その中にはおすそわけに持ってきた高級牛肉が眠っており、俺と真白は棗を神と崇めたのだった。

　とまあこんな感じで、棗と俺たちの関係はすっかり元通り。

　一応、例の告白について本人に言及してみたりもしたんだが……「ああああれはなし！　あれはノーカン！　あれは無理やり言わされたっていうか違うっていうか君きみ色いろのことなんて全然好きでもなんでもないから――ッ！」と、ものすごい剣幕で否定された。

　真白も無事に帰ってきて、俺たちは懐かしき日常を取り戻したのである。

　……逆に、俺とリオと玲れい樹じゆの非日常は遠いどこかに旅立っちまった。

　そのことについて、少しだけ話をしておこう。

　事件の直後、玲樹は俺にこう話した――

『真白ちゃんは君に返すわ。いまの私じゃ『凶まが星ぼし』を取り除けそうにない。君がそばにいる間は安全だから、真白ちゃんがお嫁にいくまでにきっとなんとかしてみせる』

　真白が持つ『凶星』の問題は、一いつ旦たん保留という形で決着がついた。

　真白が嫁にいくなんてずっと先の話だ。期限なんてあってないようなもんだろう。

『それと、君とリオが結んだ魔術契約は解消させてもらうわ。魔力を消費しすぎてしまう悪癖は矯正できていないけど、リオは君から節約の心得を教わり、新たな魔術まで開発してしまった。節約生活の意義は大いにあったと言えるわね。手元に残った生活費は、そのまま成功報酬として受け取って』

　その報酬は、当面の生活費と真白の冬服一式に消費された。

「やっぱり、こんなに高いコートとかよりこたつ買ったほうがよかったんじゃないかな」

「こたつは電気代がかかるだろ。それより、俺は真白が暖かくしてくれるほうが嬉うれしい」

「じゃ、わたしがお兄ちゃんにあったかいのおすそわけっ」

「はいはい、ごちそうさま」

　むぎゅーっと抱きついてくる真白。その頭をなでてやる俺。やれやれ顔の棗。

　前のは小学生から着てたからな。冬はまだこれからだし、いいプレゼントができた。

　と、これだけでも凄すさまじい達成感だが……それに加えて。

　仲良く手を繋つなぐ姉妹の姿を見られたことが、俺にとってなによりの喜びだった。

『私たちは鍵かぎ宮みやの実家に戻るわ。今回のことでいろいろと報告しなくちゃいけないの。君たち兄妹きようだいのことや“〝闇陶芸師”〟のこともそうだけど、なによりリオのことをね』

　事件後、節約生活最終日の昼にはもう、リオも玲れい樹じゆも町を出ていってしまった。

　少し寂しい気もするが……別れ際、リオは俺おれにこう言ったのだ。

『また会おう、君きみ色いろ』

　さよなら、じゃない。また、って言ったんだ。

　なら――寂しがる必要なんてないさ。

「どうしたの君色？　なんかぼーっとしてるわよ」

「フッ……いや、なんでもねーよ。ちょっと勝利の余韻に浸ってただけだ」

「あははっ。お兄ちゃんがまたおかしなこと言ってる」

　ちなみに、真ま白しろは事件のこと――玲樹の家を破壊してしまったことや、“〝闇陶芸師”〟に攫さらわれたことなどはなにも覚えていないようだった。気絶から目覚めた後は玲樹の説明（という名のテキトーな作り話）によって同居生活の終了を納得し、鍵宮家の素性を知ることなくお別れしたのである。

　最愛の妹に兄の獅し子し奮ふん迅じんの活躍を語れないとは、残念で仕方がない。が――

「……俺にとっては願ってもない結末、だよな」

　すべてが万事、もとどおり。

　なべてこの世はこともなし。

　一般庶民は一般庶民らしく、身の丈に合った生活を送るまで。

　今日も今日とて、俺と真白は二人で節約生活に勤いそしむ――と。

「……あん？」

　元住んでいた我が家、雛ひな森もり荘そうに近づいてきたところで、俺は顔を顰しかめた。

　家の二階が、俺たち綾あや瀬せ家の部屋が、謎なぞの光源に満たされている。

　窓から漏れるあの光は、間違いなく蛍光灯によるものだろう。問題は、家主が留守にしているにもかかわらず明かりがついている点だ。

　考えられるとすればただ一つ――家を出るときに消し忘れた。

「お、おおおお、お兄ちゃん！　電気代が！」

「くそっ、なんたる失態を……急ぐぞ真白！」

「あ、ちょっと！」

　それを確認するやいなや、俺と真白は棗なつめを置いて全速ダッシュ。夜更けであることも考慮せず鉄製の階段をトンテンカンカンと鳴らし二階へ。大急ぎでドアノブを回した。

「ただいま！」

　俺たちの住まいは、六畳二間の狭い部屋だ。

　襖ふすまと障子さえ開いていれば、玄関からでも全体が見渡せる。

　だから、そいつらの姿は扉を開け放つと同時に確認できた。

「「おかえり」」

　――並べてみると、案外似てる。

　おそろいの黒髪は長短の違いこそはっきりしているが、色いろ艶つやはどちらも極上。顔の作りは言うに及ばず、いまでは醸し出す雰囲気までもが瓜うり二ふたつになっているような気がした。

　この、鍵かぎ宮みや姉妹は。

「は？」

　そう、鍵宮姉妹。

　姉の玲れい樹じゆと、妹のリオ、おまけに祭まつり子こが、綾あや瀬せ家の食卓で優雅にお茶を飲んでいた。

「玲樹さんリオさん祭子さん！　おかえりなさい！」

　唖あ然ぜんとする俺おれの横、真ま白しろはこの思わぬ再会に素直な喜びを表していた。兄としては、鍵かぎをかけていたはずの我が家に不法侵入している点をまず気にしてほしいのだが。

「おまえら、なんでここに……」

「愚問だな、君きみ色いろ。帰ってきたに決まっている。というわけで、ただいま」

「ああ、おかえり……じゃねーよ！　なんで俺んちに帰ってくんだよ!?」

「あら、忘れたの？　この町にあった私たちの屋敷はなくなっちゃったじゃない」

「欠陥住宅だったんだっけ。玲樹さんたち、それで実家に帰省してたんだよね」

　と、真白の中ではそういうことになっているらしい。

「そういうわけで、帰ってきたはいいけど住む家がないのよ。いろいろ考えたんだけど、どうせなら君色くんの家に近いほうがいいと思って。隣の部屋に引っ越してきました」

「待て。その『どうせなら』の意味がわからなすぎる」

「わからない？　だって、ほら。君色くんはリオの彼氏さんなわけだし」

　玲樹がそう言って、リオの身体からだがびくりと跳ねた。

　怪しすぎる挙きよ措そで俺から顔を背け、姿勢はなぜか正座になる。

　……そうだった。そういや、そんな話になってたんだよな。少なくとも真白の中では。

　我が妹は、目を輝かせて俺に詰め寄るのだ。

「お、お兄ちゃん！」

「おう。なんだ真白？」

「一つ屋根の下だよ、一つ屋根の下！」

「落ち着け妹、おまえなにを言って――」

「ふつつかものなお兄ちゃんですが、改めてよろしくお願いします！」

　ふかぶかーっ、という感じに真白が頭を下げた。

　それを背中で受けたリオは、だんだんと真白のほうに顔を向けていき、りんごみたいな頬ほおを晒さらす。途端、真白はぱーっと明るい笑みを浮かべた。

　妹たちが微笑ほほえましく手を取り合う。

　そんな、ただの傍観者でいられたらどれだけ気が楽だっただろう光景の横で、俺おれは玲れい樹じゆに耳打ちされるのだ。

「実はね、真ま白しろちゃんの『凶まが星ぼし』をどうにかする方法が見つかったの」

「マジか」

　思わぬ朗報だ。そのために舞い戻ってきたというのなら、不法侵入にも目を瞑つむろう。

「特定の魔術を世界から存在ごと抹消してしまう大魔術があるの。これを使えば『凶星』を消し去ることができるわ。術の効果が世界規模だから、たとえば真白ちゃん以外に『凶星』の所有者がいた場合、それも消えることになるのがネックね。まあないと思うけど」

「百害あって一利なしな能力なんだし、問題ないだろ。いいからいますぐやってくれ」

「いますぐには無理よ」

「なんで」

　なぜか玲樹はぐっと顔を近づけ、俺の耳元、至近距離でこう囁ささやいた。

「その魔術に必要な魔力が――１０００００００だから」

　いっせんまん!?

「なっ……なんだそりゃ。そんなの、魔力一万のリオにも使えねーだろ」

「いいえ、リオなら可能よ。将来的には、だけど」

　そこで玲樹は、うふふふふと妖よう艶えんに笑う。

「プランはこうよ。まず以前のような節約修行を続け、リオの悪癖を完全に矯正してしまう。さらに君自身が修行し『契節約ギアスセイバー』の能力をパワーアップさせる。そのうえでリオが『契節約』の恩恵を正しく受けられれば――」

「１０００００００の魔術も、節約して１００００の魔力で使えるようになる」

　金遣いの荒さを直し、さらに九九九万値切れってことか……っ。

　値切りの技も節約術ではある。だが、そんなことが本当に可能なのかよ。

「というわけで、君には正式にリオのパートナーを頼みたいの。こちらの事情も知られたわけだし、口封じの手間も省けるからここは素直に頷うなずいてくれると嬉うれしいんだけど」

「そりゃ、そっちの世界は俺の憧あこがれだし、真白を救うためなら断る理由もないが――」

「あとね、リオはこうも言っていたのよ。『まだ返事をもらってない』って」

　返事ってなんの――うっ。しまった。大変なことを思い出した。

　俺、まだリオに告白の返事してねぇ。

　それに告白といえば――

「み……みみみみみ、認めませ――ん！」

　背後、玄関口に立つ棗なつめが姑しゆうとめみたいなセリフを叫んでいた。

「せっかくチャンス再来で棗ちゃん大勝利とか思ってたのに――ッ！　いや思ってないけどお隣さんとか急接近とかうらやまままままま――ッ！」

「……棗なつめ。近所迷惑になるから家の中入っとけ」

　暴走モードの棗を部屋に入れてやり、俺おれは代わりに外へ出る。

　バタン。扉を閉めることで少しだけ静かになった。

　……夜風が気持ちいい。

「パートナーの帰還が嬉うれしくないのか？」

　リオが扉からひょっこりと顔を覗のぞかせ、外に出てくる。

　いつかみたいに俺の隣に立ち、そしてこちらの手を取ってきた。

　握られた掌てのひらに、一度は返した魔道具――魔術契約のための指輪を載せてくる。

「私と君きみ色いろは二人で一組。『テンサウザンドの節約術師』だろう？」

　……ちくしょう。

　その名前を出されると弱い。リオの口からとなればなおさらだ。

　なんせ俺は、一度こいつのことをパートナーって認めてるわけだしな。

　心労の溜たまる明日が見えるが、同時に退屈はしないし楽しくもなりそうだ、と思う自分もいる。

　結局。

「これからよろしくな、リオ」

　俺たちの節約生活は、まだまだ続きそうである。
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　読みやすさを意識しつつ、謝辞に移りたいと思います。
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　担当の児こ玉だま様。憧あこがればかりで右も左もわからなかった私を導いてくださり本当にありがとうございます。引き続きご指導いただけますよう、よろしくお願い申しあげます。
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